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w　調　査　結　果

1．植　物　群　落

A高木林Hochw乞至der

a）　山地夏緑広葉樹林　M：oR毛ane　Sommezg出Re　La曲wa豆der

　1）　マルバマンサクーブナ群集（望ab．1．）

　　　Ha斑amelido－Fagetum　crenaもaeMliyawak童etaL　1968

　ブナ林は日本海側多雪山地で最も広く分布する夏緑広葉樹林であって，かつては我が国の本州

中部以北の山地に広く生育していた。しかし，近年伐採が進み，伐採後は，スギ，ヒノキなど他

の針葉樹の植林が広範に行われているため，ブナ林は減少の一途をたどっている。

　臼本旧弊に発達するブナ林については，鈴木（1954，1956）がブナーチシマザサ群集としていた

が，宮脇他（1968）はマルバマンサクーブナ群集とヒメアオキーブナ群集に区分した。さらに佐々木

（1970）はブナーチシマザサ群集を新たに規定しなおしてブナー些些バクロモジ群集を認めている。

　ヒメアオキーブナ群集とマルバマンサクーブナ群集を分布の面から見た場合，前者は敵本海側

の南部，特に多雪地の，やや低海抜地の安定した立地にその分布の中心をもつ，明らかに分布域

の制限された群落と考えられている。これに対して後者は，ブナクラス域中部からブナ林の上限

付近にいたる，比較的乾性な立地や土壌の浅い立地に分布している。

　高畠晦では，ブナ林の大部分は伐採されてコナラ，ミズナラ林（オオバクロモジーミズナラ群

集）やアカマツ林（ヤマツツジーアカマツ群集）におきかえられており，現存林分は少ない。

　今回は，駒ケ岳，豪士山，文珠山でブナ林が植生調査された。その結果ブナ林はムラサキヤシ

オ，マルバマンサク，オオバクロモジ，ハイイヌツゲ，マイヅルソウ，ツクバネソウなどを標徴

種および区分種としてマルバマンサクーブナ群集に同定された。

　高木第1層は高さ13～30mと群落によりかなりのばらつきが見られるが，植被率は80～90％と

安定している。ブナが優占し，そのほかにミズナラ，ウリハダカエデ，アオダモなどの夏緑広葉

樹によって構成されている。高木第2層もブナが優占するが，植被率は20％前後と貧弱である。

　低木層の植被率は，ほぼ70％前後でマルバマンサク，オオバクロモジ，ハウチワカエデ，オオ

カメノキ，エゾユズリハ，ウワミズザクラ，タムシバなど日本海要素の落葉および常緑の低木に

よって構成されている。

　草：本層は，立地の土壌水分条件が乾性的であることからシシガシラ，アクシバが優占し日本海

要素の葡旬性常緑低木であるハイイヌツゲ，ヒメアオキが短i生化して高頻度で出現している。
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　マルパマンサクーブナ群集は，さらに典型亜群集とナナカマド面群集およびアオハダ亜群集の

3亜群集に下位区分された。

　典型亜群集は，沢沿いの比較的土壌水分条件の恵まれた立地に発達している林分で，豪士山の

両側，中沢源流域および駒ケ岳信濃沢でみられた。

　ナナカマド亜群集は，山地帯中部の山腹から尾根部にかけて発達している林分で，ナナカマド，

コシアフフ，ヒメモチ，ハナヒリノキ，ヒトツバカエデ，シノブカグマで特微づけられる。豪士

山，駒ケ岳の比較的高海抜地でみられた。

　アオハダ亜群集は，低海抜地の文殊堂の裏山で調査された林分で，二次林構成種のアオハダ，

カスミザクラ，オクチョウジザクラ，チゴユリなどで特徴づけられる。最も乾性立地に生育して

いる林分であるが，胸高直径30～50c磁とブナの生育は良好である。また，胸高直径50～60c磁のモ

ミの大木が混生している。この林分は，過去に文珠山に発達していたブナ林の残存林分と考えら

れる。

　現在の高畠町においては，ブナ林として見るべきものは難く限られた地域にしか残存していな

い。しかし代償植生の調査結果から以前には，海抜250m付近から上部の山地帯にはかなり広面

積にブナ林が分布していたものと推察される。
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　Fig．1L　多雪地に発達するマルバマンサクーブナ群集の林内相観

　　　　　　　（1駒ケ岳　標高約1000m付近）

Auf　dem　schneereichen　Berg　Komagatake　ist　das　Hamamelido－Fagetum

cre鷺ataeentwickelt（etwa　1000m廿．　NN）．
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　Fig．12．ブナの若命林の群落相観（上；外観，下；その林内相観）

　　　　　　（駒ケ岳　標高！000磁付近）

Junge血9π5　cr8π磁・W益lder（oben；au8ere　Physiognomie，　unten；innere

Physiognomie（Berg　Klomagatake　c．　a．10001n廿．　Meer）。
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　2）　ジュウモンジシダーサワグルミ群集（唱曲．2♂B）

　　　Polysもicho－Pもerocaryetum　Suz．一Tok．etal．i956

　高畠町の東部に広がる山地の渓谷沿いにはサワグルミ林が発達している。

　これらのサワグルミ林は，サワグルミ，オシダ，ミゾシダ，ミヤマイラクサ，ツルアジサイ，

リョウメンシダを標徴種および区分種としてジュウモンジシダーサワグルミ群集にまとめられた。

この群集は一本海測の山地帯渓畔林として各地でその分布が知られている。

　立地は渓谷沿いの岩礫の多い斜面やテラス状地または谷部の周辺から流入する枝沢末端の小扇

状地など融雪や降雨による増水時に冠水するような場所である。

　今回調査された林分は海抜390m～650mの間の渓谷部で，20。前後の傾斜地であるが，なかに

は最も高海抜地の植分で，40。の急傾斜地での生育も記録された。ジュウモンジシダーサワグル

ミ群集は渓谷部の不安定立地に生育するため面積的広がりはあまり大きな植分はない。

　この群集は渓谷の下流でケヤキ林と接し，山腹斜面ではブナ林やミズナラ林と接している場合

が多い。

　高木第1層はサワグルミが優与しているが，トチノキ，ホオノキ，ツルアジサイなどをわずか

に混生している植分も見られた。樹高は20～24mとほぼ等しく，二二率も80～90％とよく発達し

ている。

　高木第2層は樹高が8～16mで，高木第1層の構成種の幼木の外，オヒョウ，ミズキなどがわ

ずかに生育しているだけで，植被率も20～30％と低い。

　低木層は高さが1．5～4m，植被率は15～60％で，立地によりばらつきが見られる。構成種は

ウリノキ，ハイイヌガヤ，オオバクロモジ，ヤマモミジ，キブシ，バイカウツギなど森林下の半

陰性植物が多い。

　草本層は植被率がほぼ70～80％とよく発達している。その立地が湿潤であることから，オシダ，

ミゾシダ，リョウメンシダ，クサソテツ，ナライシダ，ジュウモンジシダ，コタニワタリ，サカ

ゲイノデ，クジャクシダ，ミヤマイタチシダなどのシダ植物や，ミヤマイラクサ，ムカゴイラク

サ，オオサワハコベ，トチバニンジン，アカソ，サラシナショウマ，ヤグルマソウ，クルマバソウ，

ラショウモンカズラ，ネコノメソウ，タマガワホトトギスなどの湿性指標種がよく生育している。

　高畠町で記録されたジュウモンジシダーサワグルミ群集はさらに，トチノキ，フタリシズカ，

オオサワハコベ，ムカゴイラクサ，エンレイソウ，トチバニンジン，ミヤマハハソで区分される

トチノキ亜群集とアカソ，オククルマムグラ，ニガキ，コウライテンナンショウで区分されるア

カソ亜群集に下位区：分された。トチノキ亜群集は立地の傾斜が15。～22。と比較的ゆるやかで，高

木第1層および高木第2層ともに樹高，植被率何れもほぼ似た値を示し，出現種数も多く，比較

的安定した立地の植分と考えられる。アカソ亜群集は低海抜地に偏在する植分で，立地の傾斜も

20～40。とぼらつきが見られる。高木第1層の高さはほぼ安定したいるものの，高木第2層，低

木層の高さおよび低木層の植被率にもばらつきが見られる。また，出現種数もトチノキ亜群集に
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　　　　　　Fig．13．多雪地に生育するジュウモンジシダーヤマモミジ群落と

　　　　　　　　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集（中沢標高約450m）

　　　　Am　Unterhang　des　Tales，　der　i組Winter　ei且e　machtige　Schneedecke　tragt，

　　　　e漁twickeln　sich駕ツ∫だ61zπノπ孟吻’8r・η一Acβ1・汐α伽磁ノπvaLηzα魏槻〃u8－Gesellschaft

　　　　und　Polysticho－Pterocaryetum（Nakazawa450m藤berMeer）．

比べて少ない。このアカソ亜群集は，トチノキ亜群集に比べて環境条件のより悪い立地に成立し

ていると考えられる。

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集は太平洋側に成立するミヤマクマワラビーシオジ群集とと

もにサワグルミ群団，ニレーシオジオーダー，ブナクラスへとまとめられる。

　3）　チャボガヤーケヤキ群集（丁諭．2．一A）

　　　Torreyo　radicantis・Ze重kovetum　seryataeMiyawakietal．1977

　平野周辺の丘陵から山地帯の渓谷に沿って各所に分布するケヤキは，多くの場合，単木あるい

は他種との混生林を形成し，ケヤキだけで面積的な広がりをもった群落は少ない。今圓は，海抜

400n1以高の山地帯下部の渓谷沿いで，比較的空中湿度が高く，崩積土の堆積した山腹斜面に生

育するケヤキ林を調査することができた。このケヤキ林は，山腹上部に生育するブナ林やミズナ

ラ林と接し，さらに渓谷沿いでより土壌水分が高く，傾斜のゆるやかなテラス状立地に生育する

サワグルミ林とも接している。

　このようなケヤキ林はケヤキ，ミチノクホンモンジスゲ，サワシバ，アカイタヤ，キバナイカ

リソウを標徴種および区分種として，日本海側ブナクラス域に成立する自然生のケヤキ林である

チャボガヤーケヤキ群集に同定された。
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　チャボガヤーケヤキ群集は富山県で宮脇他（1977）が最初に植生調査し，報告したものである。

その後，奥田他（1978）が新潟県の弥彦山から報告している。

　高木第1層は高さ14～25m，植被率80～90％とよく発達し，ケヤキ，アカイタヤ，オオバボダ

イジュ，ミズナラ，トチノキなどで構成されている。

　高木第2層は高さ8～13m，植被率10～40％と低く，高木第1層の構成種の幼木の外にサワシ

バ，ヤマモミジ，ウワミズザクラ，オヒョウ，メグスリノキなどがわずかに混生するだけである。

この高木第2層が貧弱である傾向は，富山県（宮脇他1977）や新潟県（奥田他1978）の調査結果

でも見られ，本群集の一つの特徴と考えられる。

　低木層は高さ1．5～3m，植被率20～60％でハイイヌガヤ，ヤマモミジ，ツノハシバミ，ブナ

など黛本海側のブナ林を特徴づける種によって構成されている。

　草本層は高さ0．3～0．8m，植被率20～80％と上層に比べてかなりのぼらつきがある。草本層を

特微づける種はジュウモンジシダ，ナライシダ，コタニワタリ，サカゲイノデ，オオタチツボス

ミレ，サラシナショウマ，クルマバソウなど湿性指標種が多い。

　本群集はさらに，群落高が低く，草本層がよく発達し（植被率70～80％），オオバボダイジュ，

ヤマグワ，リョウブ，ヤマウコギ，ウチワドコロ，ヒトリシズカ，バクサンハタザオなどで区分

されるオオバボダイジュ亜群集と，高木第1層はよく発達しているが，草本層が貧弱で，トチノ

キ，ミズナラ，メグスリノキなどの高木で特徴づけられるメグスリノキ亜群集に区分された。

　チャボガヤーケヤキ群集はヤブツバキクラス域に生育するケンポナシーケヤキ群集とともにケ

ヤキ群団，コナラー・ミズナラオーダー，ブナクラスへまとめられる。

b．アカマツ林

　　　　Pεππsdε泥s漉orα．W銭1der

　アカマツは沖縄，北海道を除き，日本各地に広く自生し，また植林もおこなわれている。アカ

マツ林は，温帯地域においては，多くの場合，二次林構成要素のクリ，コナラ，ミズナラなどの

落葉広葉樹が混生している。したがって，優占種のアカマツを除くとコナラーミズナラ林と組成

的には区：別が難しい植分も少くない。

　一般にアカマツ林は大別して3つのタイプに分けることができる。すなわち天然林としてのア

カマツ林，自然林伐採後の二次林としてのアカマツ林，そして植林である。天然のアカマツ林は，

母岩の露出した瘡尾根や扇状地のような乾湿両極端な立地に生育する。二次林としてのアカマツ

林は，自然林伐採後の先駆植生として，共存する自然林構成種とともに形成されることが多い。

植林されたアカマツ林は，人為的管理の程度や，地形，土壌条件などの相違により，種組成や群

落階層に大きな違いがみられる。これら3タイプのアカマツ林は成立の要因や生育立地の質的差

異により相観，種組成においても多少の三三が認められるが，一般にツツジ科植物の常在度が高

く類似性が極めて高い。したがって土地的極相としてのアカマツ林であるか，二次的アカマツ林
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であるかの覇断は困難な場合が少なくない。高畠町では母岩が花崩岩や凝灰岩などの乾燥貧養地

が多く，天然生のアカマツ林以外にもアカマツニ次林が成立しやすい。また，マツタケ採取のた

め林床の管理が行なわれており，人為的にアカマツ林が維持されている植分も多い。このため，

アカマツ林は高畠町の森林植生の大半を占める拡がりを示している。

　今回，高畠町全域の調査で得られた植生調査資料をもとに検討した結果，高畠町のアカマツ林

は以下の1群集2群落にまとめられた。

　4）ヘビノネゴザーアカマツ群落（里ab．　3。一二）

　　　．4痂〃rεμ配〃0ゐ08CθπSθ・Pεπ配8　dθπS削orα・Gesellscha重t

　ヘビノネゴザーアカマツ群落は二重坂鉱山跡地で植生調査された植分である。林床にヘビノネ

ゴザが繁茂していることによって他のアカマツ林から区分される。ヘビノネゴザーアカマツ群落

は鉱山が廃鉱となった後，二次的に成立しているアカマツ疎林である。このアカマツ林は3層構

造を形成している。高さ6mの亜高木層には，アカマツが被度・群度3・3で散在しており，低木

層にはヤマウルシ，リョウブ，コナラ，ノリウツギなどが生育している。草本層にはヘビノネゴ

ザが優噛しているほか，ススキ，ニガナ，アキノキリンソウ，タチシオデが生育しているにすぎ

ず，出現種皮も12種と単純な才分となっている。

　ヘビノネゴザは重金属汚染地域の指標植物として知られており，重金属の鉱山や精錬所周辺な

どで特徴的に繁茂する（倉田1978）。ヘビノネゴザーアカマツ群落は鉱山跡地に成立する特異な

植生の一つのタイプといえる。

　5）　ネズミサシーアカマツ群落（Tab・3．一2）

　　　」ωπεPθr配8吻堀α一Pεπω8dθπS削orα一Gesellscha｛t

　小湯山から植生調査資料が得られたアカマツ林は，ネズミサシ，ヤマハギ，ヒメサユリ，ミヤ

マアブラススキを区分種として，ネズミサシーアカマツ群落にまとめられた。ネズミサシーアカ

マツ群落は高さ5～8mの3層群落である。亜高木層にはアカマツが優占し，アズキナシ，アオ

ハダ，ナナカマドなどの夏緑広葉樹が混生している。低木層にはヤマウルシ，リョウブ，アズキ

ナシ，ナツハゼ，ウラジロヨウラクなどが生育している。草本層はヒメサユリ，ミヤマアブラス

スキ，ニガナ，ススキ，アキノキリンソウ，ワラビなどの草本植物のほか，ウスノキ，ヤマハギ，

ヤマツツジ，ウゴツクバネウツギ，ハナヒリノキなど木本類が多い。ネズミサシーアカマツ群落

は土壌の堆積がほとんどみられない，母岩の露出した尾根状岩角地に生育しており，瘡悪地に生

育するアカマツ自然林と考えられる。
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　　Fig．14．花甲岩の露岩上に発達したネズミサシーアカマツ群落

Auf　den　entb168ten　Granitfelsen　entwickelte諏ノ妙8η‘5ノ・’g／4α．君η～‘∫4εη∫ゲZoノη．

Gesellschaft（Hiruzawa　500m懸．　NN）．

　6）　ヤマツツジーアカマツ群集（Tab．3．一3）

　　　RhododeRdro－Pine七um　de聡sif玉orae　Suz．一Tok．etUsui1952

　ヤマツツジーアカマツ群集はタムシバ，ホツツジ，タカノツメ，マルバマンサク，イワナシ，

アカミノイヌツゲなどにより標徴，区分される。高木層にはアカマツが優占し，アカマツを除く

と各階層ともその構成種はコナラーミズナラ林の構成種と類似している。

　ヤマツツジーアカマツ群集はさらにキタゴヨウ，ムラサキヤシオ，ママコナを区：分種とするキ

タゴヨウ亜群集，特別の区分種をもたない典型亜群集およびハイイヌツゲ，クリ，ホオノキ，オ

オバクロモジによって区：分されるハイイヌツゲ亜群集に3区分される。

　キタゴヨウ亜群集は高畠町江沢の尾根筋で植生調査された植分で，自然生のアカマツ林と考え

られる。高木層にキタゴヨウが優占または混生しており，いわゆる五葉尾根を形成するアカマツ

林である。

　典型亜群集はアカマツ植林，アカマツ鞍懸林および自然生アカマツ林を含んでいる。Tab．3－3

の通し番号8は二次林，9は植林，10は自然林である。植林，二次林は比較的安定した斜面に生

育している高木林であるが，自然林は土壌の堆積のほとんどみられない稜線の花巌岩露岩地に生

育している低木林である。
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　ハイイヌツゲ亜群集は高さ16～18mに達するアカマツ老齢林である。高木層，亜高木層ともよ

く発達しており，植被率は70劣以上を占めている。高木層のアカマツをはじめ，ヤマウルシ，マ

ルバマンサク，アオハダ，ホツツジ，ヤマツツジ，ナナカマド，アクシバ，ウスノキなどの多く

のブナクラスの種群が生育している。出現丁数も27，32種と今回植生調査が行われたアカマツ林

分中州も豊富である。

　高畠町において，アカマツ林は丘陵帯から山地帯中部にかけて広く発達しており，いわゆる

くく

ｼ茸林”として人々に親しまれている。

c．コナラ・ミズナラ林　Eichen・W琶lder

　7）　オオバクロモジーミズナラ群集（里ab．4．一D

　　　　Lindero　membranace段e－Querceもum…nongolicae　grosseserr3もae

　　　　Ohb319ア3

　丘陵地から山地帯にけてのブナ林域には相観的にミズナラの優占する落葉広葉樹林が発達して

いる。このミズナラ林は，ほとんどすべて，ブナ林のたび重なる伐採後に生じた二次林であると

考えられる。その群落の種類構成はミズナラの純林はほとんどなく，カエデ類，ブナ，ウワミズ

ザクラ，コシアブラなどブナクラス構成種が混生している植分が多い。

　ミズナラ林は，多くの場合，コナラ林と垂直的に連続関係を示しており，低地のコナラ林と脚

地のブナ林の間に成立している。しかし，低地ではコナラ林と垂直分布的に一線を画するもので

はなく，かなり広い範囲で混生している。また水平的には低地のミズナラ林はアカマツ林と隣接

する植分も少くない。

　今回の植生調査では，海抜320～800mの間の山腹から尾根にかけて広い範囲で資料が得られた。

　このミズナラを主体とする二次林は，ブナクラスを構成する多くの種群からなっており，ミズ

ナラ，アカイタヤ，ハウチワカエデ，ホツツジ，ハイイヌガヤ，オオカメノキ，イワガラミ，オ

クモミジバグマ，ウラジロヨウラク，ムラサキヤシオなどを標徴種および区分種としてオオバク

ロモジーミズナラ群集に同定された。

　高木第1層は樹高10～26mと不ぞろいであるが，植被率は70～95％でミズナラ，アカイタヤ，

ホオノキなどが優i占している。

　高木第2層は樹高6～10m，植被率は10～40％と低い。主な構成種は第1層構成種の幼木の外

ハウチワカエデ，イワガラミ，コシアブラなどである。低木層は高さ2．5～4m，植被率は30～

80％と植分によって異なっている。その主な構成種はハウチワ山下デ，ホツツジ，ハイイヌガヤ，

オオカメノキ，エゾツリバナ，ウラジロヨウラク，ヤマウルシ，ヤマツツジ，アズキナシ，オク

チョウジザクラ，ヤマモミジ，ミヤマガマズミ，ウワミズザクラ，オオバクロモジ，コシアブラ，

マルバマンサク，タムシバ，ハイイヌツゲ，ヒメアオキ，リョウブ，コハウチワ世嗣デ，ツノハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜シバミなど日本海側多雪地ブナ林構成種や二次林構成種である。
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　草本層の植被率は，ほぼ30％前後と一定し，オクモミジバグマ，チゴユリ，ウゴツクバネウツ

ギ，ミチノクホンモンジスゲ，アクシバ，キバナイカリソウ，シシガシラ，ワラビ，チマキザサ

などが生育している。

　オオバクロモジーミズナラ群集は2つの下位単位に区分された。1つはブナ，ハナヒリノキで

区分される植分で，高海抜地の尾根すじや比較的急傾斜地に，地形三極梢林として成立している

植分である。他の1つは，比較的低海抜地域に成立する植分で，ウリハダカエデ，タカノツメ，

クリ，オォヤマザクラ，ハリギリ，ミヤマカンスゲ，タガネソウ，ゼンマイなど臼本三二こ二次林

構成種で区分される。特にコナラが高常在度で混生しているのが特徴である。この三分は低海抜

地の人間の生活域に近い所に成立しており，より人為的影響を強く受けている。

　オオバクロモジーミズナラ群集は大場（1973）が新潟県・下津峡で最初に調査報告したもので

ある。その後，宮脇他（1977）が富山県の資料をまとめて，これと類似の組成を持った群落をオ

オバクロモジーミズナラ群落として報告している。

　オオバクロモジーミズナラ群集は，日本海側多雪山地のブナ閉域に発達するミズナラを主体と

する特徴的な夏緑広葉樹林で，上級単位はイヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダー，

ブナクラスにまとめられる。

　8）　カスミザクラーコナラ群落（Tab，4．一2）

　　　Pr㏄ππs　oθree吻πdα一Qπθrα488θrrαfα輌Gesellschaft

　東北地方の低地丘陵地帯の代表的二次林であるコナラ林は，山形県でも丘陵地帯から山地帯下

部にかけて広く兇られる。その分布の上限は北へ行くほど低下する傾向がある。すなわち，高畠

町の位置する内陸の置賜盆地周辺では500～600m以下，村山盆地では400～500m以下，最上盆地

では300m以下となる（山形の自然。1976）。

　このコナラ林は低海抜地では耕作地など人為的植生と隣接し，高海抜地になるにつれてミズナ

ラとの混生が顕著になる。水平的にはアカマツ林と複雑な分布様式を示しており，アカマツを除

く構成種はほとんど変らない。

　低海抜地のコナラ林は，かつて薪炭林として定期的伐採など人為的影響によって存続してきた

が，ここ20～30年は人為的影響を受ける度合が減少したため，その林床植物の生育は旺盛である。

　高畠町低海抜地のコナラ林はコナラ，カスミザクラ，タニウツギ，レンゲツツジ，タチシオデ，

ミヤマアブラススキ，オケラ，ニガナ，ヒメサユリ，ススキなど乾性，好陽性の種を区分種とし

てカスミザクラーコナラ群落にまとめられた。

　カスミザクラーコナラ群落の立地は，海抜160～430mの丘陵地の平坦地および山腹にあり，斜

面の傾斜は比較的ゆるやかな所が多い。傾斜方向は南向きの斜面が中心で，より乾燥する地域で

ある。

　高木第1層の植生高は15～20m，植被率は85～90劣とよく発達している。構成種はコナラ，カ
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スミザクラ，ホウノキなど数種で少ない。高木第2層は高さ8～！2m，植被率15～30％と低い。

第2層の構成種は，第1層構成種の幼木の外，クリ，ウワミズザクラ，アズキナシ，エゴノキな

ど上級単位の劇論種，区分種を中心に数種からなっていて，特に定まった優占種をきめることは

難しい。

　低木層の高さは，ほぼ3mでそろっているが植被率は20～50％と分散し，低い値を示している。

構成種はコナラ，タニウツギ，レンゲツツジ，カスミザクラの群落区分種のほか，ヤマウルシ，

ヤマツツジ，アズキナシ，オクチョウジザクラ，ヤマモミジ，ミヤマガマズミ，ウワミズザクラ，

コシアブラ，マルバマンサク，タムシバ，ツノハシバミ，ハイイヌツゲ，ホウノキ，エゴノキな

ど日本海要素を含む多数の種が見られる。

　草本層は植生高が0．3～1m，植被率は25～90％と大きな差が見られる。このことは，この群

落がそれぞれかなり異った環境に成立していることを示している。構成種はタチシオデ，ミヤマ

アブラススキ，オケラ，ニガナ，ススキ，ヒメサユリの群落区分種のほか，チゴユリ，アキノキ

リンソウ，ミチノクホンモンジスゲ，アクシバ，キバナイカリソウ，ワラビ，サルトリイバラ，

イチヤクソウ，シシガシラなどである。

　　　　Fig．15．カスミザクラーコナラ群落の良く発達した林分と尾根部

　　　　　　　　のヤマツツジーアカマツ群集（ブドウーマツタケライン，

　　　　　　　　標高約450m）
Gut　entwickelte　P／wzz‘5㌘8プ8ご〃～4α，Qz昭κμ5∫6ノγ砿α一Gesellschaft　und　R　h　o　d　o　d　e　n　d　r　o・

：Pinetum　densifloraeaufdenRUckenbe玉ca450m茸．NN．



32

　このような日本海側の平野部周辺の丘陵地から山地帯下部にかけて成立するコナラ林について，

富山県では宮脇他（1977）はサイコクミツパツツジーコナラ群落を，新潟県では相沢他（1976），

奥田他（1978）がオクチョウジザクラーコナラ群落を，秋田県では宮脇他（1973）が男鹿半島の

コナラ林をカスミザクラーコナラ群落に，越前谷（！975）は秋田市大滝山のコナラ林をウゴツクバ

ネウツギーコナラ群落にそれぞれまとめている。また，山崎（1981）は東日本ブナクラス域のコナ

ラ林を総合的に検討して，これらのコナラ林をあらためてウゴツクバネウツギーコナラ群落とし

てまとめている。いずれにしても，これらの群落は種組成的に同一の群落とみなすことができる。

　カスミザクラーコナラ群落は，イヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラ

スにまとめられる。

B．人工林Forsten

　日本の山地の大半がそうであるように，戦時の木材大量消費によって森林が広域的に伐採され

たため山地のほとんどが若い二次林や人工造林地に変わっている。高畠町においても山地を占め

る森林植生の大部分が人工造林であり，人工造林樹種はスギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツの針

葉樹類である。スギ，ヒノキが山地上部に多く，アカマツは低山地に多い傾向がある。カラマツ

はごく一部に小面積でみられるにすぎない。

　9）　スギ，ヒノキ植林（7ab．5．）

　　　Cr〃p伽πθrεαノαρ0πεCα，　Cんα配αθC以Pαrε80δ伽α・Foτst

　スギ，ヒノキは日本に自生する常緑針葉樹類である。現存の自然分布地は局所的であり，遺存

群落の様相を呈し，面積的にもきわめて少ない。したがって，今日，大面積にひろがってみられ

るスギ，ヒノキ林のほとんどが人工造林である。スギ，ヒノキは，今βでは沖縄県と北海道を除

く山本でもっとも広域に植林されている樹種であり，日本の全森林面積の第1位を占めている。

　高畠町においてもスギ，ヒノキの人工林が占める割合は高く，とりわけ，山地上部で高い。高

畠町においては，スギの方がより多く植林され，山地の谷部や斜面中下部におもに植栽されるこ

とが多いが，混植される場合も多い。

　スギ，ヒノキ林の林床は，植栽初期の下草期りの影響で，亜高木層を欠き，低木層も一般に貧

弱である。一方林床の草本植物類の被度は高く，ジュウモンジシダ，クサソテツ，リョウメンシ

ダなどのシダ植物やオクノカンスゲ，ムカゴイラクサ，ラショウモンカズラなどサワグルミ群団

の標徴種で占められており，潜在自然植生の顕在化を示している。

10）　アカマツ植林

　　Pεππ8　dεπS〃「’orα一Forst

高畠町の集落をとりかこむ山地下部一帯は，アカマツ林が多く，山地下部地域の主要な景観を
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Fig．16．生育良好なスギ植林。ス

　　ギは潜在自然植生のジュウモンジ

　　シダーサワグルミ群集域に植栽さ

　　れている。上：林内相観　下：外

観（中沢海抜400m）

　Gut　wachsender　F◎τst　vonαッρ’o一

ノ〃θ1ゴα．ノ妙。π∫cα∫　die　potentielle　nat廿r－

1iche　Vegetation　ist　das　Polys£icho－

Pter・Caryetum．・ben：Innere　Phy一

　　　　　　　　　　　　　　　　　siognomie，　u職en：AuBere　Physiogno－

mie（Nakazawa　400m琶．　NN）．
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形成している。これ嚇まぼ岡一相観のアカマツ林も，自然植生としてのアカマツ林と入工造林に区

別される。自然植生としてのアカマツ林はヘビノネコザーアカマツ群落，ネズミサシーアカマツ

群落およびヤマツツジーアカマツ群集の一部に含めてまとめられている　（p．26～29参照）。

　しかし，現存するアカマツ林の大半は，人工的に植林されたり，あるいは他の夏緑広葉樹類や

下草を刈り取ることによって育成された人工林である。高畠町では，秋季のマツタケ狩りが盛ん

であり，マツタケの膏成のためにも，アカマツ林の管理育成がおこなわれている。これら人工造

林のアカマツ林は群落組成的には，群落構成種数が多くなるものの自然植生のヤマツツジーアカ

マツ群集に類似し，同群集の典型亜群集およびハイイヌツゲ亜群集としてまとめられた。

　11）　カラマツ植林他

　　　Lαr謡」司P‘oZεPε8－Forst　u．　a．

　高畠町における人工林はスギ，ヒノキおよびアカマツの常緑針葉樹類が主要植栽樹種である。

その他の人工林はごく局所的に，また小面積でみられるにすぎない。夏緑性の針葉樹であるカラ

マツが山地にわずかに植林されているのがみられる他，ニセアカシアが低地の小河川沿いに，キ

リが低地の山足部に小規模に植林されている。

C．低木林，マント群落　Ge澱sche孤nd　Ma道telgesenschafte薮

a）　湿生低木林　NaB・Ge塊sche

　12）　ハンノキ群落（Tab．6a．）

　　　滋Zππ8ノαPOπεCα一Gesellschaft

　かつて低湿地を広くおおって生育していたハンノキ林は，現在きわめてまれに残存するに過ぎ

ない。高畠町の西部低地の水田域や最上川の氾らん源も潜在的にハンノキ林の生育立地であるが，

この周辺部には殆んど残存植分をみることができない。

　蛭沢湖の上流側の平坦地形の地下水位の高い湿潤地にハンノキの再生林がみられる。ハンノキ

は流水辺に沿って生育し，高さ14m内外に達している。流水にもっとも近い林分では無機質の供

給を受けその影響で林床にカサスゲが密に生育し，ミゾソバ，アキノウナギツカミなどの水辺生

1年生草本植物も散生している。しかし，水流から離れたより乾性な立地では構成種も増加し，

ノリウツギ，ウワミズザクラ，ミヤマイボタ，クマヤナギ，ハイイヌツゲ，ツノハシバミなどの

低木も生育し，さらにツボスミレ，ゴウソ，タチギボウシ，ミズバショウなどのハンノキ林に常

在的に生育する種がみられる。

　高畠町内で記録されたハンノキ群落の林分はいずれも面積が狭く，群落内には先駆的な種や周

辺の隣接群落の種が多数混生している。したがって群集レベルの性格は明らかではない。しかし，

ミズバショウ，タニヘゴ，イワハリガネワラビ，タチギボウシなどの存在から，東北地方に分布
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　Fig．17．低湿地に発達するハンノキ群落（入蛭沢　海抜230m）

In　den　Tieflagen　entwic1《elt　sich　an　feuchten　Stellen　die．4♂πκ5ブ砂。πf6α・

Gesellschaft（lrihiruzawa，230m廿．　NN）．

Lfd。　Nr：

Feld．Nr。：

Datum　d．　Aufnahme（1982）：

Gr6Be　d．　Probefl註che（m2）：

H6he廿Meer（m）：
恥he　d，　Baumschicht（m）；

Deckung　d．　Baumschicht（％）二

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauc1〕sc1ユicht（％）：

慧dhe　d．　Krautschicht　（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）；

Artenzah1：

Tab．6a．ハンノキ群落
　君Z／z乙‘∫ブ妙02～～cα一Gesellschaft

　　　　　　通し番号

　　　　　　調査番号

調査月日

調査面積

海抜高

高木層の高さ

高木層の植被率

低木厨の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

箪鍵層の植被率

出現種数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

ム〃1辞∫ノ砂。η∫ατ

乃ZO∫）1ZO’Uαr∫5‘oZOOん～01ゴ8∫

A68rα～4親ご6ノエ5β

群落区分種

　　ハンノキ

オ’オカモメツノレ

カラコギカエデ

8
S

K
S

1

SO
57

6

14

40

230

14

80

1．O

lOO

8

2　　　3

YS　YS
41　　35

6　　　6

14　　13

225　175

440　380
13　　14

80　　75

3　　　2

15　　20

1。2　0．4

100　　95

30　　32

5・4

●

●

5・4

1・2

十

1・2

5・4

■

1・2

●
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％θ4yψ砂ゴ∫ノ砂02z∫‘3α

Cα1用8躍ραノ層‘解。／rα

cα1・8即6∫τσθノz5ガ∫

Begleiter：

　cαノで露読唱α♂α診α

　PbZツ902㍑‘〃z‘1zz〃z68ノ窟∫

　島Zツgoη拐〃L∫詑60Z4琵

　Lツαη）z4∫伽6ガ4配∫

　刀z8z塑’8ノ帽∫∫ρα伽5渉ノゴ∫

　0沸雌4臨1wπc加zαノπo〃zα槻var．ノbん卿z∫θ

　冊［∫’81ゴαプZoブめz‘2zご1α

1zαcプ8ηα’αvaL餌♂z’40∫α

αノ闇5∫z〃7露α〃ψ蝕τの読〃μ

ハリガネワラビ

グレーンスゲ

マツバスゲ

随伴種

　　カサスゲ

　　ミソソハ

　アキノウナギツカミ

　　シロネ

　　ヒメシタ

　ヤマドリゼンマイ

　　フ　ジ

ハイイヌツゲ

ダキバヒメアザミ

K
K
K

K
K
K
K：

K
K
B2

SK
S

K

・　　十　　・

・　　。　　2・3

・　　。　十・2

5・5

2。2

十・2

十

　〇

●

●

●

●

o

5。4

÷。2

十

　●

十。2

十

　●

十

十

●

●

　●

1・2

2・2

十

十・2

十。2

2・2

十

　AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1．08〃α’z〃z8ノ卿αノz∫cαセリK：一1・2，鰹zノ・α9〃♂∫’8∫απ∫ρuZ15ヨシK－1・2，

β∫487～5．1＞鞠01z405αアメリカセンダングサK一十・2，　in　2：＆yα必ブ砂ωz∫oαエゴノキS－1・2，丑ら・‘〃αノ～98α／）α一

加6z‘Zα’αノリウツギS－2・2，．Plwzz45　gノ噂αッαノ～αウワミズザクラS－！・2，㍑g♂‘5彦〃〃μ’5漉。／zo5航ミヤマイボタ

S4・2，　Co1ツ♂z．‘∫5∫8ゐoZ読αノzαツノハシバミS一十・2，　Lo加。召ノuノ‘4》o短αエスイカズラS一十，ゐツ5～clz∫’z〃〃α〃ノ’君∫一

ご1zα’cθ2z5θミズバショウK－2・2，∬〃4）α彦妙z5旧説。’¶ごッリフネソウK－1・2，　Ro∫α〃μ．‘Z雄Zo／rαノイバラK一十・2，

ズ4〃ψ8Zoρ5∫5∂肥τψε♂z‘ηα‘♂α彦αノブドウK一十，　Z）’ツ。汐‘8’”お彦。たツ。εノz∫～5タニヘゴK一十・2，　Z1’13y々‘〃z‘18Z同一

4げ｝闇。那サトメシダK一十，ル漉ッ5αノ諭¶α∫81’〃凄加α傭フッキソウK一十，」％ッgoπα彦～‘ノμノ照ε1w～ぬ〃μオオナ

ルコユリK一十，Eg♂‘∫∫顔〃μαノ’ηθπ∫oスギナK一十，ん8α磁ぬ如タラノキK一十，％Zツgoノπ‘〃1∫8ノぬco5～〃π

ママコノシリヌグイK一十，Gα読‘ノπ汐5α‘【♂oα∫ρノ4々〃π旧識バノヤエムグラ　K一十，　in　3：聾。♂ατノ8’噂θα〃14α

ツボスミレK－1・2，＆89η091u〃ηπα／）o之。∫subsp．ノπoZJガ∬ガ〃zα　ミゾシダK－3・2，　Cα1で」じ〃Lα漉〃30測～c驚～ガゴ

ウソK－2。2，凪）5’α紹。雄b々αタチギホウシK－2・2，3αノ～gz‘∫∫oノわα妙～μるヂb々αf．α♂ゐαナカボノシロワレモコ

ウK－1・2，L∫Zゴz〃πZθガc1L漉πガ’var．’！91’加‘ノμコオニユリK－1・2，　B81τ1z召ノ厩αフ層αc8〃’o∫αクマヤナギS－2・2，

E♂‘o／3二yηzz‘5αZα撹‘∫var．ζzρ’θノ’z♂∫f．6潔ガα孟。ゴεノ～’α‘z‘5　コーマユミ　S－1・2，ハ4～oプ。諾69’z〃1呂τガノノ3’ノz8ど〃1’var．／）04y∫乱z・

clz：yz‘7πアシボソK一十。2，ゐψω層’5々z〃πoた’万クモキリソウK一十，0∫ノπ～〃z4αブ妙。ノ～’cαゼ’ソマイK一十♂1‘蕗

加読α〆｝oZツ9α1／zαマタタビK一十。2，　A∫’だ加漉z’〃ゐω習∫∫var，　coπg8∫如トリアシショウマK一十・2，・4η9’認此α

4θ飾7［∫加αノダケK一十，P砿8雇”αプ〉’6：yπfαノzαミツバツチグリK一十，Rα〃ε〃z‘κZμ5ノαρoη’α．’∫ウマノアシガ

タK一十，Rzめz‘5ρα♂〃3α甜∫var．‘oP如ρ1Lツ♂♂z65モミジイチゴK一十，0ρ臨〃z6〃♂f∫z〃z‘♂z‘Zα蔀ゆ♂々’∫ケチヂミザ

サK一十，Cαノ‘8」じ06α1層κ81～5’∫オタルスゲK一十・2，　Cα7¶砿∫α‘♂oωz5ご∫サドスゲK一十。2，　Z）fo∫60’僧8‘μo々。ノー。】・

コロK一十．

調査地1：外野湖Hirusawa－ko　2：原Hara　3：鷲ノロWashinokuchL

するタチアザミーハンノキ群集にもっとも近い種組成を示している。

　ハンノキ群落は低湿地の森林植生として，独特な立地環境を有し，分布の限られた種を生育さ

せることにより学術的価値が高い。加えて，各種のヤナギ群落とともに水辺環境の保全に果す役

割も大きい。

13）　イソノキーズミ群落（Tab・6b．）

　　1己1εαη蹴π8crεπαfα一伽i配88εθboZ〔涜ε・Gesellsch3ft

湯沼温泉付近の低湿地にハンノキの若齢林が生育している。この林分にはズミ，イソノキ，カ
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．6b．イソノキーズミ群落

　　　　　　　　　　　　R11α〃〃zz‘5θ・6πα孟α一M々々♂∫∫f8∂oZ読∫．Gese11schaft

Feld－Nr：

Gr6Be　d．　ProbeHache（m2）：　　　　　　　　　　　　　　調査面積

Hdhe　d．　Baumschicht（m）：　　　　　　　　亜高木層の高さ

Deckung　d．　Baumschlcht（％）：　　　　　　　　　　　亜高木層の植被率

H6he　d．　Str細chschicht（m）；　　　　　　　　　　　低木層の高さ

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：　　　　　　　　　低木層の植被率

H6hed．　Krautschicht（m）：　　　　　　　　　　　　　草本層の高さ

Deckung　d．　Krautschicht（％）：　　　　　　　　　　草本層の植被率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数

Trennarten　d．　Gesel互schaft：

λ4α♂Z‘∫∫記∂0♂‘♂ガ

Rんα〃3πz‘∫‘ブθ〃α’‘z

Begleiter：

躍π～‘5ブ砂。ノ～fcα

群落区分種

　　ズミ

イソノキ

随伴種

　　ハンノキ

　孟‘8ノ”厩4潴8〃∫ε　　　　　　　　　　　　　　　　　カラコギカエデ

　Ro5α1〃‘諺雄。ノーα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノイバラ

　R1沼5ノ卿β加齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌルデ

　RILμ5〃廊ん06α7ソ）α　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマウルシ

　A〃ψ認oρ3∫∫う解η砂8読払π6雇α如　　　　　　　　　　　　　　ノブドウ

　”Z8ら少如廊ρα伽∫”お　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメシダ

　稼oZα肥昭α耀4σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツボスミレ

　7｝闇ぬ♂飢κ〃Lブψo解8〃μ　　　　　　　　　　　　　　　　ミズオトギリ

　0ρ臨〃～θπz‘∫z〃κ♂z4α雄b伽5　　　　　　　　　　　　　ケチヂミザサ

　Co〃〃πθ伽α601μ1ノ㍑〃zf∫　　　　　　　　　　　　　　ツユクサ

調査地Lage　d．　Aufn．；湯沼温泉（海抜210m）Yunuma－Onsen

調査年月日Datum；11．　Juni　1982．

B
S

K
B
S

B
S

K
B

S

S

S

K
K：

K
K
K：

K

100

5

60

2

50

0．4

85

13

1。2

1・2

1・1

2・2

3。3

3。3

1。2

1・1

1・2

十・2

1・1

十

十

5・4

十。2

十・2

十

十

ラコギカエデなどの低木を交えている。林内にはさらにノイバラ，ヌルデ，ヤマウルシなどの夏

緑広葉樹も共存している。林床にはヒメシダが密生し，ミズオトギリ，ツボスミレなどの湿生植

物が生育している。

　このような品分はハンノキ群落としては未発達の段階であり，むしろズミ，イソノキなどの林

縁生低木によって特徴づけるほうが妥当と考えられる。東北地方におけるハンノキ林の林縁植生

にはレンゲツツジーズミ群集や，ミヤマウメモドキ群落が知られているが，両群落単位の区分種

が存在しないため，暫定的にイソノキーズミ群落としてまとめられた。

　イソノキーズミ群落は谷芦状地や，貯水池によって形成された地下水位の高い湿生立地に生育

し，ハンノキ高木林の林縁群落として帯状群落を形成する。またハンノキ林の発達初期相として
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も一時的に成立する。

　14）　シロヤナギ群集　（Tab．7．一B）

　　　Saiicetum　jessoeRs隻s　Ohba1973

　高畠町西部の低地部は最上川の河川敷を占有している。この河川敷は最：上川の上～中流域にあ

たり，流域は比較的狭く，急流で，川の低質は礫質の場合が多い。しかし，人工的に造成された

堤防にそって堆積部がみられ，そこにはヤナギ林が散在して生育している。

　高畠町内の河川敷の植分は時に樹冠の高さ7m程度に達しているが，大部分は2～3mで発達

途上の幼齢林である。また河川敷によく似た立地は蛭沢湖畔にもみられ，この地域の平分もまと

められた。群落の主要構成種はシロヤナギであるが，タチヤナギ，オノエヤナギ，イヌコリヤナ

ギなどのヤナギ属植物がみられる。シロヤナギ群集は本来は15～16mに達する自然の高木林であ

る。本地域の幼齢林は同群集の初期相としてまとめられた。林内にはクサヨシ，ヨモギ，オギ，

スギナなどが草本層を構成している。湖畔生の植分は種構成が単純で，アゼスゲ，ミソハギ，ナ

ガボノシロワレモコウなどがみられる。

　高畠町のシロヤナギ群集は，このまま保護管理が行なわれれば，植生高は15～16mにも達し，

水辺環境の保全機能を十分に果すものと考えられる。

　　　　　Tab．7．ヤナギ群落　Weide－Gesellschaften

A＝タチヤナギ群集　Salicetum　subfragilis

B：シロヤナギ群集Salicetum　lessoensis

　a：アービスゲ亜群集　Subass．　von　Carex　thunbergii

　b：ヨモギ亜群集Subass．von　Artemisia　princeps

Spalte：

Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）；

H6he　d．　Strauchschicllt（m）；

】［）eckung　d．　Strauchschicht（％）＝

H6he　d。　Krautschicht（m）l

Deckung　d。　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

群落区分

通し番号

調査番号

調査面積

低木層の高さ

低木層身心率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

Kennart　d．　Ass．：

　3α傭∫泓げ弛α9読∫

Kennarten　d。　Ass，：

　5α砒ブ8∬oθノz∫’∫

　5α傭9∫Zg鋤zα

Trennarten　d．　Subass．：

cαプαぬ‘η∂8／9銘

義y疏η〃πα2zoゆ∫

群集標号種

　　タチヤナギ

群集標徴種

　　シロヤナギ

　　カワヤナギ

亜群集区分種

　　アゼスゲ

　　ミソハギ

S

S

S

K
K

「 B
a b

1　　2　　3　　4　　5　　6　　7

SOSOSOSOSOSOSO
47　　　51　　　46　　　48　　　56　　　69　　　68

12　　　24　　　24　　　12　　　24　　　18　　　16

2．5　　5　　3，5　3．5　2．6　2。4　2．6

80　　　80　　　85　　　90　　　90　　　90　　　90

0．5　0．4　0，5　1．0　0．5　0．5　0．5

20　　　5　　　20　　　40　　　40　　　40　　　30

7　　　4　　　11　　11　　12　　15　　　18

14●41　2●！　　十　　 十　　　・　　1・2　5。4

5●5　4●4　4。4　3・3　　・　　1●1i

　　　　　　　　　　　　i
●　　　・　　　●　　　。　　1●1　　2●31

2・2　　1●2　　　．　　1。2　　3・3

．㍗馳＿∴＿無2．＿↓∴2＿∴、
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Trennarten　d．　Subass：

　ムノ’診θ〃3ガ∫如1ウ1ゼ刀ご（ψ5　　　　　　ヨモギ　　　　　　　　　K

　Xα漉1漉〃乃‘απα4θノz∫8　　　　　オオオナモミ　　　　　　K

　疏48η∫弄一ακ！o∫α　　　　　　　　アメリカセンダングサ　　K

　％Z：ygOπμ規α‘∫ρ’♂α’κ〃z　var．　z6π6〃58ケイタドリ　　　　　　K

Kennarten　d。　Sahcetea　sachalinensis：オノエヤナギクラス標子種

　5αた即5αc1翅〃π6π∫∫∫

　5αz㍑∫η孟89ノη

　5読」じ91‘αc読5彦メα

　5αZ批8’8∫ocαゆα

Begleiter二

　Egτ‘∫∫θ孟～〃παノ4”εノz∫8

　エヲ1αzαプおαη’η4ゴノ～αεθα

　習〃一α9η漉6∫α郡∫孟1尋αz∫∫

　Mゴ5cαノ～〃1z‘∫∫αごc11α1ガ！o〃ぐ5

　五lyco，μ5♂鷹ガ4μ5

5α2zg厩5αわα診6／zπぴb〃αf．αZ∂α

　　オノエヤナギ

　　イヌコリヤナギ

　　ネコヤナギ

　　ジャヤナギ

随伴種

　　スギナ
　　クサヨシ

　　ヨ　　　シ

　　オ　　ギ

　　シμネ
　　ナガボノシロワレモコウ

S

S

S

S

K
K
K
K
K
K

o　　　　　　　o　　　　　　　●

o　　　　　　　●　　　　　　　■

o　　　　　　　　・　　　　　　　　●

●　　　　　　　　・　　　　　　　　■

●

●

●

●

●　：2●2　一←●21
　ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暑

　ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　：1●2　2●21
　「　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　し　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

。　11・2　1・2：
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

。：十　　十：

】．。1　　●　　3●3　　2●2　4●4　4●4　　1●1

2・2　　●　　1●2　十。2　1。1　　●　　1●1

1．2　　●　　　．　　　。　　十　　　●　　　●

。　　2●1　　●　　　●　　　●　　　。　　　・

・　　　●　　2●2　1●2　2●2　1。2　十●2

●　　　。　　1●2　　・　　十●2　1。2　 1。2

。　　　・　　十　　十●2　　。　　1・2　　．

。　　　●　　　．　　1●2　　・　　1●3　十●2

●　　　。　　1●2　　・　　十。2　　．　　　。

・　　　●　　1●2　十●2　　●　　　・　　　●

　Au8erdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：ゐツ5加α‘1z∫α4α膨プ～α↓クサレダマK－1・2．　in　5；50々ψ～‘5て面‘ん～〃・αβ

アブラガやK一玉。2．in　4：Zoツ∫忽ブ‘ψo／z∫ぐαシバK－3・3．　in　5二Xα漉1L’z‘’～35彦膨〃zα7ゴ～〃μオナモミKl一十。2，

Rε‘〃昭灘06薦∫⑳Z∫z6∫エゾノギシギシK一十，（汐〃αノzcんμη6z‘配αノ～c80Zα甜ノμコバノヵモメヅルK－！・2．　in　6＝

M∫‘1り5’θ9‘z〃♪3辺∫〃3訪θμηLvar．ρo♂ツ3齢ご毎・ε‘〃3アシボソK：一1・2，1％砂907耀〃z　Zoπ副∫碗〃μイヌタデK4・2，

G♂ツcf解50ゴαツルマメK一十，　C勧zoPo4fz槻‘zJ∂z〃ルシロザK一十．　in　7：08／zαη〃zβブαη価∫cαセリK一十・2，

Hz〃規‘伽550α1κ1ε7z∫カナムグラK一十，5cカψκ55，α9α1’αウキヤガラK一十。2，％ααごノ’o伽‘cαミゾイチゴツ

ナギK－1・2，Cαら1∫忽gfαブαカ。π∫ごαヒルガオK一十・2，1「∫」6αノノzo／zgo〃6αアオミズK：一十．0ノ～06Z召α58／z∫’5’♂～∫

var。か～診めγ～ψ’αコウヤワラビK：～十．

　調査地Funaorte　1－5．　Bkuzawa－See鳴沢湖（230m茸．　NN），6，7：Nishlmachi西町（210m廿．　NN），．

　調査年月日Datum　d．　Aufn。1－7：14．　Junl，1982．

　15）　タチヤナギ群集　（Tab．7．一A）

　　　Sal隻cet竃】m　subfragilis　Okuda1978

　蛭沢湖畔のヤナギ低木林の中で，シロヤナギ群集の前面にタチヤナギ群集が配分，生育してい

る。タチヤナギは河辺や湖辺などに先駆的に出現する種であり，シロヤナギ群集の発達する前段

階にも一時的にシロヤナギとの混生染分を形成する。しかし，植生高は6～7mであるために，

ヤナギ高木林の前縁部にマント群落として帯状配分を示す場合が多い。

　タチヤナギ群集は構成種が5～6種と少ないのが一般的である。三沢湖の一分は植生高2，5m

の低木林で林床にアゼスゲ，ミソハギなどが散生している。
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Fig．18．最上川河原に発達途上のタチヤナギ群集（西町　海抜210m）

Fr藤hesStadlumdesSalicetum　subfragilisinderAuedesFlusses
Mogami（Nishimachi　210m　U．　NN）。

b）　多雪地低木群落　Ge樋sche　a照t圭ef　ve更schneiten　Lage

　16）　ジュウモンジシダーヤマモミジ群落　（Tab．8．）

　　　PO’〃Sだ。勧7π意吻∫θroπ・．4　Cθr　pαZ配α加〃L　var．〃厩s配7ππrα8－GesellSC氣a銑

』ジュウモンジシダーヤマモミジ群落は山あい多雪地の雪溜りに生育する夏緑低木群落である。

群落の高さは2～5mで1～2層構造を形成し，特徴的な群落形態を示している。すなわち，積

雪が斜面上部から下部へ移動する圧力のために，樹木は根元が強く屈曲した飼鶴形となっている。

ジュウモンジシダーヤマモミジ群落の生育している急斜面下部は雪崩などにより雪が厚く堆積し

ている。そのためジュウモンジシダーヤマモミジ群落は雪の下敷となり，雪圧によって生育が阻

害され，高木林になりえずに持続生育しているものと考えられる。

　ジュウモンジシダーヤマモミジ群落の立地は多雪のため融雪が遅く湿潤な立地となっており，

ジュウモンジシダ，リョウメンシダ，ムカゴイラクサ，ミゾシダ，ウワバミソウ，サカゲイノデ

など，ジュウモンジシダーサワグルミ群集と共通する湿生種群が生育している。ジュウモンジシ

ダーヤマモミジ群落はこれらの湿生種群と，ヤマモミジ，クジャクシダ，コタニワタリによって

群落区分される。低木層にはヤマモミジが優占しているほか，オオバクロモジ，リョウブ，クマ

イチゴ，マルバマンサクなどが生育している。ジュウモンジシダーヤマモミジ群落は2つの下位



4ユ

　Fig．！9。冬季に積雪の多い谷部斜面に発達したジュウモンジシダー

　　　　　　ヤマモミジ群落　（中沢海抜約500m）
％♂ッ5彦∠clzz‘〃z〃旗81－oルAご81・♪α♂〃zα彦μノμvar．〃z磁∫κ〃zz‘m8・Gesellschaft　an　dem　im

Win亡er　tief　verschnei亡en　Talhang（Nakazawa　50◎m　U．　NN）．

単位に区：分された。タニウツギ，テンエンソウ，ホソバカンスゲ，フジ，ツノハシバミ，モミジ

イチゴ，ハイイヌガヤで区：分されるタニウツギ下位群落は，ハイイヌガヤ下位群落よりも乾性な

三分である。ハイイヌガヤ下位群落はハイイヌガヤ，エンレイソウ，オオサワハコベ，オシダ，

オナハナウドによって区分され，より多雪の湿性地に生育している。

　ジュウモンジシダーヤマモミジ群落に類似した種組成，絹観をもつ群落はまだ報告されていな

いが，ジュウモンジシダーヤマモミジ群落はβ本海側ブナクラス域の多雪地の繋筋に沿って生育

域を占めている。

c）　山地風衝低木林

　　　　　簸ontane　windgeschorene　Geb盤sche

　鳩峰峠や豪士峠など山地の稜線付近には，チマキザサに夏縁広葉樹が混生する風衝低木林が成

立している。種組成的にはヤマツツジ，ハナヒリノキ，ウラジロヨウラク，ムラサキヤシオ，レ

ンゲツツジ，ホツツジ，オオバスノキなどツツジ科低木が特徴的に生育しており，リョウブ，ヤ

マモミジ，キツネヤナギ，ガマズミ，アオダモ，ウゴツクバネウツギなどが混生している。これ

ら風衝低木林の成立している地域は最近まで牛馬の放牧やカヤ場などとして利用されて来た地域
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である。かつてはマルバマンサクーブナ群集などのブナ林であったと考えられる。卓越風の影響

のために遷移が停滞しており，持続群落の状態を塁している。

　17）　タチシオデーチマキザサ群落　（Tab．9．一A）

　　　51η己ε」ακπεppoπεcα一8α8αPα’η己αfα麟GeseHschaf亡

　タチシオデーチマキザサ群落は鳩峰峠から豪士山にかけての山腹稜線部に発達している。タチ

シオデ，ウスバサイシンによって区分されるが，種組成は植分による違いがみられる。通し番号

1の野分は稜線部が鞍部になった平坦地に生育しており，低木層にはチマキザサが優占し，ほと

んど他の低木類を混生していない。草本層をこはジャコウソウ，ゴカヨウオウレン，ウスパサイシ

ンなどが生育しているが，出現種数は15種と少ない。通し番号2の植分は，チマキザサよりもリ

ョウブ，ヤマモミジ，ウゴツクバネウツギなどの低木類が優占している。ブナ，オオカメノキ，

ツノハシバミ，アオダモなどブナ林構成種も多い。出現種数は30種を数える。タチシオデーチマ

キザサ群落はこのように種組成的なまとまりに欠けるが，両植分とも水はけの悪い比較的湿潤な

平坦地に生育している。

　綿）　キツネヤナギーヤマツツジ群落　（Tab．9．一8）

　　　3α互εκひπ護P加α一Rん040dθ泥droπんαθ即’θri・GesellSC熱aft

　キツネヤナギーヤマツツジ群落は稜線部に発達している風衝低木林の大部分を占める群落単位

で，高さ0．9～2mの2層群落を形成している。キツネヤナギ，アキノキリンソウ，ニガナ，ウ

ラジロヨウラク，ガマズミ，ススキによって区分される。低木層にはヤマツツジが被度2～4で

優占し，ハナヒリノキ，ガマズミ，ウラジ揮ヨウラクなどが混生している。草本層にはニガナ，

ススキ，チマキザサ，ワラビ，ヒメノガリヤス，ヌカボシソウなど草原生の種が多い。キツネヤ

ナギーヤマツツジ群落は以下の3下位単位に区：分される。

　ホソバヒカゲスゲ下位群落は，ホソバヒカゲスゲ，タチツボスミレ，ヨツパムグラ，ナワシロ

イチゴ，ヤナギタンポポによって区分され，西～南西斜面に生育している。

　ウスノキ下位群落はウスノキ，ズミ，コガネギク，ミヤマワラビにより区分される。群落高

0．91nと低く，より風衝の強い立地に生育している。

　アカミノイヌツゲ下位群落はアカミノイヌツゲ，マルバマンサク，アズキナシ，チゴユリによ

って区：分される。低木層にミヤマナラが混生する植肥もあり，日本海側多雪地に特徴的に成立す

る風衝低木林の一型と考えられる。

19）　ムラサキヤシオーチマキザサ群落　（Tab・9．一C）

　　勘odode屈roπα彦6rθc配εε一Sα8αPα伽αfα・Gesellschaft

ムラサキヤシオーチマキザサ群落は豪士峠で植生調査された風衝低木林である。ムラサキヤシ
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姦譲蒙嚢嚢畿難一

擁7

矯誕灘難
Flg　20。現在も放牧地として利用されている山頂域。キツネヤナキーヤマツツジ群落

　　　　の低木林とアスマキクーシハ群集がひろがっている（鳩隅隅約800m付近）。

　　Heute　noch　als　Vlehwelde　benutztes　Glpfelgeblet，　wo　welthln　d！e　5αZκu　u〃々）z〃α一

　　RILo4046／z4フ。π　んα8ηL琳η・’一Gese11schaft　und　des　Erlgeront1－Zoysletum

　　」縦pomcae　entwlckelt　sユnd（Hatomach1－PaB　ca　800m　u　NN）

オ，ハッコヤナキ，ソヨウンヨウスケ，クロヅル，イワウチワ，コハウチワカエテによって区分

される。ムラサキヤシオーチマキササ群落は高さ！5～2mの2層群落て，低木層にはムラサキ

ヤシオ，ハソコヤナキ，ハナヒリノキ，ノリウツギ，リョウフ，アオタモ，コヨウラクなどが生

育しているが，ヤマツツシの生育はみられない。草本層にはソヨウソヨウスケ，イワウチワ，ヒ

カゲノカズラ，ヌカホシソウ，タニウツギ・などか生育している。ムラサキヤソオーチマキササ群

落は稜線付近の平坦地あるいは緩斜面に生育しており，マント群落としての役割を果している。

風衝が弱くなるにつれて樹高が高くなり，次第にマルハマンサクーフナ群集に移行して難く。

d）　崩壊地先駆生低木群落

PioRier．　Geb｛ische　der　Eros董。烈sh…i皿ge

　2G）　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集　（Tab．10）

　　　Arunco－A｝neもu凱pe狙dulaeMlyawak玉etaL　1977

　臼木海側の道路法面や河床などの崩壊性立惣こは，先駆群落としてヤマフキショウマーヒメヤ

シャフソ群集が成立している。ヤマフキソヨウマーヒメヤソヤブシ群集はヒメヤシャブシあるい
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日目ニウツギが優占する低木群落である。高畠町では蛭沢湖畔や大平沢，時沢の道路法面にみら

れる。母岩は凝灰岩系や花響岩系で土壌の堆積の少ない貧養崩壊性立地である。群落高1．2m，

植被率40％のアカマツの低木疎林も含まているが，多くの植肥は高さ2～3m，植被率80～95％

である。ヤマブキ・ショウマーヒメヤシャブシ群集はヒメヤシャブシ，タニウツギのほか，マルバ

ウツギ，マルバマンサク，オトギリソウ，ヨモギなど，さらにバッコヤナギ，オノエヤナギ，イ

ヌコリヤナギ，キツネヤナギなどヤナギ類が生育している。

　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集は2亜群集に下位区分される。オオアブラススキ，フ

キ，コナラ，アキノキリンソウで区分されるオオアブラススキ亜群集は，日当りのよい乾性立地

に生育している。ミチノクホンモンジスゲ亜群集はミチノクホンモンジスゲ，オカトラノオ，ゼ

ンマイ，ノリウツギ，キブシ，オオバクロモジなどにより区分され，適潤性の立地に生育してい

る。

　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集はβ本海側の先駆生低木群落であるタニウツギ群団を

上級単位とし，さらにニシキウツギーヤシャブシオーダーにまとめられる。

　21）　タラノキークマイチゴ群落　（肛】ab．11．）

　　　ノ4rα麗α8εαオα印R甚‘bπ8　crαごαθρεノ「0髭π8・Gesellscha£t

　タラノキークマィチゴ群落はクマイチゴの優零する先駆生母緑低木群落である。クマイチゴを

はじめとするキイチゴ属は，伐採跡地や崩壊地など陽性富栄養地に先駆群落を形成するが，タラ

ノキークマイチゴ群落は後者の植分である。タラノキークマイチゴ群落は陽地性先駆低木のタラ

ノキ，ヌルデによって区分される。そのほかキブシ，タこウツギ，ノリウツギ，ミツバアケビな

どのマント群落構成種やツノハシバミ，マルバマンサク，リョウブ，ミヤマガマズミなどのブナ

クラスの種群，ナワシロイチゴ，ススキ，ナカトラノオ，コオゾリナ，ノコンギク，ワラビなど

ススキクラスの種群など23種を数える。タラノキークマイチゴ群落は礫性の崩壊地に生育してい

るが，上部に隣接する牧草地から有機質土壌の供給があり，比較的富栄養の立地となっている。

　タラノキークマイチゴ群落は立地の安定化にともなって，クサギーア高野ガシワ群団に属する

群落を経て，クリーコナラ林，さらにはブナ林に移行するものと考えられる。

e）　林縁下つる一低木群落（マント群落）

　　　　　Stfauch－uRd　Lia皿en・reiche　Ma瓠te董gesel韮schaften

　22）　ユ：ビヅルースイカズラ群落　（Tab．12．一A）

　　　γ」‘ε8fεcεfoZεαvar．∫oうαfα一Loπεcθrαゴμp侃εcα・Gesel蓋schaft

　エビヅルースイカズラ群落はスイカズラ，ボタンヅルの優閉するつる植物群落である。スイカ

ズラ，ツルマサキ，エビヅル，ヘクソカズラによってキクバドコローヤマブドウ群集と区分され

る。構成種は上記の種のほかノブドウ，ヤマノイモ，ノイバラなどほとんどがつるや半つる性の



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45

　　　　　　　　　　　　　Tab．1！，　タラノキークマイチゴ群落

　　　　　　　　　　　　ん月αZ∫αθ頗如一Rπろμ∫cプα診α8gσbZ∫z‘5．Gesellschaft

Feld・Nr．調査番号：TYS46，｝動he廿．　Meel＝430m，£xpositiQn　u．　Neigung方位・傾余｝：SE　15。，　Gr6Be

d・Probeflache調査民訴：30m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さ・植被率：2．5m・85％，

Hδhe　u．　Deckung　d．　Krautschicht華本層の高さ・植被率＝0．8m・25％，　Artenzah1出現種数：23spP．

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ノ1プα々αθ♂α‘α

　R勧5ブαuαη∫6α

Arten　d．　Fagetea　crenatae　l

　c距〃zブαろαrゐf刀θノ・η～5

　Cω㌃頭‘55∫8ゐ。♂読απα

　HαノZ卿ノ顧∫ブ妙・π∫CαVar．・伽5伽

　ハ壷9ηoZゼα5α々。ケb々α

　y翫〃7～z‘ノ〃τe1ゴ9・1漉11

　瀧8ア鞠〃’・η・var．9♂α！4α〃ノz

Arten　d．　Rosetea　multiflorae：

　＆αごんツz〃・己‘5勿膨ごOjじ

　君ん8う’α’1ガb々αオα

　遅y4ノ瀦η9θ‘zραπゴα‘zα♂α

Arte職d．　Miscanthetea　sinensis＝

Rzめμ∫ραπヴb読‘∫

　ハfゼ5cαノz彦1LZ‘∫5∫ノz8／z5∫5

　芦07一∫∫ブ砂。ノエfcα

竣y3ゴ〃zαc1琵α6砒1L7℃’48∫

A吻『α981初・’46∫var．0幅z65

P∫6ノー～伽〃3α卿♂∫ノ～Z〃ノ3var．　Zα融∫6認郡ノπ

Arten　d．　h6heren　E玉nheiten：

Rzめz‘5σα如69グbZた45

　W窃98Zα110プ彦θπ5f∫

Beglei亡er＝

ZZααで2zα’αvar．汐αZπ405α

　％ノーα舵6万∫げ82zだ‘πzα孟α

　Aπ6ノπゴ5fαρノ』珈αψ∫

　yどoZαんμ∫α2ZOαηα

群落区分種

　　タラノキ

　　ヌルデ

ブナクラスの種

　　　　　　　　ジョウフ

　　ツノハシバミ

　　マルハマソサク

　　タムシバ

　　ミヤマガマズミ

　　ウラジロイタヤ

ノイバラクラスの種

　　キブシ

　　ミツバアケビ

　　ノリウツギ

ススキクラスの種

　　ナワシロイチゴ

　　ススキ

　　コウゾリナ

　　オカトラノオ

　　ノコンギク

　　ワラビ

上級単位の種

　　クマイチゴ

　　タニウツギ

随伴種

　　ハイイヌツゲ

　　ヤクシソウ

　　ヨモギ

　　オオタチツボスミレ

S－1・2

S－1。1

S－1・2

S－1・2

S－1・2

S一十

S一十

S一浄

S－2・2

K－1・2

S一十

S－1・2

K－1・2

K－1。1

K－1・l

K一十

K一十

S畷・3

S畦・2

K一十・2

K一十・2

K一十

K一十

調査地（調査年月日）Lage（Datum　d．　Aufn．）：Aoinagashi（17．　Sep，1982）青井流（1982年9月工7臼）

植物である。エビヅルースイカズラ群落は車道に隣接した畑の縁に生育している。周辺にはオニ

グルミ，ヨシ，ヨモギ，ママコノシリヌグイなどが生育しており，やや富栄養な湿潤立地となっ

ている。

　ボタンヅル，スイカズラ，ヘクソカズラ，ノブドウなどから構成される林縁つる植物群落（マ

ント群落）はやブツバキクラス域からブナクラス域下部にかけて，全国に広く分布している。エ
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ビヅルースイカズラ群落は，スイカズラーヘクソカズラ群団，トコロークズオーダー，ノイバラ

クラスにまとめられる。

　23）　キクバドコローヤマブドウ群集　（Tab・12・一B）

　　　Dioscoreo－Vitieもum　coi9獄eもiae　Miyawak隻etal．1968

　日本海側ブナクラス域の林縁に生育するつる低木群落であるキクバドコローヤマブドウ群集の

生育が高畠町でも確認された。キクバドコローヤマブドウ群集は，ウチワドコロ，ミツバアケビ，

サルナシ，キブシ，ヤマブドウ，サンカクヅルによって標徴，区分された。ヤマブドウ，サルナ

シ，サンカクヅルが優占あるいは互いに混生し，マタタビが優瞑する植分もみられる。キクバド

コローヤマブドウ群集は，その支持群落あるいは支持植物の縁から隣接する樹木の樹冠にまで達

し，全体を被ってしまうような状態がしばしばみられる。高畠町のキクバドコローヤマブドウ群

集も，タニウツギ，オオバクロモジ，ニガキ，ヤマモミジなどの低木の樹冠を被い尽くした植分

が多く，植被率は90～100％に達している。

　キクバドコローヤマブドウ群集は特別な下位単位区分種をもたない典型亜群集と，ハイイヌガ

ヤ，サンショウ，ヤマグワ，オクノカンスゲ，モミジイチゴなどにより区分されるハイイヌガヤ

亜群集に下位区分される。典型亜群集はヤマブドウが優題し，沢沿いに生育している。ハイイヌ

Fig．21、林縁に生育するキクバドコローヤマブドウ群集（砂川海抜5COm）

　　　Am　Waldrand　als　Mantelgesellschaft　vorkommendes　D　i　o　s　c　o　r　e　o－

　　　Vitietum　coignetiae（amFluβSunagawa500m茸，NN）．
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ガや亜群集は沢沿いあるいは斜面下部の雪溜りとなる立地に生育しており，やや湿性な植分であ

る。

　キクパドコローヤマブドウ群集はケヤキ林やコナラ林あるいはブナ林などの森林群落に隣接し

ており，マント群落としての役割を果している。キクバドコローヤマブドウ群集はブナクラス域

の林縁生つる植物群落であるミヤママタタビーヤマブドウ群団，トコロークズオーダー，ノイバ

ラクラスに所属される。

D．乾性多年生草本植物群落　Trockene　peren亘量ereRde　Krautgese韮lscha£ten

a）　岩上小形草本群落　Felsspalもe烈gesellschaf重

　24）　ミチノククワガターメノマンネンゲサ群落　（饗ab・13．）

　　　7eroπεcα8cぬ7πεd‘εαπαvar．δαπα面εeαf．伽πθπfo8α・8θ伽㎜ノαpoπjc膨7π一Gese叢lschafも

　岩棚や岩隙など，わずかに堆積した土壌の上にも植物群落が生領する。564瀦（キリンソウ属）

は多肉性の草本植物で耐乾性を有し，しぼしぼ極端な乾生立地に群落を形成する。

　高畠町内延命観音や小湯山石仏群のある一帯（海抜370～480m）の地質は花闇岩を基岩とし，

長い年月の間に風化した山稜部はアカマツを中心とする乾生林でおおわれているが，所々の日の

当たる露岩上に岩上草本植物群落がみられる。群落構成種はメノマンネングサ，ミチノククワガ

タ，イワデンダなど3～8種の高等植物の他，シモブリゴケ属，ハナゴケ属などのコケ，地衣植

物が共存生育している。植生高は10～20cmで草本層の植被率は10～30％と低く，植分はきわめて

まぼらである。

　生湖南は花醐岩の平坦面で，ポケット状になった凹状部分にアカマツの落葉を含むわずかばか

りの土壌が堆積しており，常時乾燥状態にあるが，降雨の少ない夏季にはとくに強く乾燥する。

群落構成種のミチノククワガタは外見上，乾燥に対しとくに生態的な適応形質はみられないが，

全体には綿毛をかむり，全山を萎縮させて乾燥に耐えている。本種はミヤマクワガタの変種であ

るバンダイクワガタの品種とされ，，高畠町がタイプロカリティとなっている。

　岩隙や岩棚に生育する植物群落は東北地方山地帯ではまだ植生調査が行きとどかず，十分に明

らかにされてはいない。ミチノククワガターメノマンネングサ群落はこの種の群落としては初め

ての記録である。
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Laufende　Nr。：

Feld－Nr，：

　　　　　Tab．13．　ミチノククワガターメノマンネングサ群落

V診1¶・航α5漉ηzf而α刀αvar．うα刀ゴα加α£オ。ノノz8物∫α一＆ゴπηzノαか。航．z〃πvar。

56／zαη8π∫8－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　i

Datum　d．　Aufnahme（1982）

Gr6j3e　d．　Probeflache（m2）；

H6he荘．　Meer（m）：

Σxposition：

Neigung（。）：

H6he　d．　Krautschicht（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）

Deckung　d．　M◎◎sschich亡（％）

Artenzah1：

通し番万

調査番号

調査年月日

調査面積

海抜高

方位

傾斜

草本層の高さ

草本層の植被率

蘇寸心の植被率

出現正数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Vセプ022ゴ（〕α5Cん～πfゴ孟fαηαvar．6αノZ4αfαηα

　f，　zラ。ノπ8刀工。∫α

　5θ4耀πブ砂0η∫偲ηZ

Begleiter：

　E7亀α97’05だ5プ診η・μg魏8α

　の0読（ψ090π4（ψα．砂8プα孟Z‘5

　翫2一β」じうz〔ψんζz7－f6αアψα

　C々2一βエZαπcθoZα孟α

　漉伽4，ツ1Wπ7－0∫θ〃πvar．ノ・ψ02z伽ア73

　50鋸α90窃ノ即一α‘ノ’θαvar．諭罐6α

　▽iεoZα97砂0081一α∫

　恥少θ7一∫α〃πたσノフπ5cゐα毎侃7π

　防04∫～αρ0♂ツ5彦此乃0∫ゴ8∫

　五ゴ面㍑ノπακプα‘z4η3

　L鉱伽那1αノ1cヴb読〃ノエ

　ノ生，・’θη涯∫∫α々6∫5ゐεα2zα

　R肋ご。ηz∫彦プ加πsp．

　α厩。π∫αsp．

調査地

群落区分種

　ミチノククワガタ
　　　　　　　へ　　　　　　　　　ゆ

　メノマン不ンクサ

随伴種

　カゼクサ

　　ミヤマアブラススキ

　ショウジョウスゲ

　ヒカゲスゲ

　ママコナ

　アキノキリンソウ

　タチツボスミレ

　イワオトギリ

　イワデンダ

　ヤマユリ

　オニユリ

　イヌヨモギ

　シモブリゴケ属の一種

　ヤグラゴケ属の一種

　　　　　　　　　　岩，2，

　1　　2　　3　　4　　5　　6

TSO　TSO　TYS　TSO　TYS　TYS

44　　　42　　　12　　　43　　　9　　　10

6　　6　　6　　6　　6　　6
13　　　13　　　11　　　13　　　11　　　11

1　　ユ　　15　0。5　　4　　4

480　　450　　470　　480　　380　　370

S　E　SWS　SWW
70　　　20　　　20　　　75　　　75　　　38

8　　　　5　　　25　　　10　　　20　　　10

20　　　30　　　30　　　10　　　20　　　25

15　　　！0　　　80　　　30　　　一　　　一

4　　4　　5　　7　　4　　8

Lage　d．　Aufnahme　Lfd．　Nr．1，4：Satolni－iwa里見

1●2　十。2　2・2　1●2　十．2　十●2

2●3　　3。3　　　●　　　十　　 2●2　　2。3

十
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　o

　●

　o

　o

　o

　●

　o

●

●

●

1・2
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　●

　●

　●

　●

　●

　●

　●

　o

　●

　o

●

1・2

1・2

o

十

1。2

1。2

十

●

●

●

●

o

o

●

●

●

　●

　十

　●

　●

　●

　十

　十

十・2

　■

　●

　o

　o

2。3

　0

o

●

●

●

●

●

●

●

　o

　●

　o

　●

　o

　十

十。2

　0

2。2十・2

1。1　1・2

・　十・2

●　　　　　　　　o

●　　　　　　　　●

・　　　　　　　　■

3，5，6：翫皿ei－kan鷺on延命観音。
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b）　二次多年生草原

Seku筑d琶fe　perennierende　Wiesen

　25）　ススキ群落　（Tab．14．）

　　　1腕scαπfんπs　8εηθπ8ε8－Gese藍lschafも

　標高約200～300m付近の山麓部では，農道沿に広がるススキ草原を見ることができる。ススキ

草原の植生調査は，鱒ケ趣，上小倉，西沢及び時沢において行なわれた。

　ススキ群落の植生高は200～250cmに達し，植被率は90～95％となる。ススキ群落は大形の多年

生草本植物群落で，ススキが優占し，ワラビ，ノコンギク，アキノキリンソウなど，日本全国の

ススキ草原に広く出現する種が主な構成種である。東北地方のススキ草原では，ノハナショウブ，

ヤマハハコ，エゾリンドウなどを標微種とするノハナショウブーススキ群集が報告されているが，

高畠町のススキ草原は，東北地方から北海道にかけての山地に生育するトリアシショウマが見ら

れる他は，ノハナショウブーススキ群集に特徴的な種をもたない。むしろ，トダシバーススキ群

団の典型部をなすトダシバーススキ群集に近いと考えられる。

　ススキ群落は，クリ，コナラなどの夏緑広葉二次林に隣接して発達し，タニウツギ，ミツバア

ケビ，ヘクソカズラなどの専意生の低木や，つる植物を混生している。このことは，放置されれ

ば，林縁マント群落を形成するノイバラクラスの群落に遷移することを示している。

　26）　アズマギクーシバ群集　（Tab．15．一A）

　　　Er三gero楚ti－Zoysietum　japon量cae　Sugan｛1ma1966

　アズマギクーーシバ群集は，本州中部及び北部のブナ帯，特に菓北地方に発達する低茎の二次草

原で，放牧が行なわれたり，軽度の踏みつけによって維持される群落である。

　高畠町ではアズマギクーシバ群集は，標高約800～850mの鳩峰峠のli」頂域の南向き斜面にみら

れる。ここでは放牧が行なわれ，家畜による踏みつけと喫食の影響をうけている。群集内にはレ

ンゲツツジ，ドウダンツツジなどの風衝低木類が点在している。アズマギクーシバ群集の植生高

は15～24cm，植被率は85～90％と高く，シバが優占し，ノコンギク，オトギリソウ，ミツバツチ

グリなどのススキクラスの種を混生している他，アズマギク，ヒメハギ，ヒメスイバ，オヤマボ

クチなどを地域的標徴種及び区分種としている。

　27）　ノチドメーシバ群落　（Tab．15．一B）

　　　π〃droco’〃」θ配αr励πα一Zo〃伽ノαpoπεc伽Gesellschaf重

　福島県との境をなす高畠町東部の標高約1000m前後の山地の稜線は，レンゲツツジ，ノリウツ

ギ，ハナヒリノキなどの風衝低木類に覆われている。豪士峠に近い山道の両側では，低木類にか

わってポケット状に広がるシバ草原が見られた。この群落は，ノチドメ，コキンバイを区分種と
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するノチドメーシバ群落にまとめられる。

　ノチドメーシバ群落の植生高は10～15c田，植被率は70～90％である。優占するシバをはじめ，

ノコンギク，ウツボグサ，カワラナデシコなどのススキクラスの種が主な構成種である。出現種

数は20および25種である。ノチドメーシバ群落の生育立地は，傾斜が15～20。の西向きの斜面で，

日斜，風当たりともに強くうけている。隣接してススキ群落やササ群落が見られ，斜面下方は，

ススキと低木類が混生ていしする。ノチドメーシバ群落は，定期的に草刈りが行なわれることに

より，維持されている群落と考えられる。

c）　山地樹勢草本植物群落

　　　　　Sa級mgesellschafte且iR　Bergland

　28）　アカソーオオヨモギ群集　（Tab・16．一A）

　　　Boeh騰er童。－Aτtemisieもum　montanae　MiyawakietaL　1968

　山地帯の崩壊地，なだれ斜面，林縁部など，森林に接した開放域はしぼしぼ高茎の草本植生で

おおわれている。立地が渓谷に面し，風衝の弱い陰湿の場合には植生はとくに植生高をまし，密

生した高茎草原となる。

　アカソーオオヨモギ群落は主に渓谷ぞいの適潤立地に生じ，オオヨモギ，アカソ，ムカゴイラ

クサ，オオイタドリなどで構成される。高畠町の二分はテンニンソウ，シシウド，ウワバミソウ，

クロバナヒキオコシなどが群集区分種となっている。植生高は1～2mで，時に2．5mにも達し，

二二被率は90～95％に達している。群落の上層にはオオヨモギ，ナオハナウド，クロバナヒキオ

コシなど高茎の植物が茎葉を密生させ，下層にはジュウモンジシダ，サカゲイノデ，オクノカン

スゲなど陰生植物が生育している。しかし，植分によって優占種が異なり，ヒトツバヨモギ，テ

ンニンソゥ，オオヨモギ，オオイタドリなどが立地のわずかな差に対応しながら，生活力を強め

ている。

　高畠町で記録されたアカソーオオヨモギ群集は最初の群集記載（宮脇他1968）に従がえぽウワ

バミソウ亜群集に含められる。種の組合せ（局地的）で2変群集，2亜変群集に下位区分された。

クジャクシダ変群集はクジャクシダ，ミズヒキ，ヤマニガナで区分され，海抜600～700mのなだ

れの影響を強く受ける崩壊地に生育している。オオイタドリ変群集は海抜450～640mの高度範囲

の渓谷ぞいの斜面に生じ，土壌状態は適湿で富栄養である。オオイタドリ，ナンプアザミなどの

三二草本植物が区分種である。オオイタドリ変群集はさらにヒメシラスゲ，タイリンヤマハッヵ，

フキ，ヒメヘビイチゴなどで区分されるフキ亜変群集と区分種の欠ける典型変群集に下位区分さ

れる。．フキ亜変群集は林道ぞいのソデ群落として刈取りなどの人為的影響下に成立している。典

型亜変群集はV字渓谷の斜面下部に半自然状態で生育している。

　アヵソーオォヨモギ群集をはじめとする由地高茎草原は，群落の生育開始期（春季）に多量の

無機水分を要求する。したがって，積雪の多い臼本海岸側に発達しやすい。とくに高畠町の山地
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部は山地高茎草原の発達のいちじるしい地域である。

　29）　オオハナウドーオオヨモギ群落　（Tab・16，一8）

　　　11θrαcJθ麗配　d跳εeひノ4r歪θ7πεsεα　ηLOπfαπα一Gesellschaft

　相観上アカソーオオヨモギ群集にきおめてよく似た植生であるが，オオハナウド，スミレサイ

シン，カラハナソウ，ホウチャクソウ，ミヤマイラクサ，シャクで区分され，前述のアカソーオ

オヨモギ群集の区分種を含まない群落が記録された。生育地は岩尾堂（海抜600m），大滝（海抜

500m）の渓谷部で，いずれもスギ植林に接した開放域である。周囲の状況から伐採地または刈

取地に再生した植分と判断される。オオハナウドはしばしば山地帯の伐採地に大面積に生育する

場合がある。またシャクも林道ぞいなど人為的影響のある立地に出現しやすい。

d）　低山：地・林縁草本植物群落

　　　　　Saumgese茎lschaften　im　nied罫igen　Berg董and贋nd　auf　Plateaus

　低海抜地の林縁の富栄養地には，多年生広葉草本植物群落が帯状に発達している。林縁広葉草

本植物群落は，人や車の踏みつけ，草刈りなどが行なわれる路傍の不安定な立地条件のもとで存

続しており，ヨモギ，キンミズヒキ，ヒナタイノコズチなどを標二種としてヨモギクラスにまと

められている。今回の高畠町における調査では，ヨモギクラスの山分は標高230狙から500mに及

ぶ広い範囲で資料が得られ，それぞれの立地条件の差に応じて2群集3群落にまとめられた。特

に，ナギナタコウジューオオヨモギ群落は山地に発達したヨモギクラスの群落として，低地で兇

られる残りの4群落とは区：分される。

　30）　ナギナタ：コウジューオオヨモギ群落　（翌ab．17，一A）

　　　1麗s海。麗zεαcε髭α’α漏ノ菰r意θ7πεsεα配。π置αηα・Gesei韮sch批ft

　標高300～500mのやや山地にはいった林縁では，ナギナタコウジューオオヨモギ群落が見られ

る。この群落は，林道沿いの比較的日当たりの良い立地に生育し，高畠町の青井流，鳥居沢，三

部沢，脚沢川において，植生調査が行なわれた。

　ナギナタコウジューオオヨモギ群落は高野の草本植物が主に優占し，植生高は100～130cmで，

植被率は95～100％となる。ナギナタコウジュ，オオヨモギ，ノコンギクなどを区：分種とする。

ナギナタコウジューオオヨモギ群落は，オオヨモギ，アカソなどの山地性の高下の多年生草本植

物に，ナギナタコウジュ，アシボソなどの低地性の二巴1年生草本植物とゲンノショウコ，キン

ミズヒキなどのヨモギクラスの多年生草本植物が混生している。山々に林道が通り，人が立入る

ようになるとともに，人里の植物が侵入した結果と考えられる。出現種数は，25～35種である。

　ナギナタコウジューオオヨモギ群落は，ツボスミレ，オカトラノオを区分種とするオカトラノ

オ下位群落と，アカソ，ツリフネソウなどを区分種とするアカソ下位群落とに区分される。オカト
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ラノオ下位群落は，林道わきのやや乾燥した立地に見られる。優制するオオヨモギ，ノコンギク

のほか，ワラビ，ミツバツチグリなど乾性二次草原に発達するススキクラスの種が多く見られる。

オカトラノオ，ノコンギクもススキクラスの特徴種である。アカソ下位群落は，やや湿性の立地

に生育する。アカソとオオヨモギが優粗し，山地の陰地に生育するノブキなどが特徴的に見られ

る。低地から山地に至る流水辺で多く見られるツリフネソウや，山地に生育するオオバノヤエム

グラ，ナオタチツボスミレ，オオネズミガヤ，ヨモギクラスの多年生草本植物のミズヒキ，ヒナ

タイノコズチなどが出現している。

　31）　ユウガギクーヨモギ群集　（Tab．1ア！B）

　　　Kalimerido・Arもemisietuln　princ童P童sOkuda1978

　高畠町新田の谷部に広がる平坦地は畑地として利用され，その中の農家の裏手には，く噺田の

ブナ”と呼ばれるブナの老木がそびえている。このく三田のブナ”周辺や，よく踏み固められた

農道のわきに，ユウガギクの優占する植分が毘られる。これらの植分の植生調査が行なわれた結

果，ユウガギクを標徴種として，ユウガギクーヨモギ群集にまとめられた。

　ユウガギクーーヨモギ群集の植生高は60cm，植被率は90％である。優占するユウガギクに，ヒナ

タイノコズチ，ゲンノショウコなどのヨモギクラスの多年生草本植物や，ヒメオドリコソウ，オ

オイヌノフグリ，オランダミミナグサなどの1～2年生の帰化植物が混生する。出現種数は23種

であった。日当たりのよい立地で，草刈りや人の立入りなどの人為的影響下に維持されている群

落である。

　自然生のユウガギクーヨモギ群集は，河川敷内の砂泥質の土地に見られる。

　32）　アキノノゲシーカナムゲラ群集　（愛a至）．　17．一C）

　　　Lactuco　iadicae－Hu】駄uletum　japoniciOkuda蓄978

　高畠晦佐沢の路傍では，カナムグラが優占する群落がみられる。この植分は，カナムグラ，アキ

ノノゲシ，ギシギシを標微種および区：三種としてアキノノゲシーーカナムグラ群集にまとめられた。

　調査資料の得られた植分は植生高が150c磁，植被率は90％に達し，出現種数は18種である。カ

ナムグラ，アキノノゲシをはじめ，アキノエノコログサ，ママコノシリヌグイ，イヌタデなどの

1年草本植物が多く生育する。また，ヨモギ，ゲンノショウコ，ドクダミなどのヨモギクラスの

多年生草本植物も見られる。植下の立地は道路わきで草刈りや踏みつけなどの強い人為的影響を

うけている。臼当たりのよい適平な立地で，隣接してヤマグワが生育している。群落を～面に覆

うカナムグラはつる性の1年生草本植物で，放棄畑やゴミ捨場など，有機質に富んだ土地に広く

見られる。

　自然生のアキノノゲシーーカナムグラ群集は，河川下流部の河川敷の，川が運搬した有機物の埋

評した富栄養な土地で毎年流水による麗乱を受ける立地に生育している。
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　33）　ヤブマメ群落　（Tab．17．一D）

　　　孟η多PんεcαηPαθα彦rε8Pθr配α翻Gesellschaf毛

　高畠町南西部の低地の畑地や人家周辺の路傍では，ヤブマメが優占する植分が見られる。この

植分は，小倉，露藤及び佐沢において行なわれた植生調査の結果，ヤブマメ，ミゾシダ，ヒメシ

ダを薮分野としてヤブマメ群落にまとめられた。

　ヤブマメ群落の植生高は60～80c磁，植被率は90～95％となる。出現種数は15～24種で，ヨモギ，

ゲンノショウコ，フキなどのヨモギクラスの種が出現する。下水道わきの生垣の根元に見られる

ヤブマメ群落には，ヌカキビ，ミゾソバ，アオミズなどの湿地に生育する1年生草本植物が混生

する（通し番号10）。通し番号9の植分は，周辺を畑に囲まれた窪地に生育している。畑に出現

するシロザクラスの1年生草本植物が混生している。通し番号8のヤブマメ群落は，林道わきの

最も人為的影響の少ない立地である。群落の大部分をヨモギクラスの多年生草本植物が占める。

いずれも半陰地の礫質の土壌に群落を形成している。

　3の　ツルマメ群落　（Tab．17．一E）

　　　OJ〃e’πθ80L1＠一Gesellschaft

　高畠町下小倉の道路わきの窪地から，ツルマメ群落の植生調査資料が得られた。

　植分の植生高は70cm，前期率は95％に達している。出現種数は17種で，優占するツルマメに，

ヨモギが高い被度で出現する。タニソバ，イヌビエ，ヌカキビ，クワクサなど耕作地に生育する

1年生草本植物や，ヒメジョオン，アキノエノコログサなど，放棄畑地に先駆的に現れる1年生

草本植物も生育し，付近にはシロザクラスの幾分が見られる。この立地は適潤な立地で以前には，

水田または畑として利用されていたと考えられる。周辺にはススキ群落が生育している。

e）　路上植物群落

　　　　　Tritもgesellschafte道

　人や車の踏みつけが頻繁に行なわれる路上には，調圧に強いオオバコオーダーの群落が発達す

る。高畠町においては，カゼクサーオオバコ群集とカワラスゲーオオバコ群集の2つの群集がま

とめられた。

　35）　カワラスゲーオオバコ群集　（7ab・18・一A）

　　　Carici　i烈cisae．pia薮tagi烈eもum　asiaもicae（］匪iyawaki1964）饗x・1977

　カワラスゲーー平群バコ群集の植生調査資料は高畠町鳥居沢及び上小倉の標高約330mと37Qmの

地点から得られた。

　植生高は20～25cm，植被率は70～75％で，出現種数は9および12種である。カワラスゲが優占
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．18．路上植物群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Trittgesellschaften

A：Carici　incisae－Pla貧taginetum　asiaticae　　　　　カワラスゲー日新パコ群集

BlEragrostio　ferrugineae－Plantaginetum　asiaticae　カゼクサ一二オバコ群集

Spalte：

Laufende　Nr．：

Fe工d－Nr．：

王）atum　d．　Aufnahme（1982）

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）

王｛6he廿。　Meer（m）1

£XPQsition：

Neigung（。）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d。　VegetatioH（％）

Artenzah1：

群落区分

通し番号

調査番号

調査年月

調査面積

海抜高

方位

傾斜

植生高

植被率

出現回数

Kennart　d．　Ass．：

　（hノで£　ゴη‘∫∫α

Kennart　d。　Ass．：

　Eノ’α9プ05琵∫ノセ〃帽Z己9∫π8α

Kenn．　u、　Trennarten　d．　h6heren

群集標徴種

　カワラスゲ

群集標徴種

　カーぜクサ

Einhelten：　　　　　　　　　　上級単位の標徴種。区分種

　πα彫α90α∫ガαだ6α　　　　　　　　オオバコ

　海刀α‘5勘zz溶　　　　　　　　　　クサイ

　Cαノ’θ二じα必厩α　　　　　　　　　　ミノボロスゲ

SQnstige　Arten：　　　　　　　その他の種

　7うガb盈侃7闇砂6π5　　　　　　　シロツメクサ

　Dご8寵α万α加。ぬ5cθη∫　　　　　　　　アキメヒシバ

　楡露7π81’奮がアzηαだβ4α　　　　　　　　ユウガギク

　∫bααノ〃膨α　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ

　Dαc砂♂∫∫gZoηz87‘α彪　　　　　　　 カモガヤ

　島αρプ磁θノz∫∫5　　　　　　　　　　ナガバグサ

出現1回の種

　ツボスミレ　十。2，」協α弓05∫鱈∫z〃2z”勿毎η8κη3　var．1）o♂ツ諾αoんツ〃23

　ミゾソバ十，ハ4bゴα読αノZ痂8ノ尋αヒメジソ十，

　f．膨ろ∫θ∬漉5コナスビ十，」比πα‘3（が魏‘5var．如。ψ∫8π5イ

1 A 1 B 1

　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7

TSTYSTYSTSOTSOTYSTS
36　29　30
9　　6　　6

19　13　13
1．2　1　1．5

330　　370　　450

L　　L　　L

20　25　25
’70　75　80

12　　9　　8

71

6

15

9

L
30

60

8

32a　56　46

6　　9　　9

12　17　20
2　2．5　3．6

270　　380　　220

－　　SW　－

L　　10　　L

20　30　40

80　85　90
8　　5　　8

13・34・41・ o ● ● o

●　　十●珍】十・2　4●3　4●4　　5●4　5●51

十。2　2●2　3●3　3●3　　3・3　　1●2　十・2

　・　　十・2　4●4　十●2　　十　　　．　　　・

1●1　　　●　　　　●　　　102　　　0　　　　●　　　　●

●

1・2

0

●

●

●

1・2

　●

十。2

十

　●

　の

2・3

●

十

　●

●

●

1。2

●

●

●

十

■

2・3

　0

　0

十・2

　0

十。2

十・2

十

　●

　o

　●

　●

1・2

0

●

0

1。1

3。3

　　　　　　　　AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：・陶♂♂魏9α9γσo〃∫η雄ヒメクグ1・1，坊。♂αη67－8偲2κ♂α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アシボソ十・2，Poらgoηπηz漉麗アめ8磐∫ガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K滋ノπη18プ。溺α∫‘ノ・ガα如ヤハズソウ十，義y5ガηzα6痂αブ妙。疵侃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十．in　2：Cα7層8：頁∫6肋05’αぬツαジュズスゲ

　十・2，恥47”ooo砂Zθ∫ガ∂疏。ノ勿。∫485チドメグサ十，in　3：ノ197・勿zo72∫αノ41）o／z∫6αキンミズヒキ十，乃一π刀θ！♂α

　α5∫αあ。αvar．躍αc加αウツボグサ十，　Z）π読852zεαoんツ5αη坊αヘビイチゴ十，　in　4：Zbツ5∫αブ砂02zf‘αシ

　バ1・2，Rπη3ε¢oろ’π∫ヴbZガ～‘∫エゾノギシギシ十，　in　5：Eプ∫gα帽。／z　6αηα4θノ説5ヒメムカシヨモギ十，乃・

　γα5じαcμηしん。η4087～58エゾタソポポ　十，in　6；Aγε8η漉ぬ2π022如ηαオオヨモギ十，　in　7：Pθη痂5戯ゆ，π

　α♂砂8傭プ。∫4θ∫チカラシバ1・2，Gθプαノ磁7π’伽πう87召ガゲンノショウコ十，5砿αがα8Zαzκαキンエノコロ十．

調査地　Lage　d．　Aufnahme

　Lfd，　Nr．1：Kamikokura上小倉，2：Toriisawa鳥居沢，3：Honzawa本沢，4：Akutsuhachiman－linja

　安久津八幡神社，5：Takayasu高安，6：Niiluku二井宿，7：Janokuchi蛇口．
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し，オオバコ，クサイ，ミノボロスゲなどのオオバコオーダーの多年生草本植物が主な構成種で

ある。立地は湿性の礫質の土壌である。カワラスゲをはじめ，ミノボロスゲ，ヒメクグ，ジュズ

スゲなどは湿地に生育する植物である。

　カワラスゲーオオバコ群集は，やや山地にはいった林道上で見られ，低地での資料は得られな

かった。

　36）　カゼクサーオオバコ群集　（Tab．18．3）

　　　Eragτost玉。　ferrugineae－Pla狼tag童ne土“m　asiat童cae　猛】x。1977

　置型クサーオオバコ群集は林道上や農道上，あるいは広場などの踏圧のかかる砂礫質の土壌で，

適潤からやや乾性の立地に生育する。植生高は20～40cm，四丁率は60～90％である。出現種数は

5～8種で，カゼクサが優領し（通し番号3を除く），オオバコ，シロツメクサが高い被度で混生

する。ユウガギク，キンミズヒキなどのヨモギクラスの種も随伴する。

　カゼクサー下田バコ群集は，カワラスゲーオオバコ群集よりも，乾性な立地に生育し，低地で

しばしぼ見られる。沢沿の林道上で生育していたクサイの優占するカゼクサーオオバコ群集（通

し番号3）は，高海抜の礫質の土壌に発達している。

f）　路傍雑草群落

　　Wegrand－U皿krautgese至lschaft

　3ア）　シqツメクサーエゾタンポポ群落　（Tab．　l　g．一A）

　　　Trεfo伽7πr¢Pθπ8那αrακαe腐㎜ん。πdoθπ8θ・Gesellschaft

　高畠町を囲む山々の標高約300m以下の緩斜面には，広くブドウ畑が続いている。熊の前およ

び細谷において，ブドウ棚の下に生育する雑草群落の植生調査が行なわれた結果，この群落は，

シロツメクサーエゾタンポポ群落にまとめられた。

　シロツメクサーエゾタンポポ群落は，植生高が25および30cm，植被率は80から95％となり，畑

一面を覆う。出現種数は21および31種で，優占するエゾタンポポとシロツメクサに加えて，ギシ

ギシ，オオバコ，スイバなどの多年草本植物を主な区：二種とし，他にハコベ，ツユクサ，シロザ，

などのシロザクラスの1年生草本植物も出現する。富栄養な立地に頻繁な人の踏みつけ，耕起が

行なわれないなどの条件が加わって，他の耕作地がシロザクラスの1年生草本植物によって占め

られているのと異なった種組成を示している。
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購濾豪醸轟・磁翻一盛

欝灘購

籔難嚢蟻

Flg　22．上，山麓の緩斜面に広がるフトウ園，フトウは高畠町の主要な農産

　　　　物の一つである。下，フトウ園の内部，シロツメクサーエゾタン
　　　　ポポ群落にまとめられる。（上　時沢海抜約250m，下・熊ノ前）
Oben，　Welnberglandschaft　an　den　Hangen　Wem　Ist　ln　Takahatacho　elnes　der

wlchtlgsten　landwlrtschaftllchen　Produkte（Toklzawa）Unten，玉nneres　des　Weln－
bergs　mユt　7＞ガbZ〃’〃～ノ砂8ノ～～一処ηα．ταcz〃π乃。’～406〃～8－Gesellschaft（Kumanomae）
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E．湿性多年生草本植物群落　Nasse　pere餓niereRde　Krautgesellschaften

a）　河辺冠水草原

Auen．Wiesen

　38）　オギ群集　（TaL　20・）

　　　Miscanthetum　sacckar宝£lori　M量yawak童etOkuda1972

　最上川によって形成された起伏の多い河川敷には様々な冠水草本植生がみられる。その中でオ

ギは最：も広く生育し，草丈も高く，密生した草原を形成している。今回記録されたオギ群集は，

オギが150～190emの高さで優占し，凹状地でウキヤガラが比較的高被度で共存している。さらに

帰化植物のセイタカアワダチソウ，ヨモギなど路傍や荒地に生育する種やスカシタゴボウ，タネ

ツケバナ，オオイヌタデなどの1年生草本植物が多いことから，群落全体がしぼしば冠水し，土

壌の乾湿がくり返されることを示している。

Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

Gr6Be　d。　Probe舩che（m2）l

Hbhe　d．　Vegetation（cm）l

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl：

　　Tab．20．　オ　ギ　群　集

Miscanthetum　sacchariflori

　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　調査番号

調査面積

植生高

全植被率

出現種数

KennarteR　d．　Ass．：

ノ㌧4∫∫cα〃孟1Lμ5　∫α‘‘13α1昌ゲZoη‘∫

　5c〃ψκ∫ごyα9α1’α

Begleiter＝

　％らノ90π～‘〃zρ8ノプ読αオz‘ノノz

　50露4α90α屠∬ゴ〃zα

　β認6π∫ノ｝’oπ40∫α

　Ro1謄4ψαゴ5♂α7π玩α

　Cαノゼα〃励8∫Zθ測05α

　Aノ勿〃3∫∫如ρ”ごノz‘θカ∫

　Hz〃ノz‘‘♂z45∫cαη481z5

　Pんノ旧α9〃諺8∫α～4∫か4α♂∫5

　Gりごどηθ∫のα

　CIZ〔ヲ〃01）0‘Z々〃ノ多　αノπ∂1η5ご0∠485

　PoZツ90ノ諺Z〃乃π040∫Z己〃匹

　Co〃〃ノ昭1加αco〃〃ノ凄κノz∫∫

　E詑oc13αプガ∫60π9’8∫彦α

群集標徴種

　　オ　　ギ

　　ウキヤガラ

随伴種

　　イシミカワ

　　セイタカアワダチソウ

　　アメリカセンダングサ

　　スカシタゴボウ

　　タ不ツケバナ

　　ヨモギ
　　カナムグラ

　　ヨ　　　シ

　　ツルマメ

　　ケアリタソウ

　　オオイヌタデ

　　ツユクサ

　　ハリイ

1　　2　　　3

SO　SO　SO
66　　64　　65

16　　9　　2
190　　　190　　　玉50

100　　　100　　　70

4　　10　　10

調査地　Lage　d．　Aufn。：Lfd．　Nr．1－31西町Nishimachi（海抜H6he　U．　Meer　210m）．

5●5　　5・5　　4●4

・　　。　　3・3

十

2・2

十

●

●

●

o

●

o

■

●

●

●
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十
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　オギ群集は本州全域に広く分布し，全くの自然的な植分から火入れや刈取りの影響を受ける堤

防や，さらに耕作地周辺の乾生立地までと生育範囲は広い。オギ群集はこれらの様々な人為影響

下に成立する四分をまとめて扱かわれている。

　オギの発達した根茎は地下を長く横走し，群落全体が安定した根群を形成する。したがって不

安定な河辺の土砂流亡を防ぎ，生きた護岸としてその役割は大きい。

　39）　ツルヨシ群集　（Tab．21．）

　　　Pkragmitetum　j3ponicae雌inamikawai963

　オギ群集と同様に最上川の流水辺にツルヨシ群集が生育している。ツルヨシは高さ130cm内外

で生育し，地表部を走る旬枝で連続した群落を形成する。

　ツルヨシ群集はツルヨシ1種を標徴種とし，全国の急流河川に広く生育している。分布は東亜

に限られ，急峻な地形と多雨多湿な気候条件を有するわが国に特微的な生育域をもっている。

　高畠町内で得られた植生調査資料は1地点であるが，この植分ではツルヨシ，クサヨシが混生

し，アメリカセンダングサ，スカシタゴボウ，オオオナモミなどの1年生草本植物が比較的高被

度で生育している。立地はオギ群集より冠水の頻度がはげしく，しかも受ける流速も早い。底質

は砂質土である。

　ツルヨシ群集はオギ群集と同様に根群が発達している。そのため生育地である河川敷は増水や

洪水の際の流水の機械的，物理的作用に対し抵抗性の強い安定立地となる。

Feld＿Nr．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d。　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　Tab．21．ツルヨシ群集

Phragmitetum　laponicae

　　　　　　　　　　　調査番号

調査面積

植生高

金植被率

出現双数

Kennart　d，　Ass．；

盈㍑9〃漉θ5ノ砂。航α

Kennart　d．　h6heren　Ei鷺heiten：

　鐸zαzα1・∫∫α1一κノz4∫ηαcβα

Begleiter：

　xαノz彦ん伽η露∫孟7一配η雄ノー珈ノπ

　Aπθη3∫31αρ’層ごノzαψ5

　B読ノz∫〃。η405α

　Ror吻αガ5Zαη読。α

　Co〃切昭あηα60η〃ノ3㍑ノz∫∫

　％砂goημノπぬ〃め8r9記

調査地　Lage　d．　Aufn．＝西町Nishimach1．調査年月日

　　群集標徴種

　　　　ツルヨシ

　　上級単位標徴種

　　　　クサヨシ

　　随伴種

　　　　戸山オナモミ

　　　　ョ　モギ

　　　　アメリカセンダングサ

　　　　スカシタゴボゥ

　　　　ツユクサ
　　　　ミゾソノミ

Datum：14，　Juni　1982．

SO
70

4

130

100

8

5・5

1・2

2・2

1・2

1・2

十

十

十。2
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　40）　セリークサヨシ群集　（Tab．22・）

　　　Oena烈t臨。・1》halariδet騒m　aru獄di聡aceae　Miyawak隻etOkuδa1972

　オギ群集やツルヨシ群集が生育する河川敷で，蛇行によってとり残された小支流などに小規模

であるがクサヨシの優占引分がみられる。クサヨシは，高さ150em内外の柔軟な禾本植物であり，

株状に叢生し，流水辺に団塊状に生育する。共存植物のセリはクサヨシと適合度が高く，常にク

サヨシの株元を覆いながら生育している。

　セリークサヨシ群集の生育立地は，流水辺に接して冠水を重ていける点ではツルヨシ群集と共

通しているが，堆積した土壌は微砂や粘土に富み，栄養塩類にも恵まれている。したがって，セ

リークサヨシ群集は，水田地帯の排水路や，河川下流部の富栄養立地に発達する。高畠町内では

最上川の上中流域に位置するため，植分の広がりはあまり大きくはない。

Feld＿Nr．：

　　　　Tab．22．セリークサヨシ群集

Oe鷺antho－Phalaridetum　arundiRaceae

　　　　　　　　　　　　　　　調査番号

Gr6Be　d，　Probefl装che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査面積

植生高

全植被率

出現種数

Kennarten　d．　Ass，：　　　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種

刀1αZμフおρ耀刀4勿π66μ　　　　　　　　　　　　　　　　　　クサヨシ

　08ηα舵11θノαηαノ2fcα　　　　　　セリ
Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　5’αc庚y∫ブ砂0π沈αvar．ゴ2z診θ7フπθ4∫α　　　　　　　　　　　　イヌ＝ゴ・マ

　E卿∫5θ彦z〃πα測8〃∫8　　　　　　　　　　　　　スギナ
　％砂ggoπz〃π∫飽ゐoZ碗∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノウナギツカミ

σむぬ6吻α　　　　　　　　　　　　　　　ツルマメ
　Coη〃1zθ伽αご。〃η～3τ‘πf∫　　　　　　　　　　　　　　　　ツユクサ

　聾oZαη8昭6〃Z6α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツボスミレ

　50Z∫4αgoα屠∬加α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セイタカアワダチソウ

調査地　Lage　d．　Aufn。：西町Nishilnachi（14．　Juni　1982。）

SO
67

5

150

90

9

5・5

1・2

1・2

十・2

1・2

1・2

十・2

十

十。2

　4D　ダイモンジソウーナルコスゲ群落　（Taも・23・）

　　　Sακ〃『rασα　ノ『or重πηθεvar．　επcεsoZoδαfα鱒Cαγθκ　α己7●oεcoZ泥8繭Geselisc臨aft

　山地帯の渓谷にそった岩上には，急流の影響を受けながらさまざまな草本植生が自然状態で生

育している。とくに滝の付近や渓畔林に半ばおおわれた立地では，常に水流の飛沫を受ける。ダ

イモンジソウーナルコスゲ群落はこのような立地に生育する草本植物群落の一つである。

　ダイモンジソウーナルコスゲ群落は一般にナルコスゲが優占する場合が多く，植生高は20～30
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爆難灘

韓．

1凝㌘

　　　　瑛
撃：姻・
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　　　饗野：：姦凶薫

　一一♂麿『．、
ヤ　セ

纏

言

下，

Fig．23．渓流の岩上に団塊状に生育するダイモンジソウー

　　　　　ナルコスゲ群落（大滝付近　海抜500m）

Auf　den　Steinen　im　Bach　vorkommende＆zぼケ｝ρ09αノbノ≠配7～召∫一Cα’撚

α〃・η～60♂薦一Gesellschaft（bei　Otaki　500m廿，　NN）．

cm内外である。主要構成種には他にミズタビラコ，タネツケバナの一種，ネコノメソウ，コチャ

ルメルソウなどの渓流生の種が多くみられる。高畠町内では大滝付近の岩上に生育する植分が記

録された。試植分には群集標徴種のヒメレンゲ（分布域は茨城県以西）が出現していないが，現

在までの資料が全国的に提示されていないため，広域的にヒメレンゲーナルコスゲ群集に含めら

れるかどうかは今後の課題である。高畠町の植分では他にダイモンジソウ，ウワバミソウなどの

岩隙生の種や欝欝林生の種がみられる。

　道路造成や森林伐採に伴う山地帯の改変は渓谷部にも強い影響を与えている。高畠町内にも自

然地形をもつ渓流は少なくなりつつある。ダイモンジソウーナルコスゲ群落は目立たない自然植

生であるが，地域の自然度を診断する上で存在価値は高い。

b）低層湿原植生

　　Niedermoor・Wiesen

　42）　カサスゲ群集　（Tab．24．一A）　Car量ceもum　d三spalatae　Miyawak｛etOkuda1972

　カサスゲ群集はカサスゲの優占する群落でいわゆる大形スゲ群落の一つに数えられ，わが国で

は三岡に広く分布し，とくに沖積低地の富栄養立地をしめている。高畠町では蛭沢湖，上宿など
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Lfd．　Nr，：

Feld－Nr．：

　　　　Tab．23．　ダイモンジソウーナルコスゲ群落

5α誠ノ）帽α9αノb漉‘7z6∫varゴ刀6∫30♂oうα’α一Cαプごα：ぐ～〃鞠面coZ1～5－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査i番号

H6he　U．　Meer（艶）：

Gr6Be〔1．　Probeflache（m2）：

Exposition：

Neigung（。）：

R6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

海抜高

調暗面積

方　　位

傾　　斜

植生高
全植被率

出現種油

い2　SO　SO
　　1　　　2

　510　500

　2　　　1

　E　　N
　40　　60

　25　　30

　70　　75

　13　　12

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Cαアぞ灘α〃・窃‘oZZ∫∫

　T1ゴgo／zoオ’5う1即ψε∫

cαノぬノπ加6sp．

　Clz7ッ5岬Z8加〃πsp．

　Mfオ〃α♪α～κゲZo7u

Begleiter＝

EZπω5∫θ〃～α～〃ノめθ」♂α診z‘〃露vaU〃＠‘∫

5α¢｛加gαプ厩z〃1びvar．ゴ2～c’∫0♂・∂α’α

　Coπガ058Z加〃ノ呂ノπ～c∫ノ㍑‘〃～

廊彦泌8ぬ‘ηう8硬～var．・0ノ～90漁

出現1國の種

群落区分種

　　ナルコスゲ

　　ミズタビラコ

　　タネツケバナの一種

　　ネコノメソウの一種

　　コチャルメルソウ

随伴種

　　ウワバミソウ

　　ダイモンジソウ

　　ミヤマセンキュウ

　　ト夢アシショウマ

3●3　　4●4

十・2　　・

十　　　・

　・　十・2

　・　　十

2・2　3・3

2・3　2・2

十。2　　十

十　　十

　　　　　　AuにerdeIn　je　einma1旭Lfd，　Nr．1．琉。♂α灘1・8‘w置4α　ツボスミレ！・2，話1読ツr’z‘1’z少），6’zo－

　30耀1μミヤマシケシダ十・2，β1ηc11館。漉z‘〃’∫ツ加鷹ゼα‘〃’var．〃”∫8ノ・’‘〃’ヤマカモジグサ十・2，鷺8ノー15

　漉漉α雄ニガナ　十，エ｝1ψ磁妙～∫ノ～o離αノ～g81でキツリフネ十，迎α纏αgoα5ガ鷹～‘αオォパコ　十，　in　2：．砺4y一

　∫‘’c1Zz〃π彦ノψ∫θ1－o／zジュウモンジシダ1・2，　Tノ允ツノ≠’5♂α∫ヴbZ∫αタマガワホトトギス1。！，　Cα紹忠40Zf61105’ζz－

cんツαvar．9彪加ノブ8∫〃～αミヤマカンスゲ十。2，　Bo盈〃～6／8～αカゴα碑）’5アカソ十，α～ノzo1）04∫Z〃π91ηごか♂8　var。

ノノ耀如6α厩0ヤマトウバナ十．

調査地：大滝O〔iaki調査年月日U．　Juni！982．

の低湿地にこのカサスゲ群集が生育している。植生高は120cm内外に達し，カサスゲの茎葉は密

に生じて植被率90％以上の密生草原を形成する。共存する種にはヨシ，ナガボノシロワレモコウ，

ヒメシダなどで，コウヤワラビが他の低層湿原櫨物群落からの区分種として結びついている。コ

ウヤワラビは一般に河川ぞいの沖積低地の富栄養立地に生育する種であることから，カサスゲ群

集は富栄養地植生であることが推定される。生育地が無機栄養塩類の多い流水辺や水田跡地に多

いのもそのためである。調査地内では蛭沢湖畔の植分がもっともまとまっている。

　紹）　チゴザサーアゼスゲ群集　（Tab・24・一C）

　　　Isachno騨Caricet服m　th軽nbergi量Miyawakie右Okuda1972

　チゴザサーアゼスゲ群集はカサスゲ群集と同様に，スゲ型低層湿原植生のもっとも代表的な植

物群落単位である。アゼスゲ群集の植生高はヨシの階層高をのぞけぽ35～40cmで，カサスゲ群集
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．24．低層湿原植生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Niedermoor－Vegetation

A　Caricetumdispalatae　カサスゲ群集
B　賜8如少’隔月5カα伽∫翻∫一5απg痂50ブろα’θππのZfσf．α乃α一Gesellschaft　ヒメシダーナガボノシロ

　ワレモコウ群落

C　Isachno・Caricetumthunbergiiチゴザサーアゼスゲ群集
DCα紹∬5αゐ6π5∫∫一Gesellschaftサドスゲ群落

Spahe二

Lf4．　Nr．＝

Feld．Nr．；

Hδhe　鷲ber　N正eeτ　（n1）：

Gr6Be　d．　Pmbcn慧chc（琳3）＝

H6he　d．　VegcIadon（cm）＝

Deckun鼠d，　Vegぐ星ation（％）：

Ar匙enzaトh

群落区分

通し二号

澗査爵号

海抜高

講査穣1穣

植生高

全植被刃

風現極数

Kenn＿　u、〔rrenna「星cn　くi．　Ass．＝

α〃で躍‘1’サ‘r1〃‘τ

0ηoビ1躍5‘・2」5’ゐ〃f∫

Ken渦arten　d，　Ass．：

　α2r邸’み”〃～Pθx1ゴ

　＆ゴノψ」’∫窒ζヅ‘一ゐf’η’【・

Trennar塾en　a．　GeseUschafc

　Cα7で．τ∫‘ど幽7ηゴ∫

ゐ2ψ“”f’r5’ぼ抽』’1

Arte踊　d．　Phragrni眞e墓ea＝

勘瑠9〃ど’！‘・5‘ど’ご∫々貿蔀

＆～π9μ’5σ’”P‘δ’θ’〃の1’‘d．ご71’P‘τ

LJ‘hr’置‘肌α，己｛7且・ノ1∫

　T／r8～♪μζ”ゴ∫1，【’18’ぎ〃－’∫

　野’‘1滅ワ1r’〃り‘ψで’”ゴ。〃〃‘

乙ポ5”〃召ぐみ’μ【ゐ～7’‘滅■‘こ

＆ワrび。’o〆♪如η”∫

ムαビ乃π【r∬’勧05でど

Of肥ノ～’1置。ノ‘ま7‘～’♂’ビ‘r

ムy‘oμ∫1’♂cf‘～r’∫

憾ω’w5αr！召〃」〃5　vI匙r．α〃9π5’‘ξ々♂5

涛〃卍‘▽π5ψ6嬉’∫var．　dヒY』ψ’‘・〃∫

Cね汽鷺：ηε‘駅ゴ〃’醒ζ・’ぐ2ガ

ム桝。μf∫’w”θ∫’∫5～〃～”5vaτ．みψo／r’‘”‘∫

Jrゴ5　f’r∫α’・εvar，Ψo脚〃‘冨

」面5’‘；rぐ‘7ヴ～’1f‘ど

盈ψα’ωゴ～’7〃～”rζ～～に㌧w’r’〃〃

Gπe．r　5ゐ1〃1ゴ‘1創ノ～∫’∫

Begiei匿cr：

q）・肥π‘加η’甜み！‘」〃‘Yθ1‘r〃〃π

E望ε‘ゴ∫げ！’〃ノ直‘煎，θr∫‘r

　Vfo1¢究．・ξprξrご’‘η‘～‘‘

x“，r’乃’rf’〃∫〃’r〃ノ」‘2’ゴr‘’〃

R；卍ロ，πノ’π5ぐ’で’擢’‘τ

％πfα‘〃診る’5〃ぐα〃‘〃，

勘1♪，goノ～～〃〃5を加～ζ！’ε

％1）go’π”μ〃η〃1～’4’ぎ”

群集｝票徴種

　　カヤげ’スゲ

　　コウヤワラビ

群集膿戯郵巨

　　アーピ．スゲ

　　アフラガヤ

．群落区分種

　　サドスゲ

　　ツリフネソウ

翼シ．ワラスの種

　　コ　　　シ

　　ナカ．ボノシμワレモ＝1ウ

　　ミソハギ

　　ヒメシ．タ

　　ミズ7i‘t・ギリ

　　．クーり・レ．．タ．rr

　　・り’ワオ『ク．’ノレマ

　　チゴザ・サ・

　　セ　　リ

　　シロネ
　　シニ聖ウブ

　　イ

　　ゴウ　ソ

　　コソP不
　　ノ品川シュウブ

　　タチギボウシ

　　→．トワヒヨト．’リ

　　アス饗ナルコ

随伴種

コハノカモメツル

ヌ、ギナ

ツボスこレ

オ少モミ

イソノキ

ヌカキビ

アキノ‘ンづ帰ギツカミ

ミゾソ．バ

i A B　l CL＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿⊇＿」
1　　　2　　　．3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10　　11　　12　　13　　互4　　ユ5　　16

SOYSSOSOYSYSYSSOSOSOSOSOSOSOSOYS
S　　　33　　58　　59　　　5　　　6　　　82　　55　　53　　5弓　　・～（｝　　5G　　52　　6玉　　　7　　　3

33⑪　　320　　230　　230　　210　　210　　275　　230　　230　　23｛｝　23⑪　　23〔）　230　　230　　330　　430

84161616168944169455612⑪　　12〔｝　1‘｝〔｝　80　　5〔｝　　夏50　　20〔）　1α〕　35　　4｛｝　　40　　4Q　　二～5　　35　　35　　4⑪

95　　95　　95　　95　　　90　　　ε霞）　　100　　6〔｝　　90　　95　　90　　　90　　　90　　　85　　三〇〇　　90

6？777109545565141112
5・5　　5●5　　5●4　　5951　。　　　。　　　．　　　●　　　・　　　・　　　●　　　●　　　・　　　。　　　・　　　O

l・2＋1・2・し・・．．．・…　　2・3・

・　　・　十・2　。　　・
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出現1回の種　AuBerdem　jc　einmal　in　Lf（L　Nr．2：∠1～’rκ5ノ‘4，ρ’置’αどハンノキ十，in　5；Mα1’ぜ551諮。””ズミ十，in　IOJ働。〃‘」’巴・ノ”r‘融カラスビシャク1。2，　in　131

Rorψ餌’〃‘1’【uイヌガラシ十，　in　14：理、ψ職Wポん〃耐’ゴ’”〃αノチドメ十・2jn　15：裁ρ110ゐ’7’〃’Pyrr’ぐ加’o’，加7ηアカパナ1・2，1．1θ’〃’ピ57r’‘’‘WY面mドクダミ

　十・2，Cん）・∫ρ5〆‘・月’r’〃’9mJw置”切ネコノメソウ十，　in　16篇1所y”‘’〃‘ム・〃。’‘～げ｝切置5サトメシダ1・2F　A命’妙κビ’α∫’ノ’曜配の》佃パ5クサソテツ十・2，（勘ηWJあ〃ひ

∫’5∫”ノ’αオクノカンスゲ÷・2，．・15’8r　glf1置’r’f　va脇ゐ。ノ㍑伽η訂5ゴ．マラg十．

調査地および調査年月貝　Fundorにu．　Datum．

　1．15；Kamijuku．．．ヒ宿（11，　juni）2＝H継ra原（k3．　Juni）3，4，8－M．＝Biruzawa・See蛭沢湖（14．　juni）5，6＝Yunuma・Onsen湯沼温泉　（IL　Jun｝）7：B…ru2a・

w融．Sec鱒沢湖（20．　Sep：．）16：Kasトiwagi・PaB柏木峠（20．　Sep【．）
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籔

毒藁籔
螺

　　Fig．24．河川敷：に発達したカサスゲ群集（沢口　海抜約210m）

Bestanddes　Caricetum　dispalatae玉nderAue〔iesFlussesMogaml
（Sawaguchi　ca　210m　U．　NN）．

よりは低い。しかし細い茎葉を叢生して，密生した草原を形成する。

　蛭沢湖（海抜230磁）の上流側で，水位の上’下移動によって冠水がくり返される立地にアゼス

ゲがカーペット状に生育している。隣接群落にはタチヤナギ群集やシロヤナギ群集がみられるが，

チゴザサーアゼスゲ群集は譲状地をしめ，微地形に対応してモザイク状に配分している。蛭沢湖

の上流付近の地形は平坦で，上流方向からの水の流入はあまりはげしくはない。したがって，止

水難生のチゴザサーアゼスゲ群集が繁茂するところとなっている。

　チゴザサーアゼスゲ群集はアゼスゲが優占種となり，他の共存種はヨシ，アブラガヤ，ナガボ

ノシロワレモコウ，ミソハギなど4～5種に限られている。高畠町のチゴザサーアゼスゲ群集は

チゴザサの出現は少なく，アブラガヤが区分種となっている。

　チゴザサーアゼスゲ群集はカサスゲ群集とともに水辺の立地保全機能を果す重要な自然植生の

一つである。

　44）　ヒメシダーナガボノシロワレモコウ群落　（饗ab・24・一H）

　　　TんθZ〃pferε8　PαZπ8’7ゼS渤Sαπ9配εsorδαfθπ郡ε1「oZεα尤αZbα一Gese萱lscha£t

　湯沼温泉付近の低湿地で，スゲ植物を欠き，広葉草本植物の優占する低層湿原植生が記録され

た。隼育する植物はヒメシダとナガボノシロワレモコウがもっとも優占し，他にヨシ，ミズオト
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ギリ，ミソハギなどの湿生植物が混生している。これらの種群はわが国の低層湿原に広く分布，

生育する種であり，カサスゲ群集やチゴザサーアゼスゲ群集にも共通して出現する。したがって

この植分は特別な区分種をもたないが，優占種によって上記の群落名でまとめられた。

　45）　サドスゲ群落　（愛ab・24・D）

　　　Clαreκ8αdoθπ8ε8鵜GeseIlschaft

　サドスゲが優占する懇懇が上宿（海抜330m）と柏木峠（海抜420m）で得られ，サドスゲと

ツリフネソウを区：分種としてサドスゲ群落としてまとめられた。サドスゲは主に日本海岸側多雪

地に分布し，湿生立地でしばしぼ群落状に生育する。しかし，その生育環境は低層湿原の成立す

る立地から，より乾性な適縫地まで立地要求の籍囲は広い。

　高畠町の2ケ所の植分は種組成をやや異にしているが，ヒメシダ，セリ，サワオグルマ，サワ

ヒヨドリなど，ヨシクラスの種群を有し，ヨシクラスの一群落単位に位置づけられる。サドスゲ

群落の報告は今までになく，今後の植生調査資料蓄積が期待される。

Fig，25．向陽の湿地に生育するサドスゲ群落（上宿　海抜330m）

An　sonnigen，　feuchten　Stellen　wachse鷺de　Cα1でiτ∫α408’～5～∫一Gesellschaft

（Kamishuku，330m章，　NN）．
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　46）マコモ群落（饗ab・25・）

　　　Zεzαηεα～αだfoZεα一Gesellschaft

　沖積低地に形成される池沼は多かれ少なかれ富栄養状態となっている。水ぎわには大形の抽水

植物群落が発達するが，マコモ群落はこの中でもっとも代表的な群落である。

　マコモ群落はマコモが優占種となり，構成種が一般的に少ない。高畠町上平柳と糠ノ倒本町で

の植生調査資料ではセリ，コウヤワラビなどのヨシクラスの種がわずかに生育するにすぎない。

随伴種のミゾソバやアメリカセンダングサは，好窒素性の1年生草本植物であるが，このことか

ら生育地は水位が低く，しかも季節的な変動があるものと推察される。

　マコモは全国に広く分布し，沖積地の水深40～60cm内外の立地を生育地とする。関東地方では

ウキヤガラを標三種とするウキヤガラーマコモ群集が報告されているが，高畠町のマコモ群落に

はウキヤガラが生育せず，群集レベルについては今後の資料蓄積を必要とする。

Lf（玉．　jN［r．　：

Feld．Nr．：

Hδhe廿．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probef1銭che（組2）：

HOhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d。　Vegetation（％）：

Artenzahl＝

Tab．25．マコモ群落
　Zたαπ∫αZα∫ぴb〃α一Gesellschaft

　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　調査番号

海抜高
調査衝積

植生高
二二被率

出現種数

Trennart　d．　Gesellschaft：

　乃加πゼαzα彦ケb伽

Kennarten　d．　Phragmitetea：

　06ηαη彦乃りα拠π加

　0π06Zεα∫8〃∫～う～〃∫

Begleiter；

　％Zッgoπz〃π診1まz御ゐ8／79有

　Eg認∫齪‘〃ムαノ＾08π56

Bゼ48η∫プ｝侃40∫α

調査地　Lage　d，　Aufn．：Lfd．　Nr．1．

Datum　d．　Aufn．ト2：20　Sept．1982

　　　　　　　群集区分種

　　　　　　　　　マ　コ　モ

　　　　　　　ヨシクラスの種

　　　　　　　　　セ　　　リ

　　　　　　　　　コウヤワラビ

　　　　　　　随伴種

　　　　　　　　　ミソソハ

　　　　　　　　　スギナ
　　　　　　　　　アメリカセンダングサ

上平柳Kamihirayanagi　2．糠ノ艮本町

1　　　2

YS　YS
83　　42

215　220
10　　16

100　120

80　　90

2　　　6

5・5　5。5

・　　1・2

．　　　十

十・2　　十

　・　十。2

　・　　　十

Nukanomehoncho

　47）　シカクイーイ群落　（水田耕作放棄地群落）（τaL　26・）

　　　研εocんαrεsωεc1曜rαひ」ππcπsθff郡8ω8　vaτ．　dθcεPεθ泥s－Gesellschaft

　水田耕作が，減反政策による放棄や作付転換のために停止されると，一時的に数多くの湿生草

本植物が侵入，生育する。その群落種組成は放棄後の経過年数や，残存する栄養塩類の量的差異

によって異なる。
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。夢欝解r

唄翼
　　　灘鑑纏

幽幽霧，

噛癖

蔽

難譲難寒

Fig．26．道路わきの水路に生育するマコモ群落。9月中旬でマコモ

　　　　が開花している。（糠ノiヨ本町　海抜220m）

　11n　kleinen　Graben　entlang　der　StraBe　wachst　die　Z～加〃’α／虚ゲbZノα．

　Gesellschaft（Nukanome－honcho，220m琶．　NN）．

　シカクイーイ群落は40～80cmの群落高で小形植物が集合して全体が密生状態となっている。イ

ヌビエ，エゾノサヤヌカグサ，ヒメシロネなどがやや高い植被率で生育するが，群落区分種であ

るイ，シカクイ，ホタルイ，ヤマイなどの小形カヤツリグサ科植物の植被率は低い。群落内には

さらにコケオトギリ，ヌメリグサ，コブナグサなどの小形植物もみられる。

　シカクイーイ群落の生育地は山間に造成された排水不良な水田を放棄した場所にみられる。

　シカクイーイ群落はすでに関東地方（鬼怒川河川敷）で報告のあるシカクィーチゴザサ群落と

よく似た種組成を有している。この植分は遷移が進むことにより，チゴザサーアゼスゲ群集をへ

てハンノキ群落に遮移するものと考察される。

：F．漂葉沈水草本植物群落　Wurze1面e　Schwimmも1attPflanze撫Gese茎1schaften

　48）　ジュンサイーヒツジゲサ群集　（Tab・27・一A）

　　　Brasenio　shreberi－Ny斑pkaeetuln　tetragonae　OkudainMiyaw3ki　1983

　水位：の安定した沼や，流速の遅い河川には浮葉植物や沈水植物による群落が発達する。生育す

る群落は主に水深と，水質により左右される。

　ジュンサイーヒツジグサ群集とみなされる植分が町内の原で記録された。ヒツジグサとセキシ
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Lf〔1．　Nr．：

Feld［Nr：

　　　　　Tab．26．　シ　カ　ク　イーイ　群落

君甜ooゐαノrゼ∫てσガ‘1z〃τε8－」2〃～α‘∫の～’∫μ∫var．漉。ψ諭z∫一Gesellschaft

Datum　d．　Aufn．（1982）＝

H6he　U．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Pr・beflache（m2）；

H6he　d，　Vegetatlon（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

通し番号

調査番号

調査月日

海抜高
調査面積

植生高
全霜被率

出現種数

　1　　2

TYS　YS

Trennarten　d．　Gesellschaft：

加Zα‘∫励媚5var．砒ψ’6〃5

　E♂eoOんα1・ガ3てσ∫ごみ～〃「α8

流〃2α’5sp．

　5〔ゴψz‘∫1LO孟α’冨

　凡〃めノー’∫りz∫∫5π肋’確P∫oα‘α

Begleiter：

　恥少8がα‘〃呂♂α∬～〃ノ♂

Aノ”〃L7層ατoη蝋燭’4～‘∫

M～’ご7鞠0吻9’～〃π励ノ3〃昭z〃μvar．♪・ら1∫彦‘zご1Lツz〃〃

3αccfo妙∫5ガノz砒αvar．0ノツ漁・η〃ノ’

E7’ど0‘140ατ躍ZO5α

群落区分種

　　イ

　　シカクイ

42　　44

9　　9
16　　17

200　390

25　　8

40　　80

80　　95

24　　23

　　　　　　　　　　　　；
・ウガイゼキシ。ウの一種i＋・2

ホタルイ

ヤマイ
随伴種
　　コケオトギリ

　　コブナグサ

　　アシボソ

　　ヌメリグサ

　　ナルコビェ

2・2

十2

i　1・2
i　．

1・1

十・2

1・2

　0

2。3

1・2　2・2

十・2　2・2

十・2　1・2

1・2　1・1

1・2　十・2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
出現1圏の種AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1，　E6肋置。訪♂oαごrκ5－9α疏イヌビエ3。4．　E2・ゴoc偲Zoπ

　ノη伽5’珈∫ヒロハイヌノヒゲ十・2，疏漉榔ノ〉ηπゐ5αアメリカセンダングサ十。之）～g寵α擁απ面8πoをη∫メ

　ヒシバ＋．矧〃zゐが5ら1臨‘麟彦加α々∫コアゼテソツキ＋・2．Lμ♂凝g如ρノη∫ケα‘αチョウジタデ÷L加ゐプπ∫α

　♪’躍ocκ〃めεπ∫アゼナ1・2．汲’∫∫’c如力mご％〃めθノz∫var．♂8z‘薦π疏αキツネノマゴ1・2．　Lθ8樗ぬ。ノツ20∫漉∫エ

　ゾノサヤヌカグサ3・4．刀〃ug〃z∫‘85αμ5‘ノ層αZ∫∫ヨシ1。LO6παη功θブαηαπf6αセリ十．E2”∫9εプ。π6αノzαゐπ5f5

　ヒメムカシヨモギ十，Eノ’∫ocα‘∠Zoπ1zo7z4∂8π∫θニッポソイヌノヒゲ十・2，理yρθノη∫‘κη36ノー8c’躍2zナトギリ

　ソウ，十．玉n2；1づ，coρμ∫〃忽αc齢αノzz‘∫ヒメシPネ3・4．∫b♂ツ9’oπ～〃π豆εろoZ4ガアキノウナギツカミ　2・3．

　H65’α1祝妙bZfαタチギホウシ十・2．　E～ψ漉。擁π〃L如z認8坦πκ〃zサワヒヨドリ1・1．　VfoZατ8ノ℃‘翻ぬツ

　ボスミレ2。2，出納「oooり，Z81rα〃3卯01‘αオオチドメ　2。3．珍ρ∫Zo6∫z4η3カ：yノγガ漉oZq♪1Lπηzアカバナ1。2．

　＆力診z65割fご1LZ〃－α8アブラガヤ1・2．q）少6ノ’κ5♂姫b7フノz∫∫タマガヤツリ　M∂5Zα読α酌6rα　ヒメジソ．1・2．

　諏ノzα∬∫θη厩∫クサイ！・2，1％砂z躍ぬプ海ツ加αノ三αミツバツチグリ1・2．助かαπ疏θ∫s加飢5∫∫ネジバナ十．

　A5’6r　gZ盈π∫∫var．1zOη40θπ5ガ5ゴマナ十．

調査地　Lage　d．　Anfn．：1．大立Ohdate，2，青井流Aoinagashi．

ヨウモの2種のみであるが，ヒツジグサは標徴種として，貧養湖沼という限られた立地に分布，．

生育する。

　高畠町の生育地は海抜320m，小形の沼で，水深は50cm内外である。隣…接する岸部には力号ス

ゲ群集が生育している。
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　49）　ヒルムシロ群落　（Tab・27・一B）

　　　PO加配oge毒0πd2S伽C加ε・Gesellscha蚕t

　前述のジュンサイーヒツジグサ群集と同じ池でより深い立地に生じ，ヒルムシロ1種で区分さ

れる。ヒルムシロは水田雑草として浅水中に生育するが，池沼にも生じ，浮葉植物群落を形成す

る。調査植分には他に共存種がみられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab，27．浮葉植物群落
　　　　　　　　　　　　Wurzelnde　Schwimmblattpflanzen－Gesellschaft

　　　　A　ジュソサイーヒツジグサ群集　Brasenio・Nymphaeetum　tetragonae
　　　　B　ヒルムシロ群落　　　　　　R）如〃3099θ彦。π4f∫孟’πo砺5－Gesellschaft

Spalte：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群集区分　　　　　　　　　　　　A　　B

G漁＆P「obeflache（m2）1 @　　　　調心積　　　　…69Deckung　d．　Vegetation（弩）：　　　　　　　　　　　植被率　　　　　　　　　　　i　40　80

A・t・n・ah｝・　　　　　　　　　　出現里数　　　　　i　2　1
Kennarten　d．　Ass，：

入砂〃ψんαθα励ugO7Zαvar．αノzg‘‘5孟α

　％μガ5ηθノ・∫αα5ど厩ガ6α

Trennart　d．　Gesellschaft　l

％’αη3098孟。π読∫”η6オπ∫

調査地Lage　d．　Aufn．：原Hara．
調査年月日　Datum：13．　Juni　1982．

群集標微種

　　ヒツジグサ

　　セキショウモ

群落区分種

　　ヒルムシロ

3・3

2・3

●

●

・1孤1

G　農耕地雑草群落を含む1年草本植物群落

　　Einj蓋hτige　URkrautgesc蓋1schaften（mit　Acker・紅皿δReisfe茎d・URkrautgesellschaften）

　50）　アオテンツキ群集　（Tab・28・）

　　　Fi無brisもylidet｛1m　verruciferae　M：iyawakie乞Okuda1972

　貯水池では盛夏，稲作への潅概用水の放出によってほとんど渇水状態となる場合が多い。貯水

池の岸部の植生は水位変動が激しいほど植生の定着は困難である。しかし，水位変動がおだやか

であれば，岸部には一時的ではあるが独特な植生が出現する。

　アオテンツキ群集は繧性の1年生草本植物で構成される植生の一つであり，渇水期を有する池

沼や，河川中流の岸辺に生育する。高畠町でもっとも大きい人造湖の蛭沢湖の岸部に生育するア

オテツキ群集はアオテンツキ，コアゼテンツキ，トキンソウ，ヒデリコなどの標徴種群の常在度

が高い。さらにアメリカセンダングサ，イヌタデ，ヌカキビなどのタウコギクラスの種も共存し

ている。群落体系上はアオテンツキ群集の典型亜群集に位置づけられるが，植分によってやや種

構成を異にしており，変群集レベルで下位区：分される。

　シロガヤツリ変群集はもっとも水ぎわに生育する。一方タマガヤツリ変群集のホタルイ亜変群

集はもっとも岸部に近い乾生立地をしめ，チゴザサ亜変群集はシロガヤツリ変群集との中位の立

地をしめ，各2つの下位群集はそれぞれの渇水期間の長さに対応している。
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Tab．28．アオテンツキ群集　Fimbristylidetumverruciferae
　　　　　典型亜群集　Typische　Subass．

　　　a　シロガヤツリ変群集　Var．　von　CyPerus　pacificus．

　　　b　タマガヤツリ変群集　VaL．von　Cyperus　difformis

　　　　　i　チゴザサ亜変群集　Subvar，　von　Isachne　globosa

　　　　iiホタルイ亜変群集　Subvar．　von　Scirpus　ho松rul

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　｛　i

b

Spalte：

Lfd，　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d。　Aufnahlne（1982）

H6he　U．　Meer（m）

Gr6Be　d．　Probefl議che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung（玉．　VegetatiOR（％）

Artenzahl：

群落区分

通し番号

調査番号

調査年月日

海抜高
調査面積

植生高
全野被率

出現種数

Kennarten　d．　Ass．　u．　Verb．：

　F乞〃めプゼ5砂Zf3τθ1フ・zκのノu

　C8π君ψ84αノ厩π∫ノπα

　％π廊♂〃ααノ～9露‘5彦〃わ々α

　昂〃めノゴ5砂Zf∫α8∫彦加α〃∫

　Eηめr’∫彦メお1πだ∫αcoα

Trennarten　d．　Var．：

　o少θノπ∫♪αc哲α4∫

　D棚晒α1ゴαα6～3‘28η漉ノ～5

Trennarten　d．　Var．：

群集・群団標徴種

　　アオテソツキ

　　トキソソウ

　　アゼトウガラシ

　　コアゼテソツキ

　　ヒデリコ

変群集区分種

　　シロガヤツリ

　　　　　　ず　　メヒシバ

変群集区分種

　　タマガヤツリ

　　黒船オナモミ

亜変群集区分種

　　チゴザサ

　　エノコログサ

亜変群集区分種

　　ホタルイ

　　チョウジタデ

　　ハ　リ　イ

　　　　　　　　オモタカ

随野幌

1 ii

　1　　2　　3　　4　　5　　6

TSTSTSTSTSTS
　89101112809／17　9／17　9／17　9／17　9／17　9／20

250　　250　　250　　250　　250　　270

1　0．5　6

25　　5　　30

70　50　85
11　　7　　14

6　　9　　4

20　80　30

90　95　60

16　18　45

　Cンρθプ～‘5読励1フπゴ∫

　xαη診hゴ配〃JCα刀α漉π∫8

Trennarten　d．　Subvar．：

　／∫α6んηθ9♂0ゐ0∫α

　5中置αノー∫ζzτカぜ6だ5

Trennarten　d．　Subvar．：

　5C∫ノアZ↓31ZO置αプμ∫

　ゐZ‘6た面9～αρ1¶05’1η君α

　E♂θ001～α2帽∫∫60ηg6∫’α

　3α9鉱如ノ¶fαかかbZfα

Begleiter　l

　B∫漉η5ノう’0π♂0∫α

　PbZ雌0／ZZ〃乃ZO／zgf∫8孟Z〃ノZ

　％π’α〃πう∫5μz6αな‘〃’

　β0疏ノゼ0砂θηπZ〃ノZオθπβ〃Z‘〃～．

　Bf6た1z∫’rゆα7「々’α

　ノ197鞠05廊∫α乃α

　E61Lカ～oo配。αcη‘∫一9αZ友

アメリカセソダングサ

イヌタデ

ヌカキビ

ハナイバナ

タウコギ

コヌカグサ

イヌビエ

2・2

1。2

●

●

3・3

1●2　202　十●2　102　102

。　　1．2　3●3　　十　 十．2

2●2　十。2　十．2　 1・2　　・

。　　　．　十・2　2●2　3・3

1●2　　　。　　　●　　　・　　2●2

102　十●2：　の

　　　　　き十　　十　：・

o

●

■

o

●

●

●

　十

1。2

　●

十。2

　0

　十

　●

●

●

●

●

●

●

　　　　　　　　　　　ず　　ず　　ガ　　れ　　ア　　コ　　コ　　ヒ　　へ　　　

●　　3●3　　1●2　　1。2　十・2：

　　　　　　　　　　　　：
●　　1■2　　1●2　　十　　　●　：

1　配　π　r　甲　”　一　一　一　h　油　醒　π　一　一　一　一　山　一　一　晒　欄　酌　r　π　T　T　　1

。i． 辷鼈?鞘千７；拶　。

　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。1十　　十　1　・
　　　　　　　L

●

●

●

●

十

十

●

●

●

●

●

■

o

■

●

　十

4・3

　十

十。2

　0

　十

　●

■

o

o

●

●

●

i4’4＋i
：十・2　2。2：

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ

：十・2　2・2：

11・2　十1
1　曲　　M　　闇　　圃　　．　　一　　一　　一　　噂　　一　　一　一　　1

3・3　十

3・3　十

1・2十・2

十　　十

十　十・2

■　　　　　　　　●

十　十・2

1・l

o

●

o

●

●

1回出現種　AuBerdem　je　eiHmal　in　Lfd．　Nr，1．　A～勿π源α♪ノ伽‘砂5ヨモギ＋．澱2毎¢8ノ’f5漉漉’cμZα’α
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　ヤクシソウ十．魚3：n’〃’∂ノ”5’」，Zお59～‘αノブ’05αアゼテンツキ2・2．　B’4θ〃∫ゐ～’8ノフzα’αセンダングサ十．　ln

　4：Ezψ110rうfα5砂fηαコニシキソウ十・2。　K～‘ηLηz8γo蛎α舘r∫α孟αヤハズソウ十．（魂）8r～据or疏05顔c1型麗s

　ウシクグ十．in　5：姦〃此ん〃呂4∫読砿。’ノ露卯。／wμオオクサキビ十．　Mωzoclloプ∠α7αg”zαZゼ∫var．ρZαη如g勿θα

　コナギ十・2。孟1∫5〃’αcα1～αZ∫σz‘1α6梶〃’ヘラオモダカ十．五881冨αノ砂。π’cαアシカキ十．玉117：L∫π漉7’π∫α汐2層oc・

　τ〃め6／z5アゼナ1・1．（捜ρθ耀55θノ’o”ππ∫ミズガヤツリ十．　E1尋∠ooαz‘♂oπ1LO’z408／z5θニッポンイヌノヒゲ十．

　E万9θ澱ノzα〃wπクロイヌノヒゲ1・2．」～〃～‘μ5測αZ々61Lガα〃z’∫ノ・リコウガイゼキショウ！・2．

Fundorfe調査地1－5ほrlhlrusawa　入蛭沢　6－lBirusawa－See蛭3ミ湖

．撚裟轟：：癩，

　　　　　　　　　　　　　　“罪臨譲鞄醗∴．
　　　　　一．燕撚．

懸

議講輪鉱譲、

　　Fig．27．渇水期の嚢底に生育する叢叢1年生草本植物群落

　　　　　　のアオテンツキ群集（鍵盤湖　海抜250磁）

Wahrend　der　Trockenzeit　auf　demτeichboden　wachsende　Zwergbinsen－

GesellschaftdasFimbristylidetum　verruciferae（Biruzawa－
ko，250m践．　NN）．

　51）　ウリカワーコナギ群集　（Tab．29．）

　　　SagittarioρMonochorie北u瓢　三M［童yawaki1960

　高畠町鷲ノロ及び小貝塚において，水田雑草群落の植生調査が行なわれた。

　高畠町における水田雑草群落は，本州，四国，九州に広く分布するウリカワーコナギ群集にま

とめられる。コナギを標徴種として，イヌビエ，アイバソウなどの大形植物と，オモダカ，キカ

シグサ，タネツケバナなどの小形植物により構成される。しかしウリカワはみられない。出現種

数は，8及び娼種である。
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Tab．29．　ウリカワーコナギ群集

Sagittario－Monochorietum
Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme（1982）：

H6he琶．　Meer（m）：

H6he　d．　Krautschicht－1　（cm）：

Deckung　d．王（rautschicht－1（弩）＝

H6he　d．　Krautschicht－2　（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）：

Artenzahl：

通し番号

調査番号

調査年月i三i

海抜高
草本第1暦の高さ

草本第1贋の植被率

草：本第2層の高さ

草本第2願の植被率

目轟現忌数

Kennart　d．　Ass．＝

M・π・ご1・・日曜9’παZガ5var．μ碑αg〃～6α

Ken且・u．　Tre鷺narten　d．　Oryzetea　sat玉vae：

　Eごん∫πoc140α　α忍∫一9α♂〃

5卿伽ゼα孟ノψ磁var．απ9～‘5ゆ♂～α

RoオαZα　ゼη4～Cα

　qγρθノ悌54伽1初ガ∫

ノv∫∫〃乙αoαノzα友α‘zα頗〃露

Sonstige　Arten：

　0ノツ㍑∫α馬脚α

　Cαノゼα〃めz6∫Z6溜405‘乙

　＆ご厚》z‘5てθ’oん～〃・α8

087～α7z彦1zりατα7ぬエ

　（擁）81忽5sp．

み〃2α∠∫姫4∫～45var．48ごψ’6ノ～5

　＆カψκ5〃∫απ9μzα診～45

　vαη盈躍ααπgz‘∫彦ヴb♂’α

　Lゴπ盈ηzfαが。α〃πう6π5

乙居ろ6Zfα（ゾ琵ノ～βπ5お

群集標微種

　　コナギ　　　　　　　K2
イネクラスの標徴種・区分種

　　イヌビエ

　オモダカ

　キカシグサ
　　タマガヤツリ

　ヘラオモダカ
その他の種

　　イ　　ネ

　　タネツケバナ

　　アイバソウ

　セ　　リ

Kl
K2
K2
K2
K2

1　　2

TS　Ts
33　　47

9　　9
19　　20

360　220

80　　70

60　　60

15　　30

5　　10

8　　13

GrbBe　d．　Probeflache言周i査面積1－2：25m2．

カヤツリグサ属の一．種

イ

カンガレイ

アゼトウガラシ

アゼナ
アゼムシロ

．Kl

K2
K2
K2
Kl
Kl
Kl
K2
K2
K2

1・2　1・1

十

十

●

o

十

i　4・4

　な

　士

1 ●

o

●

o

●

1・2

1・2

十

十

〇

4・4

十・2

　●

〇

十。2

十

÷

÷

十

（＋）

Lage　d．　Aufnahme調査地：Lfd．　Nr．1，2：Washinokuchi鷲ノ1＝1．

　52）　カラスビシャクーニシキソウ群集　（愛aわlg♂B）

　　　Pinellio　もeτnatae・Eupぬorb玉etu凱　pseudo・cha嫌aesyces］Miyawak11969

　高畠町西部は，最上川によってもたらされた埋積土の平地が広がり，おもに畑地として有効に

利用されている。

　これらの畑地に生育する雑草群落は，メヒシバ，イヌビエ，スベリヒユなどの1年生草本植物

によって構成される典型的なシロザクラスの町分である。高畠地の畑地雑草群落はカラスビシャ

クを標徴種として，本州，囚国に広く分布するカラスビシャクーニシキソウ群集にまとめられる。



72

通し番号6を除いては，よく耕され，除草が行なわれ，管理の行き届いた畑地である。娼現種数

は11～14種とほぼ一定している。

　カラスビシャクーニシキソウ群集は，ヌカキビ，カワラケツメイ，イヌビユ，チョウジタデな

ど，水田や湿性の立地に生育する草本植物を区分種とするチョウジタデ亜群集と，それらをもた

ない典型亜群集とに下位区：分される。典型亜群集の見られる畑は，長い間畑として利用されてき

た土地で，ナスやタバコが栽培されている。一方，チョウジタデ亜群集は，水田を転作した畑に

見られる。区分種としてあげられた種群は，水田に利用されていた時の残存種である。通し番号

6の畑は，以前には，ダイコンやサラダナが栽培されていたと思われが，現在は放棄されている。

出現種数は19種に及ぶ。1年生草本植物が多く，放棄されて間もない畑地であるが，すでにヨモ

ギ，ギシギシ，ツルマメなどが出現しており，いずれはヨモギクラスの群落に遷移していくと考

えられる。

　53）　ヒメムカシiヨモギーアキメヒシバ群落　（Tab・30．）

　　　βrε9θroπCαπαdθπ8εS冒DεσεfαrεαひεoZαSCεπε昌Gese玉藍schaft

　高畠町時沢では，山裾の緩斜面のブドウ畑の放棄地にヒメムカシヨモギ，アキメヒシバの優占

する植分が見られた。

　　　　　　　　　　Tab．30．　ヒメムカシヨモギーアキメヒシバ群落
　　　　　　　　　　Eブ～981ηノzごαノzα磁π∫ご5－D∫9∫彦αr～α沈。♂α∫c6ノ～5－Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号：TS－5．　　　　Nelgung傾斜：L．

H6he　a．　Meer海抜高：250m．　　Gr6Be　d．　Probefache調査面積：25m2．

H6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生高及び二二率＝150cm，100％．

ArteHzah1出現種数：13．

Trennarten　d．　Gesellschaft：

E万9εプ。η6αノ～α48／z3∫5

D∫g加がα窃。♂α5c召ノz∫

Begle玉ter：

　＆‘α’勉ルわ8万

ルノψ配6αψαβα君7ゴψθ’フ〃α

　Co〃〃7LβZゴηαω〃〃ノ呂～〃zご5

E万98プ01zαノ〃z媚∫

ん♂ツgoπz4〃掃07～9ピ∫8’～〃μ

＆‘α7毎ρツ。π060ノ泥α

A吻〃z競αρ万ηc砂∫

Rε〃πθ£o玩π∫ケb磁∫

Gθu加〃πぬ〃～δεプ9ガ

Egz6f58孟π〃露αプ㌘θノ～58

i乃ガbZ如π7砂87～5

群落区分種

　　ヒメムカシヨモギ

　　アキメヒシバ

随伴種
　　アキノエノコログサ

　　ヤフマメ

　　ツユクサ

　　ヒメジョオン

　　イヌタデ

　　オオエノコロ

　　ヨモギ
　　エゾノギシギシ

　　ゲンノショウコ

　　スギナ
　　シロツメクサ

4・4

4・4

2・2

十

十

十

十

1・2

十

十

十・2

十・2

十

調査年月日　Datum　d，　Aufnahme：17　Sept．1982，

調査地　Lage　d．　Aufnahme：Tokizawa，　Takahata－cho．高畠町i博沢．
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　ヒメムカシヨモギーアキメヒシバ群落の植生高は150m，植被率はユ00％となる。出現種数は13

種でヒメムカシヨモギ，アキメヒシバの他にヒメジョオン，オオエノコログサなどの1年生草本

植物と，ヨモギ，エゾノギシギシなどヨモギクラスの多年生草本植物が生育する。ヒメムカシヨ

モギやヒメジョオンは，耕作放棄畑地や荒地に先駆植物として出現し，しばしば大群落を形成し

ているのが見られるが，しだいにヨモギクラスの多年生草本植物群落に遷移するものと考えられ

る。

H　人工牧草地草本植物群落

K韮無stliche　Weiden・GeseHschafte皿

　54）　カモガヤーアカツメクサ群落　（雪ab・31・）

　　　1）αcf〃髭sσZoη陀rαfα鵜77rε’oZε配ηz　prαεθπsε一Gese藍jschaft

　高畠町の山足，丘陵部の緩斜面には，牧畜用の牧草であるカモガヤを中心に広く植え付けられ

ている。これらの植分は，カモガヤーアカツメクサ群落にまとめられる。

　カモガヤーアカツメクサ群落の植生高は30e殿で，植被率は80～85％である。出現種数は8およ

び13種と少ない。マメ科植物のアカツメクサ，シロツメクサと，ヨモギ，エゾノギシギシ，フキ，

ニガナ，ワラビなどのヨモギクラスやススキクラスの多年草本植物が随伴する。やや貧養な立地

で，人手が加えられなけれぽ，ススキ草原へと遷移する傾向が見られる。

　55）　ハルガヤーヒメスイバ群落　（Tab．32．）

　　　ノ4海舌ん0καπ孟ゐ麗7π0己ω・αfπ7π冒」Rπ7πθκαC8‘OSθZJα一GeseHSC薮aft

　福島県境に位置する鳩峰牧場（海抜800m）には広く人工草地が広がり開放的な景観を形成し

ている。この草地はカモガヤ，シロツメクサ（ラジノクローパー），ナガバグサを主体として草地

であるが，ハルガヤ（時に播種される）とヒメスイバが優占し，両種の出穂期である5月には，

赤褐色の花穂が緑の草地に独得な季観を示している。共存種にはオオヤマフスマ，ミミナグサ，

ヌカボなどがあるが，いずれも小形植物のため目立たない。家畜の集まるところではオオバコが

小群状に生育している。

　ハルガヤとヒメスイバは東北地方のしばしば同一立地の人工草地に生育する。その立地は尾根

部や急傾斜地などの乾生立地に限られ，貧養立地の指標植物とされている。また両者は河川敷：の

下地にも生育する。鳩峰は奥羽山脈の脊禦部に位置するため季節風の風衝作用を強く受けている。

ハルガヤーヒメスイバ群落はこの中で風衝作用を強く受ける北側斜面で，傾斜角が15～35。の範

囲にとくに優隠して生育している。東向の緩傾斜地ではカモガヤ，ナガバグサなどの生活力が強

くなり，播種牧草の繁茂地となっている。
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Laufende　Nr．：

Feld＿Nr．：

　　Tab．31．カモガヤーアカツメクサ群落
Dαcψメガ59’♂oノノ～θ1層α孟α一：乃’ヴb盈‘〃zノ）ノ闇α’θノ露5θ一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査番号

Gr6βe　d。　Probefl装che（m2）：

R6he誼．　Meer（m）＝

Expositio且：

H6he　d，　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

調査面積

海抜高
方　　位

植生高
植被率
出現種数

Tre鷺narten（1．　Gesellschaft：

　Dαc彦メガ∫gZoηz87’α‘α

　7》ガbZ∫～〃ノzρ1・α‘θ1z∫8

Begleiter：

　ノ12辱’8〃呂ゼ∫∫αρノ’～ノz‘ゆ∫

　1乃ガb〃z〃μア砂8ノ～3

伽7’ガ4加μασ～4勧z・槻var．　zα蜘∫α‘z♂‘ノμ

　Eプ∫98ノ¶0η6απα漉η∫∫∫

　E2’∫9θ噂0／ZαηηZ擢3

　麗孟α5露8∫ブ砂01zfcπ∫

　Rμ〃彦8エ0醜配5加Zf～45

　Pb砂90／ZZ〃μZOηg∫5θ如〃三

　Lo読〃’ノ甲〔ψβノZ5

　P比7－f∫ブ砂。πゴ6α

　血θゴ5融π’α‘α

群落区分種

　　カモガヤ

　　アカツメクサ

随伴種
　　ヨモギ
　　シロツメクサ

　　ワ　ラ　ビ

　　ヒメムカシヨモギ

　　ヒメジョオン

　　フ　　キ

　　エゾノギシギシ

　　イヌタデ

　　ポソムギ

　　コウゾリナ

　　ニガナ

　　1　　　2

　TYS　TYS
、　45　　57a

　100　　25

　　S　　S

　　5　　5

　30　　30

　80　　85

　12　　8

調査年月日　Datum　d．　Aufnah狙e：17，　Septe狙ber　l972

調査地　Lage　d．　Aufnahme：Aoinagash1青井流．

5・4　5。4

1・2　1・2

2・1

2・2

十

十

1・2

十

十・2

十

十・2

十

●

十・2

2・2

十

十

十・2

■

●

●

o

●

十
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　　　Tab．32．　ハルガヤーヒメスイパ群落
ノレ～‘1zoぼαη〃1ε〃～a　o40ノ・α如〃z．Rz‘ノπ鶴α‘8孟。∫〃α・Gesellschft

Lfd．　Nr．：

Fe1（1－Nr．：

謙駅ら：

GrδBe　d．　Probeflache（叉n2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

　　　　　一

通し番号　　　　　　1　1
調査粥　　　　ls。
　　　　　　　　　　　i・・

齢　　隈
調翻積　　　　11
植生高　　　　i20
鱒榊　　　i8・
繊現種芋　　　　　　　　i　9
　　　　　　　　　　　～

2　　3　　4　　5

SOSOSOSO
28　　　30　　　31　　　19

S　NW　W　NW
20　35　25　　5

4　　4　　2　　4
18　　　25　　　20　　　30

80　　　90　　　90　　　100

12　　　！1　　　13　　　14

Trennarten　d．　GeseUschaft二

　Rπ〃Z8露αC8孟0∫8〃α

　Aπ孟1zoκαノ～オ1耀〃zo40ノ・α’～〃〃

Gesate　Arten＝

　男’がb〃z‘〃’ノ書6μノ～∫

　Poαρrα彦8ノ～5ガ∫

　Z）α6‘：yZ∫∫9♂o〃～εノηオα

Begleiter：

　Mo6111伽9’αZα孟θノ’｛ズZoノη

　迎αノz診αgoα5∫α’∫cα

α’U纐‘〃’1z・Z・∫館。読∫var．αηgz‘∫’の〃～〃π

ノ19ノη廊c1ζ凹凹var．π～4ゐαゐ・

　孟9ノマ）∫薦α乃α

　Cαノー8zπ6ノ・ηα彦α

　Vセノ・01Z∫Cαα7・ηβノ～5～∫

　Lz襯4α6妙∫オα孟α

　G召rαπ∫z〃μオ1LZ〃め8／9～∫

　勲ノ・ακααρ1，1LOπ408／Z∫8

群落区分種

　　ヒメスイバ

　　ハルガや

播種牧草

　　シロツメクサ

　　ナガバグサ

　　カモガヤ

随伴種
　　オオヤマフスマ

　　オオバコ

　　ミミナグサ

　　ヌカボ
　　コヌカグサ

　　シバスゲ

　　タチイヌノフグリ

　　スズメノヤリ

　　ゲンノショウコ

　　ェゾタンポポ

5。5　3。3　　3。3　　3．3　　十

1●2　　3．3　4・4　4●4　一ト・2

2●2　2●3　 3●3　2●3　 2●2

2●2　1●2　　●　　2●2　十●2

2●2　　十　　　●　　　十　　4●4

　十．2　　十　　1●2　　。

　　●　　÷　　1●2　2．2

i．　＋　＋　＋

旨・2＋　・　・
i・＋・21・2・
　　・　　十　　十　　。

　　・　　・　　十　　十

　　・　　。　　十　　十

i…　　　　1・2

1…　　＋

1・2

1・2

●

●

■

●

●

曝

1。2

十

出現1回の種　AuBerdem　je　einmal漁Lfd　Nr．1。　Cα1裾。燗απ4㍑ヒメスゲ1・2，　A∫‘8ノ・α98ノ・α’o～漉∫var．

　ouα‘z‘∫ノコソギクー←，　in　2：P～απ酌π∫5砂6ノ「∂‘‘∫var．♂o／zg∫‘α砂4アε～‘∫カワラナデシコ＋，　in　3：蕊。プ∫∫

　4θ撹α如ニガナ十，in　4＝Mα£z6∫〃’fg～48〃fムラサキサギゴケ2・2，παη如go♂απ660Z磁αヘラオオバコ十，

　iH　5：ム91ゴη～oπ忽ブ昭）oηfoαキンミズヒキ1。2，　Rαノzz〃zcμ♂z‘∫ノ妙。／z∫cμ5ウマノアシガタ1。1，恥ρθrど耀ノμ

　θ1rθc孟z4〃zオ1・ギリソウ十，　Cαノで謬∫αclzαZ∫2～8π∫ガ5　var．αZ彦8プπゲZo7rαオオ幽イトスゲ十，　Pθ∫8／z∫”αノ｝でッη∫αηα

　ミツバツチグリ十．

調査地　Lage　d．　Aufn．鳩峰（海抜800m）Hatomine（800m鷲．　NN．）

調査年月環　Datum：12．　Juni　1982．

2．注目寸べき植物

　高畠町は植物分布の立場からは日本海岸側の多雪地に分化した植物によって特徴づけれる。多

雪地の夏緑広葉樹林を特徴づけるマルパマンサク，タムシバ，オオバクロモジなどが最も普通に

生育し，林床にはスミレサイシン，オオバキスミレなどがみられる。

　高畠町の植物相はこれらの多雪地型分布を示す植物を中心に，渓谷，断崖地，風衝地，湿地，
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河原など多様な環境下に多くの植物が生育している。以下に植物分布学的に注目すべき植物があ

げられている。

　1）　アベマキ　　Q昭rc粥槻rεαδ醗8　Bl・（ブナ科）

　アベマキはクヌギに似た夏緑広葉樹で，高さ15m内外に生長する。樹皮が厚いためコルクの材

料に用いられ，植栽されることがある。

　アベマキの自然分布は本州中部地方以西，四国，九州であり，朝鮮半島から中国にも及んでい

る。したがって東北地方の各地にみられるアベマキは薪炭材として植栽されたものである。高畠

町内にはアベマキの古木が多く，竹森のアベマキは高き30mに達し，属通り3．2～3．5mある。ま

た日向のアベマキも高さ30m，目通りが4．5mもある。いずれも東北地方としては稀な巨樹であ

るため，天然記念物に指定されている。

　2）　アイズシモツケ　　βpεrαεαcんα配αedr〃fo∬εαLi烈詮・var　pεZo8αHara（バラ科）

　高さ0．8～1．Om内外の夏緑性の低木で，根元より盛んに分枝して群落状となる。花は白色，6

月ごろ枝の先端部に小花を密集する。

　二種は本州の長野県東部から北海道にかけて分布する種であり，分布域はあまり広くはない。

高畠町内では岩谷堂のスギ植林地帯から南方の尾根に植生調査に向つた際，ブナ林の林縁部に突

出した断崖地で発見された。

　3）　カラ：コギ力エデ　　温。εrαjd鋤飢sθNakai（カエデ科）

　東北地方に普通に分布するカエデであるが，葉が卵形で欠刻状の鋸歯があり，花が穂状にでる

ので他のカエデと趣を異にする。生育地が湿原や水辺の湿性地であるため，生育量は少ない。

　4）　ウラジロイタヤ　　別名，コハイタヤ，ウラジロイトマキイタヤ

　　　　　　　　　　　　．4cθr　7πoπo　Maxi裏n．　var．　gε傭。麗7πHonda（カエデ科）

　イタヤカエデの変種で，葉裏無毛で粉白を帯びるのが特徴的である。本変種は東北地方のβ本

海側に主に分布し，やや稀である。高畠町内では夏緑二次林内に時々見出される。

　5）　ミチノククワガタ　　y砂。痂。α8cゐ瞬d’εαπαRege重var．6απぬε侃αMak．　form．

　　　　　　　　　　　　　加拠θπ加sαYamaz．（ゴマノバグサ科）

　高さ！0～20c田の多年草で，全草に綿毛をかむり，紫色の小花をつける。分類学上の位置は高山

植物のミヤマクワガタの変種であるバンダイクワガタの品種とされ，i町内観音岩がタイプ標本の

産地となっている。

　ミチノククワガタは観音岩，小湯山の花巌岩を基盤とする露岩地の岩隙や岩棚上に生育してい
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る。生育地は極端に乾燥するが，植物体の綿毛は乾燥に対する適応形態とみることができる。

　6）　アズマギク　　Erεgθroπ翫π励θrgだA・Gray（キク科）

　高さ20～30cmに達する多年草で5月頃に薄紫色の美花をつける。本宮はシバ草原などの開放植

生域に生育し，東北地方ではごく一般的な種であるが，自然草原の人工革地化が各地で進行しつ

つあるため，近い将来，本種の生育地も減少のうき貝にあう恐れがある。高畠町内では鳩峰草原

にごく普通に群生している。

　7）　ヒメサユリ　　刷名オトメユリ，サツキユリL醗π配凱bθ伽7πBaker（ユリ科）

　高さ20～30cmに達する多年生草本植物で，初夏桃色の美花をつける。山地生のものは～般に1

～2輪咲であるが，低地に生育してよく生長した株は一壷に4～5輪つけ，花色も濃い。

　本種は山形，福島，新潟県の山地部では普通の種であるが，日本全域からみれば分布域は限ら

れる。高畠町内には低地から高地に比較的多い。観賞価値が高いため，実生による球根栽培が有

望視される。

　8）　ジガバチソウ　　Lゆαr‘8んrωπerεFraach．　et　Savaも．（ラン科）

　草高10cm内外の地上生のランの一種である。花は小形で暗紫褐色を帯びるため目立たないが，

生育地は比較的乾生な立地で，夏緑樹林下の半陰状態にある。全園的に分布は広いが個体数はそ

う多くない。高畠町では小湯山のアカマツ林下でみられた。

3．高畠町の重要植生　　Reprasentative　wichtige　Pflanzengesellschaf毛en

　現存する植生は，森林植生，草本植物群落など，様々な類型の植生がある。これらの多彩な植

生は，それぞれの場所で，それぞれが異なった自然環境の中で生態系の一員として重要な位置を

占めている。したがって，本来は，植生の重要性に優劣等の評価がおこなわれるべきものではな

い。

　しかし，高畠町においても今後も，自然環境彩や植生の有効な利用を続けていかねぽならない

ことから，現存する植生の特性を認識し，とりわけ高畠町の自然環境を今後も維持していく上で，

より効果と重要性の高い植生を認識しておくことが必要とと考えられる。したがって，本項では，

高畠町の自然環境の保全上重要度の高い植生の類型とその特性が考察されている。

　D　マルバマンサクーブナ群集

　山地上部の自然林であり，ブナを優占種とする夏緑広葉樹林である。高畠塒の山地一帯の潜在

自然植生であり，郷土の山の自然林として保護育成されるべき森林植生である。

保護策：伐採を避け，くく自然の管理”に任せる。
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　2）　二三バク霞モジーミズナラ群集

　おもにマルバマンサクーブナ群集の代償植生として発達している夏緑広葉樹林である。二次林

ではあるが山地斜面の保持と地力保持のいわゆる治山治水の立場からも重要な植生である。

　保護策：20～30年淫乱で間伐をし，利用しながら保全していく。

　3）　カスミザクラー：コナラ群落

　山地低海抜地の夏緑広葉樹林。多くはマルバマンサクーブナ群集の代償植生として発達してい

る。高畠町の山地の低海抜地では，現在の粗放的管理下の持続群落，潜在自然植生とも考えられ

る。一定の利用下の低山地の治山，治水上重要な植生ということができる。

保全策：20～30年伐期で部分伐採，間伐をして，利用しながら全体として保全，維持する。

　4）　ジュウモンジシダーサワゲルミ群集

　山地渓谷部の自然林で，トチノキ，サワグルミの優占する夏緑広葉樹林である。林床には大形

のシダ植物が多数繁茂する。渓谷沿い低地，斜面の保全，自然景観保全に役立っている。

　保全策：伐採を避け，自然の管理に委ねる。

　5）　ヤマツツジーアカマツ群集

　低山地における針葉樹林であり，アカマツ，キタゴヨウの針葉樹が優占する。ヤマツツジーア

カマツ群集は，自然生のアカマツ林と二次的なアカマツ林の両タイプが認められる。これらのア

カマツ林はまたマツタケの繁殖地でもあり，保全：が望まれる。

　保全策：自然林は伐採を避け放置するが，二次林では適度に下草刈りなどの管理をおこなう。

4，現存植生（主要森林植生）の植生域と土地利用形態

　高畠町は町の全域が夏緑広葉樹林のブナクラス域に属している。高畠町中心街のある低地には，

常緑広葉樹のシラカシが垣根状や三木として比較的多数見られるが，いずれも植栽木であり，気

候的には，現存植生の植生調査結果から広く全域がブナクラス域に属すると判定される。今日高

畠町の，とくに低由地や丘陵，低地地帯は，果樹園，畑作地，水田，牧草地あるいは人工植栽林

として広く農林業的な土地利用が行われており，高畠町の残存自然植生はきわめて少い。しかし，

高畠町のほとんど最低海抜域にある文殊堂には，天然記念物としてブナの大木が今なお残存して

いることから，原植生としてはブナを含むブナクラスの森林植生が高畠町の大半をおおっていた

ことが理解される。現在の高畠町は，長期間にわたる多様な土地利用が続けられていることから，

現存植生の配分と土地利用形態の対応について模式的にまとめるのが理解され易い。

　現存植生の配分に，人間の干渉の種類と程度によって決まるものであり，現地ではかならずし

も，理論どおりに配列してはいない。しかし，人間の土地利用は，基本的には自然環境の有効利
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用の結果であり，決して無秩序ではなく，大きな法則性と方向性が底流している。以上の視点か

ら高畠町の主要な現存植生の配分を模式化すると，次のようにまとめられる。すなわち，現存植

生としての主要な森林植生の配分は，標高約300m以下に拡がる沖積低地では森林植生はごく少

ないが，ハンノキ群落，河川沿いのシロヤナギ群集，タチヤナギ群集のヤナギ林が発達している。

標高約300m以上，約800m付近までは，コナラ，ミズナラの夏緑二次林が分布している。とくに

低海抜地ではカスミザクラーコナラ群落およびヤマツツジーアカマツ群集が多く，高海抜地では

オオバクロモジーミズナラ群集が優占的である。さらに標高800m以上の山地にはブナの再生二

次林であるマルバマンサクーーブナ群集が発達しており，山頂域はキツネヤナギーヤマツツジ群落

などの低木林やタチシオデーチマキザサのササ群落など草原が広がっている。現存植生の配分に

ほぼ対応して，土地利用形態にも対応がみとめられる。すなわち，標高300m以下の低地には，

水田，畑作地の主要農耕地が集中しており，その他低地果樹園や住宅地，商用地と多様な土地利

用形態が集中している。また標高300mから約500mまでの丘陵，低山地では，ブドウ園を主体と

した果樹園が多く，一部では畑作地，牧草地が多く，また人工林としてアカマツ植林がもっとも

多く，秋にマツタケをはじめとするキノコ類の生育地として利用されている。

　標高500mを越える山地では，斜面の多くは急しゅんであり，土地利用の形態はごく限られてい

る。すなわち，スギ，ヒノキの人工林による造林が主体であり，その他は夏緑二次林が拡がってお

り，全体として森林植生によってほとんどがおおわれている。しかし，山頂域だけは，放牧地と

して利用されており，カモガヤーアカツメクサ群落などの人工草地やアズマギクーシバ群集，スス

キ群落などの草本植物群落が発達している。この放牧地も最近放置されている所が多く，タチシ

オデーチマキザサ群落，ムラサキヤシオーチマキザサ群落，キツネヤナギーヤマツツジ群落など
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Fig．29．低山地のとくに凝灰岩地帯に広く形成されたブドウ園（竹森　海抜300m）

　Weinberglan〔lschaft；an　den　tiefgelegenen　Berghangen，　besonders　auf　vulkaniscllen

　Tuffen，　ist　der　Weinbau　weit　verbreitet（Takemori　300m廿NN）．

低木群落が分布域を拡げている。

5．現存植生図

　高畠1町は南北にのびる奥羽山脈の酉麓に位置している。したがって町域全体が800～！000m内

外の脊禦山脈を背に，東から西に向う傾斜面が卓越している。屋代川，砂川がV鯛麺をきざみ，

下流部では扇状地や低湿地を形成しながら最上川に合流している。高畠町の中心部は屋代川の扇

頂部に立地している。

　山地部の植生は，起伏のはげしい地形を反映し，尾根部，山腹部，谷部と種類を異にし，とく

に尾根部は稜線にそって細帯状の植生配分を示している。一方低地部は水田耕作地が広がり，集

落が発達し土地利用形態は一般にモザイク状である。

　現存植生図は現地植生調査の結果をもとに縮尺1：25，000の白地図上に描かれた。用いられた

凡例は植物社会学的に規定された群落単位で示し，小面積で図示不可能の群落は，立地的にもっ

とも近い群落単位に含められている。また，凡例は自然植生（一部半自然植生を含む），代償植

生およびその他とし，森林植生から草本植生へ，高地の植生から低地の植生へと配列されてい

る。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81

　D　自　然　植　生

　高畠町地域は個人所有の土地が多く，古くから伐採，植林などの管理が進んでいるため，人為

の加わらない自然植生や加わりかたの少ない半自然植生のしめる範囲はきわめて狭い。残存の自

然植生は町の東南部の境界線に位置する豪士山や駒ケ岳山頂部とその稜線部にほぼ限られている。

この付近に残存する自然植生はマルバマンサクーブナ群集（多雪地：方の急傾斜地や乾生立地に生

育する夏緑広葉高木林）で，駒ケ岳北西面にまとまって残存するのが特筆される。マルバマンサ

クーブナ群集は高畠町の山地部全域の潜在自然植生と考えられる植生単位であるが，駒ケ岳をの

ぞく他の地域では竜ケ岳付近，文珠閣議地内にごく小面積で残存するにすぎず，他は古くから伐

採されて消滅し，すべて代償植生におきかえられている。

　マルバマンサクーブナ群集を潜在自然植生とする地域の渓谷ぞいの崩壊性斜面や谷底部には，

ジュウモンジシダーサワグルミ群集が生育するが，この群集の残存林分も駒ケ岳山麓部に限られ，

他に大滝付近に群集標欝欝のサワグルミが単木的に残存するのみである。

　山腹部の大部分はアカマツ植林やスギ，ヒノキ植林でおおわれているが，懇懇岩を基盤とする

Fig．30．山地の上部はブナの再生二次林で占められ，山］頁域は以前放牧地

　　　　として利用されたが，現在低木林となっている。駒ケ岳（LO67組）

　　　　から豪士峠方面を望む。

　Dle　obere　Region　des　Berglandes　nehmen　wiederverj琶ngte　sekundare　W銭1der　von

　旅gμ56プ6πα診αein，　Der　Glpfelbereich　der　Geblrge　wurde　als　Weide　genutzt．　Heute

　sind　d玉e　Fl註chen　oft　aufgegeben　und　dann　mit　Strauchern　bedeckt；Aussicht　vo漁

　Berg　Komagatake（1067m｛i．　NN）ill　Richtung　Gohshi。
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露岩地などにはとくにアカマツの自然に近い林分（ネズミサシーアカマツ群落）が発達し，小湯

山などに点在している。花嵩岩の岩国や岩棚などの極端な乾生立地にはミチノククワガターメノ

マンネングサ群落がネズミサシーアカマツ群落に随伴するように生育している。

　一方，竜ケ岳から豪士山にかけて，南北にのびる脊禦部は風衝作用，とくに冬季の北西風をま

ともに受けるため，夏緑低木群落（サワフタギーリョウプ群落）やササ草原の発達がみられる。

　鳩峰峠のヤマツツジやレンゲツツジを主とする低木群落（キツネヤナギーヤマツツジ群落）は

開花時の6月には美しい季観を示すが，この群落は風衝作用と家畜放牧の影響によって持続する

半自然植生であると云える。

　屋代川や砂川によって形成された谷底部や，これにつづく低地はことごとく農耕地に利用され，

自然植生域はきわめて狭い。したがって厳密な意味の自然植生はみられず，多くは発達途上の先

駆的な群落である。

　屋代川に造成された人造湖の蛭沢湖付近には，さまざまな湿生植物群落がみられる。とくに上

流側に位置するハンノキ群落の林分は，低地に存在する唯一の自然植生と考えられる。また同地

区にはシロヤナギ群集，タチヤナギ群集などの河畔林が池をふちどるように生育している。これ

らのヤナギ群落は最上川の河川敷にもみられる。さらに，湿生林に接してカサスゲ群集，チゴザ

サーアゼスゲ群集なども生育し，いずれも小面積であるが，護岸，水質浄化，生態系保持のため

の重要な役割を果している。

　2）代償植生
　高畠町域の各地に散在する自然植生域をのぞく大部分の地域は代償植生域であり，その面積は

全域の95％以上に達しているものと判定される。

　山地部の代償植生は植生図を一見して理解できるように，夏緑二次林（オオバクロモジーミズ

ナラ群集，カスミザクラーコナラ群落）とアカマツニ次林（ヤマツツジーアカマツ群集，ヘビノ

ネゴザーアカマツ群落およびアカマツ植林）が大部分をしめている。夏緑広葉樹二次林は薪炭材

やシイタケ栽培用として継続的に伐採をくり返される植生であり，萌芽力の強い多くの夏緑広葉

樹で構成されている。オオパクロモジーミズナラ群集は海抜800mより高地に分布し，低地にカ

スミザクラーコナラ群落が分布生育している。両群落域はともにマルバマンサクーブナ群集を潜

在自然植生としている。

　アカマツニ次期はおもに尾根部や花崩岩を基盤とする乾生立地に生育し，低海抜地でともに広

い植生域がみられる。当地方のアカマツ林はマツタケなどの高級菌輩を産零するため，観光資源

としても重要な役割を果している。

　山地渓谷部に植林されるスギ，ヒノキ植林はいずれも急傾斜地の多い地方で細帯状の分布を示

すが，岩谷堂付近では谷幅が広く，排水良好なためスギ植栽の適地となり，生長のいちじるしい

スギ植林が広がっている。林床には適潤地生のシダ植物や広葉草本植物が多数密生し，潜在自然
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Fig．31．山腹をおおう植林地の景観。急勾配で乾生立地のため山腹の

　　　　大部分はアカマツ植林でおおわれている。谷部に細長くスギ

　　　　植林が生育している（駒ケ岳山麓　約700m付近）。

Forstlandschaft　an　den　Berghangen．　Die　trockenen　stei互en壬｛ange　sind　mit

den　P切～‘548η5卯。㍑一Forsten　bedeckt．　Entlang　der　T益1er　wachsen　als　schmale

G琶rtel　die　Oツ卿’〃θrガの砂・厩α一Forsten（Fuβdes　Berges　K・magadake，　etwa

700m貢，　NN）．

植生のジュウモンジシダーサワグルミ群集を示唆している。

　山地部の植生が以上にのべたように，夏：緑二次林やアカマツ針葉樹林が卓越し，スギ植林域が

比較的狭いことは，i当地域が急勾配立地や乾生立地であることと多雪地という気象条件が加わっ

た，きわめてきびしい環境条件下あるものと推察される。したがって，現在町域の北東部や南部

で大規模な伐採と植林が進められているが，スギまたはヒノキの拡大造林が果して成功するか危

ぶまれる。

　一方低地の代償植生は水田耕作地（ウリカワーコナギ群集域）で代表される。とくに，西部低地

は最上川が形成した米沢盆地に広がる穀倉地帯の一角をしめている。また畑耕作地（カラスビシ

ャクーニシキソウ群集域）は二井宿，和田，金原などの集落にまとまって存在している。

　山織部の緩傾斜地はブドウ栽培が盛んで，独特な景観を示している。時沢，竹森，立石などに

とくに大規模なブドウ園が見られる。領斜地における土壌侵蝕防止の上で地被植物群落（シロツ

メクサーエゾタンポポ群落，ユウガギクーヨモギ群集など）の保全が必要である。

　低地に立地する社寺には発達した社寺林をもつものはあまりみられないが，各地に散在する屋
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Fig．32．豊かな森林植生におおわれた山地にかこまれた高畠町の田園地帯。

　Eine（玉er　typischen　Agrikultur↓andschaften　in　Nord－Honshu　mit　reicher

　Waldvegetatio醗n　Takahata－cho．

敷林にはケヤキ，ヤチダモなどの綾瀬地生の夏緑広葉樹が多い。また，時に常緑広葉樹のシラカ

シが生垣に栽植されている場合がみられる。

6．緑のマスタープラン

　高畠町は山形県の南部を占めており，最上川の上流域に形成された米沢盆地内に位置している。

この米沢盆：地地帯は西に月山，朝田岳，南に飯豊山，吾妻山，東に蔵王山のほぼ2000m級の山地

に囲まれている。広域気候的には大きく冬期多雪型の装本縁側気候域に属している。しかし2000

m級の山塊に囲まれた内陸盆地域に位置していることから，やや内陸的な特徴をも示している。

また地質的には，花崩岩や安山岩の火成岩類の他，凝灰岩，砂礫岩などの古期堆積岩類も面積的

に二分する程分布しており，植生や土地利用形態にも影響を与えている。また低地一帯は最上川

の支流によって形成された扇状地や沖積低地が占めている。

　このような高畠町の多様な自然環境に対応して，現存している植生もきわめて多岐に富んでい

る。すなわち，多彩な植生は，様々な環境要因が個々に，あるいは相乗作用した結果として，具

現したものとしてとらえることができる。したがって，我々は，この植生の類型の違いに応じて，

自然環境の保全，あるいは積極的な自然環境の利用（土地利用）や自然環境の復元について総合

的に計画していく必要がある。
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Fig。33．山麓の集落周辺に残存生育するブナの巨木。上　全形，下　高畠

　　　　町教育委員会による天然記念物指定の趣意書（新田海抜320m）
Erhaltengebliebener　alter　Baum　von　Rzg～が‘’でノ～αオα（oben）；d玉e　Tafeln　besage鷺，

daB　er　zum　6rthchen　Naturdenkmal　erklart　worden　ist（Sh玉Bden　320猟廿．　NN）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　und　Grundwasser　　　　　　St試dte
　　　　　　　　　　　盆eisfel（玉　　　　　　　　Obstgarten

Flg．34．高畠町における環境生態系のモデル

　Modell　des　Okosystems　von　Takahata－cho．

　1）　自然環境の保全

　高畠町は周闘を緑におおわれた山地によって闘まれてり，森林植生域と田園地帯，さらに文化

景観域とが調和して共生している。その点においては日本の首都圏や多くの工業都市などに比較

してきわめて恵まれた自然環境を備えた町であるということができる。

　高畠町の自然環境を植生の側から総合的にみてみた時，いわゆる原生自然ともいうべき自然植

生や国立公園，国定公園などの自然公園にひってきするような第一級の自然は，広域的に残存し

ている場所はない。したがって，例えば環境庁などで提示されている自然度などの植生の絶対評価

的な評価方法では，高畠町の植生は，一部を除いて，総体的に比較的低次の評価に位置づけられ

るかも知れない。しかし，高畠町の主要産業である一次産業部門は周辺に見られる山地の緑の自

然環境があってこそ，成り立っていることを再認識しておく必要がある。すなわち，高畠町の周

囲をかこむ山地に発達しているあらゆる植生は，低地や丘陵地の水田，畑地，果樹園への有機養

分の重要な供給源であると同時に，雨水を蓄積し，後に地下水等として町民の上水道源や農地の

かんがい用水として不可欠な水量を維持供給している。その他に植生は大気，水質の浄化などで

多様な緑地効果を発揮し，生態系の基盤としてもっとも重要な位置にあるといえる。

　以上のような高畠町の生態系の基盤としての緑としてとらえられる植生は，たとえ第1級の原

生自然植生に限らず，二次再生萌芽林，低木林あるいはアカマツやスギなどの人工林であっても，

それなりに重要な環境保全機能を有する植生として評価してゆく必要がある。

　高畠町’に現存するあらゆる植生を生態学的視点を通して評価し，現在ある植生を効果的に保全
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することにより，高畠町全域の自然環境の効果的な維持，保全をはかることができる。また一方

現在ある植生を，より高次元で質の高い植生へと発展させてゆく努力も惜しんではならない。

　すなわち具体的には，山地森林帯は，材木の生産などの生産緑地として有効利用する。自然林

の保護育成につとめ，大規模な森林域の喪失を避けるようにし，全体として常に森林域が圧倒的

な面積を占める地域として維持する必要がある。すなわち，森林の基本的特性である環境保全機

能と水源湧養機能を保ちつつ，用材生産，レクリエーション基地，教育の場としての利用を主体

とすべき地域である。次いで低山丘陵地域は，果樹園や畑作地あるいは牧草地としてさらに集約

的な土地利用もおこなわれる地域になる。しかし，ここでも急傾斜地や尾根部を中心に，人工林

や二次林などの比較的粗放的利用にとどまる森林植生が各地に適切に散在するように，自然環境

の違い，土地生産力にあわせた有効で効率的な土地利用が望まれる。

　また低地地帯で，現在すでに水田，畑地，牧草地の他，住宅，集落地としてもっとも高度な土

地利用がおこなわれている地域である。したがって，これらの低地地帯では土地の潜在生産力に

応じた土地利用と効率的で快適な市民生活が営まれるように適切な都市計画に基づき，積極的に，

より豊かな環境づくりとしての縁地の創造をすすめていく地域として位置づけられる。

　2）　緑の環境創造

　人間による様々な生活，生産活動は，必然的に現存する植生に重大な変化，あるいは消失を余

儀なくさせる。とりわけ最近の科学技術に裏づけられた大型機械等による植生の破壊，自然環境

の画一化は急速に進み，一部では我々の生活基盤としての緑の環境そのものが消失する重大な状

況が生じている。しかし，人間はまた野州の基盤として，どんな場所においても最少限以上の緑

の豊かな自然環境を必要としている。したがって，周辺域にまだ緑の山が残っていると思われる

高畠町でも，住民の生活域と生産地域が集中している低地を中心に，より豊かな生活環境を屠ざ

して積極的に緑の環境作りが望まれる。ここではとりわけ，道路周辺，病院，学校，グランド等

の公共施設周辺を中心に緑の環境創造について例示された。

　　a）　潜在自然植生域と植栽可能樹種

　自然における植生は，その土地の気候，風土等の様々な環境条件に対応して生蕎，発達してい

る。すなわち，生育する個々の樹木や植生は，その土地の環境条件の違いによってそれぞれ異な

っている。したがって，この高畠町における緑化，緑の復元計画に際しては，高畠町の自然環境

に対応した，気候風土に合った樹種によっておこなわれなければならない。すなわち，高畠町で

おこなわれてきた現存植生の調査結果から理論的に推定された各潜在自然植生域に応じて，その

群落構成種群の中から，植栽樹種を選定していかねぽならない。また一般に広く利用されている

園芸品種などの植物は，マント群落やソデ群落として，あくまで従属的利用が好ましい。
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　　　　　　　Tab．33．ヒメアオキーブナ群集域の緑の環境創造適性植物一覧表

Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　fUr　das　Aucubo－Fagetum　crenatae－Gebiet

将来高木層を形成する種　面tder　Zeit　hoch　wachsende　Baumarten

　　ブナ　Rzgz4∫σでπα∫α

　　ミズナラ　Q‘‘oπ：κ∫〃♂o／z9’o♂∫ごαvar．9ノ¶o∬6501’m彦α

　サワシバ　Cαψ加‘5ωノ層ぬ碗

　オオバボダイジュ　乃〃α〃～α劣∫耀。騨た認αノ～α

　バクウンボク　3りrα必06α∬彪

　　ヒトツバカエデ　ノlcθ’僧州内ツ♂z〃π

　アオダモ　乃』α鋭πz‘5Zαノ粥9・’ノzo5α

　ハリギリ　及冨0ρα7zα忽ρ∫砿μ5

　シナノキ　丁田αブ妙侃此α

低木層Straucher
　オオバクロモジ　疏π漉ノ㍑Z‘〃め〃α‘‘五var．

　　　　　　　　　　　　　〃’（〃πみノππααノα

　　ヒメアオキ　Aπαめαブ砂。π∫‘αvar・δoノ’8α♂∫5

　ハイイヌツゲ　IZ6必6ノ’8／zζz’αvar．ρα♂z‘4∂3α

　ハイイヌガヤ　　C診1漉α」砿α鋭’51配ノ嫡ノ8加g’如〃短

　　　　　　　　　　　　var．ηαノZα

　ヤマツツジ　Rん0♂040π4”0πたα8〃4ゾ診痒

　ホツツジ　：乃ψ麗αz8～αρα7zノα‘伽如

　ハナヒリノキ　ゐα‘co疏088’1’α）｝αノ～αvar．

　　　　　　　　　　　　0みZOπgの々α

　　コrマコ・ミ　　E～∠0／Zツ〃〃‘∫　αZα’麗∫　var．曜）’（ノブ～45

　パイカツツジ　Rん0♂0盈π4ノー0π∫θ〃パδαプゐα甜〃‘

イタヤカエデ　ノ1ご8ノ・ノπo〃。

ヤマモミジ　Acθ1’ραZ〃厩彦z〃πvar．ノ〃認5μ〃3～〃・α8

ハウチワカエデ　Aぐ。’ゴ砂。癖α〃π

トチノキ　　Aε∫α躍π5禽〃一飯πα’α

オノオレカンバ　B認巴‘Zα5ぐ1L〃3∫漉～～

エゴノキ＆ツ1’α二じブ4ρoπ比α

ウラジロノキ　50ノ’6Z∬ノ畷）oπ～cα

ミズキ　Coノブz’4∫oωz”一〇uω・5α

ツルシキミ　級ガ〃〃ノどαゴ＠o〃廊αvar．加砂フノ昭読α

　　　　　　　　　f．プψ8／z5

オオカメノキ　腔うZ〃フZμノπプ滋プ侃診‘〃μ

ミヤマガマズミ　y∫観〃フ躍1μτ御ゼg1ぬ∫

エゾユズリハ　Dご4＞伽ψ1姻♂Zz〃π1πα6r（ψ04～〃πvar．

　　　　　　　　　　乃z〃ノπz6

ヒメモチ　πθ躍♂甜cooぬぬ

ウラジμヨウラク　M8／z厩85如刀沼髭耀。ノ㌃エ

ムラサキヤシオ　Rho4∂漉π凶80π認6ノ’θoん認

エゾツリバナ　Eπ07z5，〃耀∫o必M）ノz5〃z，∫var．

　　　　　　　　　　”呂α9フZ㍑∫

ムラサキシキブ　C直航。αψαブ妙01z加

ノリウツギ　五τツのηη9甲8α1）αノZ記Z4αごα

　　　Tab．34．ジュウモンジシダーサワグルミ群集域緑の環境創造適性植物一覧表

Uberslchtstabelle　der　geeigneten　Arten　fUr　das　P　o　lysticho－Pterocaryetum－Gebiet

将来高木摺を形成する種　mit　der　Zeit　hoch　wachsende　Baumarten

　サワグルミ　P如406α7二yα沈04bZfα

　　トチノキ　　ノ18∫α6髭45た〃わ∫ノZζ雄α

　オヒョウ　αノノ沼∫Zα6加f磁α

　ホウノキMα9’π0あα0ろ0妙彫α

低木層Straucher
　ハイイヌガヤ　C4》ゐαZo診αぼ～¢∫1zα7フ¶∫7zg”oπ∫‘z　var．

　　　　　　　　　　　　’．～αηα

　　ウリノキ　　孟Zαπg∫π〃匹ρZα彪π4b♂∫z‘〃J　var．オr∬oδz〃～z

　ハナイカダ　漉たu加g如ブζψo痂ごα

　バイカウツギ蹄fZα漉♂ρ1L鰐3磁5z〃1’∫

　　ゴマギ　　V記磁η～z〃乃∫惚∂oZ4銘

ミズキ　　Co〃zz‘∫60πケ。耀1’5α

ニガキ　P～‘ノ』α5〃雄σ～粥∬め∫盈5

ウワミズザクラ　1）7W．～Z∬gノ『αッα2Zα

オニイタヤ　Aご召1¶〃30／zo　var．αノノめ∫9‘弼〃’

オオバクロモジ　ゐ測試’ππ〃めθ♂Z磁αvar．

　　　　　　　　　　　　〃昭〃z∠η一αηαご8α

サンショウ　Zαノzオ1zoηZz〃πρψ8ノゴ彦柳μ

ミヤマハハソ　M8♂∫05規αオ8πμお

エゾツリバナEz‘OZ’ツ〃呂螂・エ：妙毎伽∫var．

　　　　　　　　　　”’ζzgπ麗∫

メグスリノキ　五ご81帽π漁0βπ∫8

草本層Krauter
コタニワタリ　P／zツ〃漉∫5ご。砂ρ8π6ノー加珊

ジュウモソジシダrbZッ漉訪z‘ノπ彦ノψ孟6140〃

コンロンソウ　C々ノ闇ぬ〃乙加8Z6κ0αノ2疏α

オシダ　D7ヲ（ψ’0万5θ’α∫説1’h舵0〃Zα

ミヤマベニシダ！）1ツ（桝θノお〃ZO漉’oo蝕

クサソテツ　八4ヒZ泥6鷹6ぬ∫”層Zぐ彦んf（ψ詑擁∫

オクノカンスゲ　（溜で灘プb”0豆∬∫ノπα

タマブキ　　Cα6αZ如ル’カ1鞠α｛吻Z∫α

ミヤマカンスゲ　Cα’”8諾40Z飴ho5’α‘ん）1αvar．

　　　　　　　　　　　　9♂αゐ81γガ〃～α

クジャクシダ　　五読αノ～彦雄πρ84αな4ノπ
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Tab．35．カスミザクラーコナラ群落域の緑の環境創造適性植物一覧表
Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　fUr　das　P1一～侃‘∫uα・θ薦π廊く）μθノr偽∫

581γα‘α．Gesellschafts．Gebiet

将来高木層を形成する種　mit　der　Zeit　hoch　wachsende　Bau鵜arten

　コナラ　Qμεブα‘∫∫8〃’α彪

　　ミズナラ　Q麗6ノτκ5”勘～goZ∫ごαva「・91¶0∬8∫8ノγα’α

　カスミザクラ　Pプ姻μ∫Uε1で6κπ廊

　アズキナシ　50ノわ照α玩のZ如

　コハウチワカエデ丑‘81・∫∫6∂日読αημ〃‘

　ナナカマド　501’6μ5co”z1疵」じ如

　ホウノキMα91zo々α0δ0ηα如

　ヤマモミジム081’1）α助雄競ノπvar．〃雄雄〃～直～〃・α8

　　ミズキ　Co／7z鰐oo漉ブ。η8ノ’5α

　ハリギリ　Kヒ泌9」クαηα露’∫6顔∫

　オクチョウジザクラ　P1層z‘πz‘5砂8孟α♂αvar．ρ’♂o∫α

　イタヤカエデAごε1遍アμo／zo

　コシアブラ　　．A（｝αノ蹉ゐ9♪くzπ6z諾∫o∫α401）んツπoたた5

　ケヤキ　Z8洗。ηα56ノγα砲

低木層Straucher
　タニウツギ　賄ガ9ぞ如ゐ。惚ノ～∫お

　レンゲツツジR加ゐぬηみ・πブ砂ω漉ε〃π

　ヤマツツジ　Rん04θゴ8π諭”oπんαθ灘がη’ご

　ウゴツクバネウツギ五6θZ如ψ諺ゐ認磁αVar．

　　　　　　　　　　　　　　　　∫犯ノZOρんメ♂α

　ハイイヌツゲ　1Z8即ごノ’8πα孟αvar．1）αZz‘405α

　エゾユズリハ　D砂加～1鍛躍彦‘〃z1肥‘1砂。磁1μvar．

　　　　　　　　　　　んμ〃呂だ8

　ヤマボウシ　Co’フ観∫ん。～4∫α

　ハナイカダ　施伽勿9ぬプ砂0痂Cα

　サンショウ　ゐ7雄ん。η♂π規ρψ6ノ闇琵～”π

　バイカウツギ　　Pみだα鹿部hμ55α麓泓〃亮

ウワミズザクラ

マルバマソサク

リョウプ

アオハダ

アカマツ

エゴノキ

アオダモ

シナノキ

　　　　Pr～‘πz‘39ノ帽αツαπα

　　　　艮τ〃Zα〃昭Zガ∫ブ砂0πガCα

　　　　06オ麗5αオα

cz6孟ん1遼うαノーろかπ6プη’5

π6謬〃耀Cノ噂01＞04α

1）ゼπZ6∫漉η5耀07U

5差：y1U£ノ0ρ02Zゼ‘α

万》一6Z∬加μ∫♂απ泓g〃ZO5α

乃Zガαブ砂0加6α

var．

オオバボダイジュ　卿〃αノμα恋規。τびた漉αアπz

ウリハダカエデ　Ac67』ア闇ψノzβ1’肥

クリ　　　　　Cα∫彦απθαcプ8παオα

シラカシ（低地のみ）

　　　　　◎‘8ノτμ∫蹴yノ曹∫ごノzα4b磁（nur　im　TieHand）

ミヤマガマズミ　　V乃μ〃～〃氾τ翻ゴg乃’ガ

オオバクロモジ　窃π6記’泣z4ηめθπα如var．

　　　　　　　　　　　〃診6〃」ゐブαπα（78α

タムシバMα9／z・磁5α傭4b磁

ツノハシバミ　Co1ヅ～655飽60Z♂∫αノzα

ヒメアオキ　Az‘czめεノ瑠）oη此αvar。ゐ。ノ層8αZお

コマユミ　Eμ0πツ〃zご‘5認α薦3var．曜〉’げノ’κ5

ムラサキシキブ　Cα観‘α1ψαノ4ρo痂侃

ミヤマノ、ノ、ソ　 ！レ1診♂ゴ05ノノZα’6ノ～Z4∫∫

エゾツリバナ　Eπ0ノ～ツ〃臨∫αじ）瑳）1zツ〃κ∫var．

　　　　　　　　　　’ノzα9π郡5

　　　　　　　Tab．36．ハンノキ群落域の緑の環境創造適性植物一覧表

Ubers｝chtstabelle　der　geeigneten　Arten　fUr　das／1〃zμ5ノ妙。π∫cα．Gesellschafts．Gebiet

将来高木層を形成する種　mit　der　Zeit　hoch　wachsende　Baumart

　ハンノキA伽∬ブ妙ω漉α

低木層を形成する種　Str漁cher

　　ミヤマイボタ　ゐガ9’μ5彦7’‘〃乃郎‘1即’zo5飯ピ

　ヤマウコギ〆1cαη彦ん砂αノzα∬印加05郡

　ハイイヌガヤ　　C診1）11α♂o酸必z∬んα1』1’加g彦。ノ～fαvar，παπα

草本層を形成する種　Krautart

カサスゲ　Cα紹コじ漉ψ配α彦α
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　b）　マント群落とソデ群落の利用

　森林植生が草原や湖水など開放景観域と接する場合には，自然では森林植生の辺縁部をふちど

のようセこ低木群落と草本植物群落が発達する。この群落は森林植生に対するマント群落，ソデ群

落とよぼれている。マント群落は陽地性の低木類やつる植物などによって構成される低木群落で

あり，ソデ群落は，マント群落の外縁に発達する陽地性の草本植物による群落である。これらの

マント群落，ソデ群落は森林植生内に強い直射1ヨ光や風の吹き込みを防ぐことにより，森林内の

環境条件を一定に保ち，結果的には森林植生そのものの保護保全を果すという機能的役割もにな

っている。したがって，現存植生の保全策の一環として，また新たな緑地形成に際しても中心緑

地の両サイドにマント群落，ソデ群落を帯状に形成する配慮が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　将来像

1　ソデ群落
l

　Sau田一
トl　　gese正lschaft

曽

粛
麹錘；牟1
　　　　・　・　’　　。　　　●　。1。　　　　’

　　　　1　　　　　　　　　－
　　　　　1　マント群落　　1

　　　　⊥Man・・払＿L＿＿
　　　　　旦　　gesel正schaft

：二　　苗本による植栽初幻1

・．…　　　騨　　＝．．・　；、、　　・㌦。．
・鴨聾　　　●・，　　　。　o　　■　・　　　♂○

●●　　　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　●．
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　　　Fig．35．緑地のソデ群落とマント群落の配列と機能
Schematisch　dargeste1】te　Saum．　und　Mantelgesellschaft　und　ihre　Funktion。
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　3）緑地の形態

　緑地ができるだけ高い環境保全緑地効果をもち，また緑地が自立存続し，持続的に多様な機能

を果さすためにも，緑地は密度の高い森林形態と構造をとることが望まれる。高畠町内でも，と

りわけ豊かな緑が望まれる低地や丘陵地の土地利用の盛んな地域では，緑地として利用できるス

ペースも少ない場合も考えられる。しかし，このような最小面積しか確保できない場合でも，樹

林形態の最小型であるピラミッド型（Fig．36－a）の形態の緑地形成が可能である。また緑地とし

ての利用面積がより広くとれる場合には逆U字型（Fig．36－b）や台形型（Fig．36－c）のように順

時，ピラミヅド型の側片を平行した時にできる広域緑地の形態をとることが望まれる。

ノ

／

の、

！　、

訴
、

・：ピラミッ門　　　　　b．逆u字型’　　　　　　c．台形型
Pyramiden・Form　　　　　　　　　　Umgekehrte　U』罫or職　　　　　　　　　　　　　　　　Trapez－Form

　　　　　　　　　　Fig．36．緑地完成時の緑地形態

　　　　　　Formen　der　gut　entwickelten　zuk菰nftigen　GrUnanlage．

／

　4）　緑地地盤の形成

　緑地形成の成否のひとつには，植栽すべき樹種の選定にあり，土地の気候風土に合った郷土種

を選ぶ必要がある（2）一a）参照）。またもうひとつには，植栽すべき地盤の適性な造成が必要で

ある。植栽地が，自然土壌や畑地の富浦土壌が多くある場合には，大きな問題はない。しかし土

地造成やたび重なる土地利用によって表層土が失なわれている場合には，外部から有機質に富ん

　　　　　　　　　表層土Mutterboden勾配1：N
N・ig・mg　　　　　土留めB。d。。h、lt

h（ml 高さ

Hδhe

幅B（m）

　／

　基盤BasiS

排水溝
AbfluBgraben

Breite　des　Damms
b（m）

　　　　　　　　　　Fig．37．植栽地盤の標準形状模式図

Schematische　Darstellung　der　Damm－FormeR　fUr　die　Pflanzung　von　Umweltschutzwaldern
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Tab．37．マウンドの幅と比高との関係

Verhaltnis　von　Breite　zu　Hdhe　der　D註mme

幅（B） b h 1：N

10m
20

30

40

50

100

5m
10

15

20

25

50

0．5～1．Om

1．0～2．0

1．5～3．0

2．0～4．0

2．5～5．0

5．0～10，0

1：1G～1：5

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

～1〃

だ黒色の表層土を客土してくる必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　
　また，植栽地盤をマウンド状の形態に形成し，排水を良好にして根腐されなどのおこらないよ

うな配慮が必要であり，土壌改良が望まれる。

　5）　植栽苗木と植栽

　今日，政府をはじめ各種の官公庁も緑の国土作りのキャンペーンをくりひろげ，国民の緑作り

の意識も高まりつつある。しかし，実際実施された緑地は外来樹種や品種改良された花木類ある

いは用材木用など，苗木としても大量生産された単一種が画一的に植栽されている例が残念なが

らまだまだ多い。これら外来樹種や園芸品種等は時にはその土地の自然環境に合わず，枯死した

り，害虫の発生をまねき，常時管理の手がかかる結果となる。また，周囲の特有な郷土景観と著

しい不調和感をもたらすことにもなってくる。したがって植栽木は基本的には先に掲げた潜在自

然植生の構成種の中から選出する必要がある。またマント，ソデ群落部分に利用する花木類も，

極力，潜在自然植生種（自生種）に類縁の種を選ぶ必要がある。

　しかし，ここで問題は，潜在自然植生の構成種として掲げられた植物は，従来造園業者が大量

に生産していない場合が多かった。したがって，実際の植栽時には，いわゆる山採りという形で

苗木，成木を調達することになる。この場合には，山採りによって新たな自然破壊につながらな

いように留意する必要があるのは当然である。

　最近では，日本各地の潜在自然植生の主要構成種の苗木をポット栽培によって大量生産がおこ

なわれるようになってきている。したがって，あらかじめ，計画段階で植栽苗木の選定利用が決

まれば，必要な苗木をポット栽培によって大量に生産し，緑化施行時に間に合わせることも可能

になってきている。

　また，公共的緑地の形成に際しては，万民や児童，生徒たちがみずからの手で植栽することも，

自然教育，環境教育上も必要であり，ポット苗木利用の場合には，植栽時に富民参加が容易にで

きる利点がある。
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　　　　　　　　　〈将　　来　　像＞

　　　ZukUnftiges　Bild（8～12　Jahre　nach　der　Pflanzung）

　　　　　Fig．38．広域緑地形成の例
Beispiel　f貢r　die　Schaffung　des　erwarteten　Gr伽s　f荘r　eine

Heimat　f蔭r　den　Menschen　selbst　und　die　Bloz6nose．

　6）　緑の環境創造の具体例

　　a）遺跡・史跡と緑

　高畠町は「遺跡のまち」としても有名である。主なものに日向，大立の洞窟，一の沢洞窟，清

水前古墳などの古代遺跡がある。また安久津八幡宮三重塔，亀岡文殊など歴史時代の交化財も数

多く残されている。高畠町ではこれらの遺跡を活用し，郷土文化財の保全と教育，観光を兼ねて

全体を歴史公園として整備しつつある。

　遺跡，史跡を保護する際には，ただ単に史跡自体の保護の他に，それをとりまく周辺の環境保

全，整備が必要となる。すなわち史跡を人々が訪れる鼠的の一つに，その地域の気候，風景，住
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民の中に自分をおき，その地の歴史を語るものを感じとることにある。史跡整備の留意点として

以下の点があげられる。

　L　史跡は詳しく説明されなくても大体のことがわかるように整備されていなけれぽならない。

　1．史跡は過去への思いを助けるような雰囲気をもつべく整備されていなけれぽならない。

　1．史跡の全体および部分は，それぞれ元の機能にそって整備されていなければならない。

　1。史跡の出入口は復元的に整備されていなけれぽならない。

　以上に示されるように，史跡をとりまく景観など史跡へのアプローチとしての周辺環境が，そ

こを訪れる人々の印象や受け入れ方に大きな影響を与える。この周辺環境を形成する重要な要素

のひとつが植生である。

　現在，遺跡・史跡は観光資源として利用されることがあるが，単に便利さや快適さを追求する

あまり近代的施設と遺跡環境との不調和が起こりがちになる。高畠町においては，とくに歴史公

園として遺跡と景観全体が調和するような環境づくりがなされなければならない。

　次に具体例をあげる。

　〈遺　跡〉

　緑のマスタープランの基本理念にそったうえで，とくに雰囲気づくりを中心として，外来種の

　　　　　媛翻鷺r慧
難蕊鯉講蕊

油蜘

磯戴鶴。＿轟離鵜轟騨輪編繍郵麟締蜘蜘轟

驚勢稽

　・一一轟梱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鑛禽晦蜜搬熊∴／蜜需耀夢繋霧魏難
Fig．39。安久津八幡宮の三重塔。周辺の植生（主にカスミザクラー

　　　　　コナラ群落）とよく調和している（安久津　海抜237m）。

Dreist6ckige　Pagode　des　Buddha－Tempels　Akutsuhachimangu，　die　in　dichte

VegetatioH，　aus　der　P剛ππ5　uθ1で6耀～磁一Qμ87ro郡5∫8プrαごα一Gesellschaft　und

anderen　besteht，　eingebettet　ist（Akutsu　237m貢．　NN）．
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植栽はさけ，古代の生活とかかわりの深い樹木であるコナラ，ミズナラ，クリ，トチノキなどを

植栽する。

　〈史　跡〉

　亀岡文殊，玉竜院は社寺林をもっているため，その植生保護に努めることで史跡との調和が保

たれる。八幡宮の三重塔は高畠町のなかでも観光地のメッカとしての観が強い。三重塔の正面脇

は現在サツキ，サクラで単一化され，景観的に不自然なものとなっている。このような場所も遺

跡と同様に環境の調和がなされるべきである。ここでは仏教とのかかわりのあるオオバボダイジ

ュ，シナノキなどの樹種の植栽が望ましい。

　また犬の宮，猫の宮は，スギ，ヒノキ（植栽）によって小さな森がつくられているが，まだ空

間があるために提案として，それぞれにイヌ，ネコのつく自生の樹木を植栽するのも面白い。

　例）イヌエンジュ，イヌコリヤナギ，イヌザクラ，イヌツゲ，ネコヤナギ，マタタビなど。

　　b）　公園緑地（都市公園・運動場など）

　高畠町では運動公園の整備がすすめられているが，その環境づくりの具体例として郷土種を利

用し，植生復元をおこなう：方法を以下にあげる。

　運動公園の具体例として，ここでは，野球場をあげたが，野球にかかわりのある植物のうち高

畠町に自生する樹木として，野球バットの材となるアオダモを中心にした植栽例である。

、
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　　　　　Fig．40．運動公園の植栽例

ヨ）in　Beispiel　fUr　eine　GrUnanlage　um　einen　Spielplatz．
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Ein　Be玉spie1魚r　eine　Gr廿nanlage　um　einen　Garten｝n　der　Stadt．

　ft、1　　し

都市公園の植栽例

　都市公園では郷土種としてヒメサユリ，ベニバナなど花の美しい草本植物，またアイズシモツ

ケ，カラコギカエデ，ウラジロイタヤなどの高畠町を特徴づける草木を積極的に利用して植栽計

画をすすめることが望まれる。これら高畠町特徴づける植物（p．74～76参照）による植栽は，町

民をはじめ，観光客の出入りの多い町回のまわり，駅舎など公共の建物のまわりなどにも応用さ

れるのが望まれる。

　C）　学校，病院の緑

　公共建物のうち，とくに学校や病院は，一般に敷地面積が広く，また建造物が大きく，それ自

体が景観上，マイナスの要因としてはたらくことも多い。しかし，また一方，学校や病院は，他

にも増して静かで，美しい豊かな環境が望まれる場所でもある。したがって，学校，病院等の建

物や敷地のまわりにも，緑地効果の高い緑と美観を備えた緑を調和させた豊かな緑の環境創造が

もっとも望まれる。

　しかし，今までの公共諸施設は，建造物や施設の建設に手いっぱいであり，環境整備面の配慮

や予算的裏づけもほとんどなされていなかったきらいがある。たとえ緑化がおこなわれることが

あっても，外来樹種の列植や，花木類の無秩序な植栽がおざなり的になされてきたところも多い。

今3の大都市部域での環境緑地をもたない学校や病院の環境悪化は大きな問題になってきている。

　最近の急速な都市化の申にあって学校や病院周辺にも，やっと植樹する傾向がみとめられるよ

うになったものの，箱庭づくり的な，あるいは趣味的な植栽から抜けきれないものが多く，環境

作りという機能的面に欠けている。Fig．42には学校緑化の一例を示したが，ここで重要な点は，
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教材林
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花だんB；umenanlage

Cコヒゴ
並木
Allee

　Fig．42，学校緑化の一例

Begr廿Hungsbeisp｝e1負ir　eine　Schule．

まず学校の周囲を学校環境保全林としての潜在自然植生の構成種による森をめぐらし，一部教材

林や郷土林として教材的にも利用する形態をとっている。その上で花木類の植込みや花だん，芝

地などを配置していることである。周辺の環境保全林の緑のカベがあることにより，静かな学校

環境が守られるのと同時に，校内の花だんや花木類を一層引き立たたせる効果が期待できる。

　　d）工場等の産業用地の緑化

　都市部や都市近郊部において工場あるいは養鶏場や養豚，養牛場など比較的広い敷地を用いる

産業用地は，同様に町民生活や環境，景観上マイナスの要因となることが多い。したがって，こ

れらの産業用地では，敷地内を効率的に積極的に緑化することにより，敷地外に騒音，悪臭，じ

んあい等のマイナス要因となるものが出ることを最少限にとどめることの他，より豊かな環境創

造をおこなうことが望まれる。積極的で緑豊かな環境創造を計画実施することにより，その豊か

な環境の共有により，地域住民との共存を求めることができる（Fig．43参照）。

　　e）　並　　木

　市街地の環境緑地創造の方法を「まほろばの緑道」を三体例としてあげた。「まほろぽの緑道」

は，旧高畠電鉄跡地を利用してつくられた旭町と三一駅を結ぶ全長5．9kmの歩行者およびサイク

リング用の舗装道路である。この緑道では市街地を通る部分は，人々の夏季の納涼にも利用され

る地域でもある。したがって，ここではさらに夏緑樹の在来種である，ウラジロイタヤ，アベマ

キ，シナノキ，オオバボダイジュなどの高木を多層的に植栽することが提案される。また住宅地

間の水田の中を走る部分では緑道に備えつけてある遊具，藤棚，ベンチ，水飲場などの利用目的

と合致した植栽が望ましい。藤棚は藤だけでなく高畠町自生のアケビ，ミツバアケビ，ヤマブドウ，

エビヅルなどを植栽するとより多様な緑のトンネルができる。ベンチ，水飲場などの休息の場に
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den　Flecken　Takahata，　err玉nert．

8
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　　　　Fig．45．高畠町内の産業道路沿いの並木植栽例

　　　　　　　　　マロニエ（上）とシダレヤナギ（下）

Allee　in　Takahata，　A6∫6部伽∫spp．（oben）und　5αZ勘δαのZoπ∫cα（unten）．
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は緑陰樹としてケヤキ，オオバボダイジュ，シナノキが適している。とくに平野部（稲作地）で

は冬季季節風が強いため，サイクリストの防風と環境二化を兼ねて常緑広葉樹のマサキ，イヌツ

ゲ，イチイなどで低い生垣を両側につくるとよい。また遊具の一つとして樹木を考え，木のぼり

用の高木，実もの木，紅葉樹などをとり入れてみるのも面白い。

　この「まほろぽの緑道」のように長い距離（5．9kの　の緑地は在来種を中心とする。また一部

に園芸種をも加え四季の変化をつけるとまた季節感や変化に富み，より市民と密着した「緑道」

の機能が発揮されるはずである。

　また，町内の道路沿線に植えられる並木についても，外来種を避け，豊かな郷土の樹木の中か

ら選ばれるべきである。ケヤキ，シナノキ，オオバボダイジュ，ウラジロィタヤ（あるいは他の

イタヤカエデ類），ヤマモミジ，ナナカマド，アズキナシ，バクウンボク，エゴノキなどがその一

例としてあげられる。

　　f）　自然公園とレクリエーション基地

　現代人の自然からの隔離は，大都会に限ったことでは決してない。周囲に豊かな自然がある地

方においてさえ，生活習慣の変化にともない，人々を自然から隔絶する傾向が強くなっている。

児童生徒を例にとっても，決められた学校等のスケジュールとテレビによって一日の大半を消費

する毎日に追われている。町内に多数散在する文化的遺産を整備し，展示公開することにより町

民が郷土の歴史文化に触れる機会を増すのと同じように，町をとりかこむ自然環境を見なおし，

自然からの教化を受ける場をも提供することがもう一方で自分達の住む町を理解する上で重要な
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市街地
　　　　　　　　　　　　．　　　　　　u
　　　　　　　　　　　のStadte　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャンフ地
　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　レクリエーション基地

　　　　　　　　　　　　　　　Platzzentrum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ze圭tplatze　u．a，

　　　　　Fig．46．自然公園とレクリエーション基地の設置例

　　Ein　Beispiel　f茸r　die　Landnutzung　um　den　　　　　　　　　　　　　　　　　　kleinen　Ort　Takahata；auf

Gru且d　der　vegetatlonsl｛undlichen　Forschungen　werden　ein　Naturpark

und　Freizeiteinrichtungen，　vorgeschlagen．
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基礎となる。

　今日の自然志向の高まりにも応じて，一部の市町村では，自然公園やレクリエーション基地お

よび遊歩道や登山三等を有機的に結びつけ，三囲的に利用できるような計画が進められている。

自然公園やレクリエーション基地は既存の定形的なスポーツ，遊具等の施設を建設するだけでな

く，自然そのものを楽しみ，自然に接することを主眼としたレクリエーションが可能な：方策がな

されるべきである。すなわち，おし着せ的な諸施役の建設ではなく，キャンプ等の利用地，登山

道，遊歩道の整備等により，町民に利用の場を与えるということを基本とし，学校やその他の団

体や個人の多目的利用に，可能性の幅を残すようにすることが望まれる。

　　g）　のり面植栽

　人間による土地利用は，最：初利用のしゃすい低地帯や丘陵地に集中していた。しかし，今日で

は，機械の導入や土木技術の発展に支えられて山地や斜面地の利用がおこなわれることも多くな

ってきている。これら急斜面地の利用にともなって生じるくヒのり面”も増加してきた。これら造

成のり面の多くは利用面積の効率志向から急勾配であり，コンクリートの吹きつけや，金網張り，

あるいは外来牧草の吹きつけなどおざなりな景観修復がおこなわれ，景観上著しい不調和感と異

和感をもたらしてきている。

　このような急勾配ののり面に対しても，植栽緑化は十分可能であり，とくに在来種の低木類や

草本種の植栽によって，立地の安定と環境調和を攣ることが望まれる。急勾配の場合には，いく

段かの小ヒナ段を形成し，そのヒナ段沿いに低木類や草本種を植栽してゆく方法が可能である

（Rg，47，48参照）。高畠町におけるのり面勾配地に利用できるおもな種をTab．38に示されて

いる。

　　Tab．38．のり面急勾配地植栽可能種

Geeignete　Arte且f茸r　die　Bepflanzung　der　Hange

イ氏木美頁　　Straucher

　オオバクロモジ

　ヤマモミジ

　ノリウツギ

　バッコヤナギ

　タニウツギ

　ヤマツツジ

草本植物Krauter

ミャマカンスゲ

ミチノクホンモソジスゲ

オクノカンスゲ

トリアシショウマ

ススキ

L乞ノz4θuπηめ6πα如var」πθ〃3わ2七ηzα6θα

・4ごθプρα〃ノzα如フ占var．ノ23α渉5z〃’zτ〃U8

夏y4フ伽g8αραπ加工α

5α♂㍑うα勲O

W診置98Zα130吻π∫ゴ∫

RIZO404θ魔プ0π加αノ睡ノゼ

Cα2傑40Zゴご1z・∫’α6妙αvar．9♂αろ8η伽α

Cαノ即5‘8πo∫’αご妙3var。ご％2z8α∫α

Cαア孤プ読05f∬珈α

ム5診泌8伽アZろθ瘤∫var．ωノzg’65孟α

ル痘’50α窺1剛3∫∫η8π5∫5
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　　　Geb鷲sch　und

　　Niederwald

I　anf　de田Hang

　のり1錘紙木垂直栽地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Geb廿sch　und　Niederwald

Rasen　　　Weg　　　　Rasen　auf　dem｝玉ang
芝草∫也　　　　道　　路　　　　芝：草f也．のり面狂t木：擢蝶比地

　　　　　　　Fig．47．山岳道路のり面植栽例

Bepflanzungsbeispiel　am　Hang

Vorhandene　W銭lder

艮死　イf　．森　諸木

entlang　der］BergstraBe．

口

日□

厨

口

i器亀・1灘・・

Geb瓢sche
i薪オく季直栽1也

　　　I

Geb甑sch
低木1

Gebaude
建造物敷地

ぐ

瀞・1糊　羅罪
Geb雌sche．
高木樫稼比圭也

　　　　　　　　　　　　Fig．48．宅地等造成の植栽例

Beispiel　f荘r　die　Bepflanzung　der　e且tb16信ten　Hange　und　der

Umgebung　der　Gebaude　be1狙Aufbau　eiaer　Woh漁siedlung　u．　a．
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摘 要

　山形県高畠町は本州の北部にあり，出羽山地と奥羽山脈にはさまれた米沢盆地に位置している。

海抜高度で約200mから1，100mの範囲にある。気候的にはマクロ的にみれば裏臼本気候域に属

し，低地部で年平均気温11．1℃，年降水量約1600mmであり，冬季の最深積雪量は150cmに達し

ている。地質的には，山地丘陵地が花闘岩類の火成岩と凝灰岩によってほぼ面積的に2分するよ

うに占められている。盆地の低地部は，最上川の支流によって形成された沖積低地帯が広がって

いる。

　高畠町は植物区系的には日本海地域に含まれており，多雪気候に適応した日本海要素植物が多

数分布している。

　また植生的には，全地域で夏緑広葉樹林であるブナクラス域に含められる。植生調査は1982年

6月と9月の2回おこなわれ，約150地点の植生調査資料が得られた。その結果高畠町において

は高木林9，低木マント群落12，草本植物群落30，その他人工植栽林，人工草地5の計51群落が

確認された。

　1．ブナクラス

　　　　シオジーハルニレオーダー

　　　　　サワグルミ群団

　　　　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　　　ジュウモンジシダーヤマモミジ群落

　　　　ササーブナオーダー

　　　　　チシマザサーブナ群団

　　　　　　マルバマンサクーブナ群集

　　　　コナラーミズナラオーダー

　　　　　ケヤキ群団

　　　　　　チャボガヤーケヤキ群集

　　　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　　　オオバクロモジーミズナラ群集

　　　　　　カスミザクラーコナラ群落

　　　　　アカマツ群団

　　　　　　ヘビノネゴザーアカマツ群落

　　　　　　ネズミサシーアカマツ群落

　　　　　　ヤマツツジーアカマツ群集



2．ハンノキクラス

　　ハンノキオーダー

　　　ヤチダモーハンノキ群団

　　　　ハンノキ群落

　　　　ノソノキーズミ群落

3．オノエヤナギクラス

　　コモチマンネングサータチヤナギオーダー

　　　タチヤナギ群団

　　　　タチヤナギ群集

　　ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー

　　　シロヤナギーコゴメヤナギ群団

　　　　シロヤナギ群集

4．クラス未決定

　　タニウツギーヤシャブシオーダー

　　　タニウツギ群団

　　　　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集

5．ノイバラクラス

　　　トコロークズオーダー

　　　ミヤママタタビーヤマブドウ群団

　　　　キクバドコローヤマブドウ群集

　　　スイカズラーヘクソカズラ群団

　　　　エビヅルースイカズラ群落

6．ヌマハコベータネツケバナクラス

　　オオバセンキュウータネツケバナオーダー

　　　オオバセンキュウータネツケバナ群団

　　　　ダイモンジソウーナルコスゲ群落

7．ヨシクラス

　　ヨシオーダー

　　　ヨシ群國

　　　　マコモ群落

　　　半可ーヨシ群団

　　　　オギ群集

　　　セリークサヨシ群団

　　　　セリークサヨシ群集

105
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　　　　　ツルヨシ群集

　　　大形スゲオーダー

　　　　ホソバノヨッバムグラー大形スゲ群団

　　　　　カサスゲ群集

　　　　　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　　　ヒメシダーナガボノシロワレモコウ群落

　　　　　サドスゲ群落

　　　　　シカクイーイ群落

8．オニシモツケーオオヨモギクラス

　　　オニシモツケーオオヨモギオーダー

　　　　オオヨモギーオオイタドリ群団

　　　　　アカソーオオヨモギ群集

　　　　　オオハナウドーオオヨモギ群落

9．ススキクラス

　　　ススキオーダー

　　　　トダシバーススキ群団

　　　　　ススキ群落

　　　シバスゲオーダー

　　　　シバ群団

　　　　　アズマギクーシバ群集

　　　　　ノチドメーシバ群落

10．ヨモギクラス

　　　ヨモギオーダー

　　　　カナムグラーヤブガラシ群団

　　　　　アキノノゲシーカナムグラ群集

　　　　　ヤブマメ群落

　　　　　ツルマメ群落

　　　　チカラシバーヨモギ群団

　　　　　ユウガギク一月モ地勢i集

　　　　　シロツメクサーエゾタンポポ群落

11。クラス未決定

　　　オオノミコオーダー

　　　　ミチヤナギ群団

　　　　　カワラスゲーオオパコ群集
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　　　　　　カゼクサーオオバコ群集

　12。ヒルムシロクラス

　　　　ヒルムシロオーダー

　　　　　ヒルムシロ群団

　　　　　　ヒルムシロ群落

　　　　　ヒツジグサ群圓

　　　　　　ジュンサイーヒツジグサ群集

　13．クラス，オーダー未決定

　　　　　アゼナ群団

　　　　　　アオテンツキ群i集

　14．イネクラス

　　　　タマガヤツリーイヌビエオーダー

　　　　　イネーイヌビエ群団

　　　　　　ウリカワーコナギ群集

　15．シロザクラス

　　　　ツユクサオーダー

　　　　　カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　　　　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　　　ヒメムカシヨモギーメヒシバ群i喀

　16．上級単位：未決定

　　　　　　タラノキークマイチゴ群落

　　　　　　キツネヤナギーヤマツツジ群落

　　　　　　ムラサキヤシオーチマキザサ群落

　　　　　　タチシオデーチマキザサ群落

　　　　　　ミチノククワガターメノマンネングサ群落

　　　　　　ナギナタコウジューオオヨモギ群落

　　　　　　ハルガヤーヒメスイバ群落

　　　　　　カモガヤーアカツメクサ群落

　17．植林

　　　　　　スギ，ヒノキ植林

　　　　　　アカマツ植林

　　　　　　カラマツ植林

　高畠町の現存植生のうち，主要森林植生の配分は，標高300m以下の沖積低地はハンノキ群落

およびシロヤナギ群集，タチヤナギ群集のヤナギ林が，また標高約300～800mにはコナラ，ミズ



108

ナラの夏緑二次林が分布している。なかでもより高海地ではオオバクロモジーミズナラ群集が，

低海抜地ではカスミザクラーコナラ群落やヤマツツジーアカマツ群集が優勢となっている。標高

約800m以上の山地ではマルバマンサクーブナ群集のブナ林の二次再生林がひろがっているが，

山頂域は放牧地として利用されており，人工草地やキツネヤナギーヤマツツジ群落等の低木林が

発達している。また，土地利用形態や代償植生の種類と配分も現存植生配分に対応し，低地では

水田，畑作地および住宅地として利用され，丘陵，低山地域ではブドウ園等の果樹園，アカマツ

人工林，牧草地としておもに利用されている。また山地一帯では，ヒノキの人工植栽林が土地利

用の主流で，人工林と二次：再生林がモザイク状に分布している。山頂域だけは，放牧地として利

用されているが，現在放置されている所が多い（F玉g．20参照）。

　以上，現存する多彩な植生の把握によって，高畠町の自然環境の質を認識し，今後の高畠町の

自然環境の保全および積極的な環境創造に向けて，植生学的立場からの提案が行われた。すなわ

ち，高畠町におけるフロラのシンボルともいえる主要植物の選定，および自然環境の保全上重要

な位置を占める重要植生の選定をおこなった。また同時に潜在自然植生の構成種による自然環境

の創造にむけて，学校，病院，工場地，自然公園，史跡地，並木などを例に，具体的方策を提示

した（Fig．33－48参照）。
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Zusammenfassung

　　　　　　　　　　　　　Vegetation　der　Umgebung　des　Fleckeas　Takahata　i取der

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr証ektur　Yamagata，　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VOn

Akira　MIYAwAK：1，　Shigetoshi　OKuDA，　Yasushi　SAsAKI，　Hiroshi　MATsul，　Hideo　TAKANo，

　　　　　　　　　　　　Shin－ichi　SuzuKI，　Yumiko　TsuKAGosHエuud　Yasuko　MAsuDA

　　Das　Gebiet　Takahata－cho　in　der　Pr琶fektur　Yamagata　liegt　im　Yonezawa－Becke且zwischen

dem　Bergland　Dewa　und　dem　Oou－Gebirge　im　Nordteil　Honshus．　Takahata－cho　umfa13t

eine　Fl護che　von　181　km2，　zwischen　etwa　200　und　1100　m　Meeresh6he　gelegen．　Es　steht　unter

dem　Einfluβdes　vom　Japanischen　Meere　bestimmten　Klimas．　In　den£ieferen，　den　besiedelte琵

Te三1en　be重rag£das　Jahresmittel　der　Temperatur　11．1。C，　des　Jahresn圭ederschlages　etwa　1600

mm　und　das　der　maximalen　Schneedecke！50　cm，

　　Geologisch　besteht　das　Gebirge　m量t　dem　Plateau　etwa　zur　H琶lfte　aus　Granit　und　Tuff．

In　de豆tieferen　Teilen　des　Beckens　sind　durch　die　Nebenfi慧sse　des　Flusses　Mogam玉alhviale

Ablageruagen　entstaRde血．

　　Hinsichtlich　der　Florenregio且geh6rt　Takahata－cho　zum　Gebiet　des　Japanischen　Meeres；

皿ehrere　Arten　dieses　Florenelementes　sind　hier　verbreitet　und廿berdauern　de鍛Winter　unter

der　tiefen　Schneedecke．　Vegetationsku且dhch　geh6rt　die　gesamte　Flache　zurn　F　a　g　e　t　e　a

crenatae－Gebiet　mit　seinen　sommergr伽en　Laubwaldern．

　　　1．Fagetea　crena之ae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　　　　Fraxino－Ulmetalia　Suz．一Tok！967

　　　　　　　　　RerQcaryion　rhoifohae　Miyawaki，Ohbae七Murase1964

　　　　　　　　　　　Polysticho－Pterocaryetu皿　Suz．一Tok．eta1．1956

　　　　　　　　　　　Po4y5擁。ん瑚z診プ4＞オ6roπ一．A‘8プραZ呪α臨甥var．解α’5z6η膨アrα6－Gesellschaft

　　　　　　　Saso－Fagetal圭a　cre且atae　Suz．一Tok．1966

　　　　　　　　　Saso　kurilensis－Fagion　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　　　　　　　　Hamamelido－Fagetum　crenatae　Miyawakietal．1968

　　　　　　　Quercetalia　serrato－grosseserratae　MiyawakietaL1971

　　　　　　　　　Zelkovion　serratae　Miyawakieta1，1977

　　　　　　　　　　　Torreyo　radlca且tis－Zelkovetum　serratae　Miyawakieta1．1977

　　　　　　　　　　Carpino－Quercion　serratae　Miyawakietal．1971
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　　　　　　　L加4θプα％幼6ZZα’αvar．辮6励rα槻6εα一Qπ6ノ卿6鋸5郷0ηgo砒αvar．

　　　　　　　　　gro∬656プ㍑如一Gesellschaft

　　　　　　　1）プ瑚％5τ6r60π刀滅z－Qπ8π硲58r㍑如・Gesellschaft

　　　　　　Pinion　densiflorae　Suz．一Tok．1966

　　　　　　　／1改yプ勉郷こyoん0566225∫∫一P勿刎ゐη5zアb7・α一Gesellschaft

　　　　　　　諏πψ8捌5プゼ9ガぬ一湾膨5漉7z5解。㎎一Gesellschaft

　　　　　　　Rhododendro－Pinetum　densiflorae　Suz．一Tok．etUsu玉1952

2．Ahetea　japo葺icae　Miyawaki，K．FuliwaraetMochizuki！977

　　　　Alnetalia　laponicae　Miyawai，K．Fuj圭waraetMochizuki1977

　　　　　　Fraxi鍛。－Alnion　japonicae　Miyawaki，FujiwaraetMochiz面1977

　　　　　　　A伽z己∫ブ砺）o海。α一Gesellschaft

　　　　　　　Rんα”32躍56rθπα’α一M詑Z％53f6うoZ漉ゼーGesellschaft

3．Salicetea　sachaline黛sis　Ohba　1973

　　　　Sedo－Salicetalia　subfragilis　Oku（la1978

　　　　　　Sa生ic圭on　subfragil圭s　Okuda1978

　　　　　　　Salicetum　subfragilis　Okuda1978

　　　　Alno－Salicetal宝a　serissaefoliae　Ohba！973

　　　　　　Salicion　jessoensis－serissaefoliae　Ohba］．973

　　　　　　　Salice£um　jessoensis　Ohba1973

4．Unbekannte　Klasse

　　　　Weigelo－Alnetalia　fir磁ae　OhbaetSugawara1979

　　　　　　Weigelion　hortens圭s　HorikawaetSasaki1959

　　　　　　　Arunco－A1滋etum　pendulae　Miyawakietal．1977

5．Rose£ea　mult三florae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　Dioscoreo－P媒erarie宅alia　lobatae　Ohba1973

　　　　　　Actinidio－Vition　coignetiae　Miyawakietal．1968

　　　　　　　Dioscoreo－Vit三etum　co呈gne£iae　MiyawakietaL　1968

　　　　　　Lonicero　japonicae－Paederion　mairei　MiyawakiαaL1967

　　　　　　　V漉5プ謬。〃b〃α一五〇2zゴ06㎎」妙。π∫oα一Gesellschaf宅

6、Montio－Cardaminetea　Br．一Bl．etTx．1943

　　　　Angel圭co　genuflexae－Cardamineta1呈a　Ohba1975

　　　　　　Angelico　ge無uflexae－Cardaminion　Ohba1975

　　　　　　　30¢のα9αノb7勿2z8♂var．カzoゴ50Zo6α診α一Cαブ8κ6z‘r擁60Z薦一Gesellschaft

7．Phragmitetea　Tx．etPrsg．1942
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　　　　Ph．ragmitetalia　Tx．et｝）rsg。1942

　　　　　Phragmltion　W．Koch　1926

　　　　　　Zゼ駈72ゴζzZσ’肋Z如一Gesellschaft

　　　　　Miscantho　sacchariflori－Phragmition　MiyawakietOkuda1970

　　　　　　Miscanthetum　sacchariflori　MlyawakietOkuda1972

　　　　　0ena煎ho　javaRicae－Phalaridio無arund圭naceae　Miyawakiet

　　　　　　Okluda　1972

　　　　　　0enantho－Phalaridetumarundinaceae　MiyawakietOkuda！972

　　　　　　phragmite£um　japonicae　Miaamikawa1963

　　　　Magnocaricetalia　Pign．1953

　　　　　Galio　brevipedunculati－Magnocaricion　Miyawakiet

　　　　　　K．Fujiwara　1970

　　　　　　Caricetum　dispalatae　MiyawakiOkuda1972

　　　　　　1sachno－Caricetum　thnbergii　MiyawakietOkuda！972
　　　　　　　丁舵魏）孟εプ∫5ραZz‘3’プゴ5－5αノzgz二露07わα♂62z¢‘ヴbZ∫αf．α必α一Gesellschaft

　　　　　　Cα7一即5α4067z525－Gesellschaft

　　　　　　EZ606加廊初2‘舷7・α8－」乞〃3α‘5¢がz‘5〃5　var．4804）諭z5－Gesellschaft

8．Filipendulo－Artemisietea　Ino且毛anae　Ohba1973

　　　　Filipendulo－Artemisietalia　Ohba1973

　　　　　Artemisio－Polygonioa　sachalinensis　Miyawakietal．1968

　　　　　　Boehmerio－Artemisietum　mon£anae　Miyaw縦kietal．1968

　　　　　　H6㍑4θ㍑”34認66－Ar孟εノ7τ∫∫∫αフ7zoπ’α7～α一Gesellschaft

9．Miscanthe£ea　sinensis　MiyawakietOkuda1970

　　　　Miscanthe£alia　sine貧sis　MiyawakietOhba　197σ

　　　　　Arundinello－Mis．canthion　sinensis　Suganuma1970

　　　　　　Mゼ56αフ2疏z‘55∫7z67z3ゼ5－Gesellschaft　　　＝

　　　　Carice£alia　nervatae　Suganuma1966

　　　　　Zoysion　japonicae　Sugalluma1970

　　　　　　Erigeronti－Zoysietum　japo．nicae　Sugah琶ma1966

　　　　　　耳y訪・060妙Z6解αプあカπα一Z∂ツ5ガαメ砂07z∫6α一Gesellschaft

lO．　Artemisietea　principis　MiyawakietOkuda1972

　　　　Artemis．ie己．taIia　principis．．MiyawakietOkud3．1972　．・．

　　　　　H：umulo－Cayfation　Okuda1978

　　　　　　Lactuco　indicae－Humuletum　japonici　Okuda1978
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　　　　　　　　Aηψ野山ψα6α彦ノーげ功82．フπα一Gesellschaft

　　　　　　　　G砂。カ～θ5〔η物・Gesellschaft

　　　　　　Penniseto－Artemision　principis　Okuda1978

　　　　　　　　Kalimerido－Artem量sietum　principis　Okuda1978

　　　　　　　　Tンガb読〃ππ4）6η5一乃プα躍α‘π”zho／z40θノz56－Gesellschaft

　ll．　Plantaginetea　maloris　Tx．etPrsg．！950

　　　　　plantagine毛alia　asiaticae　Miyawaki！964

　　　　　　PolygonioR　avicularis　japonicae　Miyawaki1964

　　　　　　　　Carici　iRcisae．Plantaginetum　asiatlcae　Tx．！977

　　　　　　　　Eragrostio　ferrugineae－PlantagiRetum　asiaticae　Tx．1977

　12．Pota皿ogetonetea　Tx．etPrsg．1942

　　　　　potamogetonetalia　W，Koch1926

　　　　　　potamogetonion　W．Koch1926

　　　　　　　　Po孟αηzo9α07z読5オゴπo伽5－Gesellschaft

　　　　　　NymphaeioH　Oberd．1957

　　　　　　　　Brasenio　shreberi－Ny．mphaeetum　tetragonae　Okuda1983

　！3．Unbekannte　Orda．　u．　Klasse：

　　　　　　Lindernion　procumbentis　MiyawakietOkuda1972

　　　　　　　　Fimbristylidetum　verruciferae　MiyawakietOkuda1972

14．Oryzetea　sativae　Miyawaki！960

　　　　　Cypero－Echinochloetalia　oryzoidis　Bo16setMascla雄s！955

　　　　　　0ryzo－Echinochloion　oryzoidis　Bo16setMasclans1955

　　　　　　　　Sagittario－Monochorietum　Miyawaki1960

　！5．Che漁opodie之ea　BL－BL1951

　　　　　Commelinetalia　communis　Miyawaki1969

　　　　　　Cypero－Molluginion　strictae　Miyawaki1969

　　　　　　　　pinellio　ternatae－Euphorbietum　pseudo－chanαaesyces

　　　　　　　　　Miyawaki　1969

　　　　　　　　乃趨乞g8ノ闇02z　o翻α漉ア25∫∫一1万g髭αノー∫αα4∫6θノz68π5－Gesellschaft

　16．Sonstige　Vegetatio且seinheiten

　　　　　　　　Aア月毎εZαオα・R麗伽∫07・α’α88ガb砒匹5－Gesellschaft

　　　　　　　　5α♂蜘τz‘砂f7zα㌔Rho4048フ24プ。ηんα672ψ壷ア・2－Gesellschaft

　　　　　　　　Rho404朋訪摺。παZ∂7・86ん痂一8α5αメ）αZ”zα孟α一Gesellschaft

　　　　　　　　5甥πα¢π貌ク。／2沈α・5α5αραZ”3α’α一Gesellschaft
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　　　　　　　　　　　▽6ノ・oπ∫cα561Lηzゴ4彦ゴαノzαvar．5α7z4α∫αノ～α一5θ4㍑フπブ＠oπ∫oπηレGesellschaft

　　　　　　　　　　　EZ∫漉oZ薦ガα‘漉α如一Aア9’θ刀3ゴ5乞α7フzo7z’απα一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　A7z漉。露α7z漉z‘フπ040’一α渉z〃73－R刎π6謬α68∫058〃α一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　Dα6卿∫gZ・7π81一伽一1乃が読㈱力磁8／2∫6－Gesellschaft

　　17．　Forsten

　　　　　　　　　　　Cブ距’ω7zθ万αブ砂07zガ。α一Chαク？zα6ごツ／）αノ摺f50ろ’z65α一Forst

　　　　　　　　　　　湾πZ45　6あπ5耀07剛｛Z－Forst

　　　　　　　　　　　乙αアぜ灘んαθフ勿プ診7ゼーForst

　　D圭e▽egetationskundliche　Gel註ndeaufnahme　wurde　im　Juni　u難d　September　1982　im　Gesa賦一

gebiet　von　Takahata－cho　an　insgesamt　90　Arbeitstagen　durchgefUhrt；wir　haben　all　etwa

150Punktell　pflanzensoziologische　Auf無ahnen　gemacht．　Durch　Tabellenvergleiche　im　Inst玉一

tut　wurden　fhr　Takahata－cho　g　Hochwaldgesellschaften，12　Strauch－und　Mantelgesellschaften，

30Gras－und　Krautgesellschaften，　sowie　5　angepfla餓e　Forsten　und　angesate　Wiesen，量nsge・

sa磁51　PflaRzengesellschaften　erfaBt．

　　GrundzUge　der　Verteilung　der　wichtigea　Waldgesellschaften　der　realen　Vagetation　von

Takahatacho：In　den　alluvialen　NiederuRgen　wachsen　die！1Z7z㍑5ブ妙。ノ～乞6α一Gesellschaft　und

Weide鍛一Walderdes　Salicet疑m　jessoensis　unddes　Salicetum　subfragilis．

An　den　Hangen　unter　300　m廿．　NN　wachsen　sommergr菰ne　Laubwalder　von　Qz‘8ノ惚5582フ・α’α

und　Qπθノ・α6∫”zoπgoZゼ6αvar．　gア。∬858ノ・プα診α，　Besonders　dominieren　in　den　h6here且Lagen　das

Lindero　membranaceae－Quercetum　mongolicae　grosseserratae　und
in　den　niedrige篇Lagen　die　P2wz祝5η8ノ・8α〃zぬ一Qz‘8rα‘558ププα’α一Gesellschaft　und　das　R　h　o－

dodendro－Pinetum　densiflorae．

　　Im　Gebirge　Uber　800　m茸．　NN　aehmen　sekundare　wiederverl廿ngte　Walder　des　H　a　m　a－

melido－Fagetum　crenatae　dengr68tenRaumein．　DieBerggipfelarealewurden

jedoch　als　Viehweide　genutz亀；heute　wachsen　dort　en毛weder　Kunstwiesen　oder　die　5αZ鉱

τzゆカzα一Gesellschaft　und　andere　Geb慧sche，　Die　heutige　real　vorha簸dene　Vegetation　in　dea

tieferen　Lagen　besteh宅meis宅aus　Ersatzgese玉1schaften；玉hre　Verteilung　entspr玉cht　den　Boden一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ロNutzungsformen；es　sind　Reisfeider，　Acker　uRd　Wohnsiedlunge無i捻der　Ebene；auf　dem

Platea銭und　an　den　HUgeln　Obstgarten，　Weinberge　u．　a，；dazu　kommen　sekund註re　W註lder

von　Pカzπ54θノ～5演02η，　Weiden　und　Wiesen．　Die　Gebirgsstufe　ist　weithin　mit　Forsten　von

α・距彦。ノπ召磁ノψoπゴ‘α，C乃αηzα6のψα7一∫50伽65αbedeckt．　Sie　bilden　heute　ein　Mosaik　mit　den

sekundar　wiederverjUngten　Laubhoizarten．

　　Auf　den　Berggipfeln　finde宅man　heute　einige　a疑fgegebene　Flachen（Fig．20）．

　　Auf　Grund　der　vegetationsku登dlichen　Forschungsergebnisse　im　Gelande廿ber　d玉e　zuk廿n一



114

ftige　Erhaltung　der　nat簸rlichen　Umwelt　sowie　die　Schaffung　einer　echten，　GrUn－reiche籍

Umwelt　in　Takahata－cho　werden　einige　Vorschlage　gemacht：

　　1。Auswahl　und　Unterschutzstellung　von　Wuchsorten　der　reprasentativea　wichtigen

Pflanzenarten　wie　Qz‘8ア℃π5τα2・ゴαう漉∫，5μプα8α6勧ηzα64叡プb♂∫αvar．μ♂05α，！1687・厩4馳8／z5ε，

蓋68ノーフフ20／z・var。9♂α㍑0瑚Z，　V診ノ・0航α5‘ん痂4伽zαvar。∂απ面α7Zαf．彦・”Z8／2彦・5α，　Eガg87－0／2

’痂〃zう879泥，ゐ∫Z∫z〃πア・zめθ〃z〃多und　1，ψα7ゴ5ゐπτ72zεフーガ。

　　2．Auswahl　der　f慧r　den　Schutz　der葺atUrlichen　Umwelt　wichtigen　Gesellschafもen　w玉e

Hamamehdo－Fagetum　crenatae，　Lindero　umbellatae－Quercetum
mongolicae　grosseserratae，　P／wz㍑5ワ8π～α〃z4α一Q膨7・α，5562・ブα’α一Gesellschaft，

Polysticho－Pterocaryetum　und　Rhododendro　kaempferi－Pi無etum
densiflorae　und　Einrichtung　von　Schutzgebieten　uad　Naturpark：en．

　　3．Konkrete　Vorschl鼓ge　f荘r　die　SchaffuRg　einer　natumahen　Umwelt　mit　Arten　der　po－

tentiellen　IlatUrlichen　Vegetation，　zum　Beispiel　um　Schulen，　Krankenh互user，　Fabriken　und

h量storische　Gedenkstatten，　Pfla難zung　vo盒Alleen　und　anderes（vgL　Fig。33－48）．
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